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この報告書は，佐賀県教育委員会が日本道路公団の委託を受けて，

昭和51年度から実施している九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査の記録の一部であります。

今回の報告は，昭和53年度から昭和56年度までに発掘調査を実施

した佐賀市所在の西原遺跡，神埼郡東脊振村所在の浦田遺跡・上三

津栗原遺跡・山古賀遺跡・西一本杉遺跡のもので，九州横断自動車

道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(1)・ (2)に続くものであります。

本報告書を通して埋蔵文化財に対するご理解をいただくとともに，

今後の学術文化の向上に少しでも役立てば幸いと思います。

なお，発掘作業に従事していただきました地元の方々をはじめ，

関係各位のご協力により本書を発行するはこびになりましたことを，

心から感謝申し上げます。

昭和58年3月

佐賀県教育委員会

教育長古藤 浩



伊l 自

l. 本書は九州横断自動車道建設に伴う事前調査のうち，昭和53年度から昭和56年度にかけて

発掘調査した佐賀市所在の西原遺跡，神埼郡東脊振村所在の浦田遺跡・上三津栗原遺跡・山

古賀遺跡・西一本杉遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は，日本道路公団の委託事業として佐賀県教育委員会が実施した。

3. 発掘調査にあたっては佐賀市，東脊振村の各教育委員会，並びに地元の方々の助力を得た。

4. 本書の執筆者は次のとおりである。

I 調査の概要……………………...・ H ・..………………...・ H ・.....・ H ・-樋渡敏暗・東中川忠美

11 遺跡

西原遺跡…...・ H ・..…...・ H ・....・H ・-…… H ・H ・..… H ・H ・福田義彦・藤井伸幸・田平徳栄

浦田遺跡 1.遺跡の概要…...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・H ・.......・ H ・-… H ・H ・.....・ H ・堤 安信

2.遺 構....・ H ・..・・ H ・H ・.....・H ・...・ H ・....・ H ・...……...・ H ・..…・・・立石 泰久

3. 遺 物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・堤 安信

4. 小 結・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・堤 安信

西一本杉遺跡…...・H ・...…………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叶松尾 吉高

L仁三津栗原遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・種浦 修

山 古 賀 遺 蜘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤井 伸幸

5.遺物の実測，製図は各調査員の指導のもとに山本タカ子，島孝子，古賀啓子，藤原倫子，

永ノ間ひとみ，西村信子，大島もと子，中島成子，泉清子，中村真由美，野口悦子，馬場悦

子，友清淑子，栗山留美子，野口百合子，池田覚子，松崎恭子，尾形郁子，畑瀬直子，吉浦

みどり，貞包洋子，武藤直子，松尾直子，徳永千代美，上滝光子，増田庸子が行った。

復元作業は，宮崎礼子，高畠澄子，山崎美紀子，広滝敏子，古川万鶴代，緒方泰子，熊本

富美子，平野澄子，新井久美，村瀬邦子，土井マサ子が行った。

その他，多くの方々の協力を得た。

遺構写真撮影は各調査員が行った。遺物写真撮影は原口定が，現像，焼付は原口定，古賀

栄子が行った。

6. 本書の作成，編集は文化財資料室の蒲原宏行，本田京子，友貞菜穂子，矢野佐代子の協力

を得て東中川忠美が行った。



凡 伊j

l. 遺構については各遺跡ごとに一連番号を付し，その前にSB:建物・住居跡， SC:石棺

墓， SD:溝， S J :聾棺墓， SK:土壌・貯蔵穴・穴， S P :土壌墓， S R:祭最E遺構J

ST:古墳， SX:その他の遺構の分類記号を標記する。

2. 遺構の寸法数字はm単位，遺物の寸法数字はcm単位を原則とする。

3. 実測図基準は国土座標にする。

4. 遺物番号は挿図，図版とも原則として同ーとする。
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調査の概要

1.調査に至る経過

九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査が開始されたのは，昭和51年度末の昭和52

年1月18日からである。

昭和51年度は佐賀市の久保泉丸山・藤附E.F遺跡，大和町の惣座遺跡の調査を実施した。

久保泉丸山遺跡は，縄文時代晩期末から弥生時代初めの支石墓群と， 5~6 世紀の古墳群から

なる重要な遺跡であることが判明し，その保存問題についてさまざまな協議が行われるように

なる。

昭和52年度は，前年度の遺跡に加えて佐賀市の十本杉 '・六本黒木・大門西・藤附A~D遺跡

の調査を実施した。

昭和53年度は，前年度からの六本黒木・大門西遺跡の他に，佐賀市の長尾・金立開拓(~昭

和56年度まで)・藤附G.H・西原遺跡，中原町の綾部城跡・綾部八本松・一本杉遺跡の調査を

実施した。

昭和54年度は，前年度からの西原遺跡の他に，佐賀市の三郎山・六本黒木B ・藤附 I~K.

E (残)・鈴熊・元大日遺跡，神埼町と東脊振村にまたがる戦場遺跡，東脊振村の寺ヶ里・浦田・

上三津栗原・西一本杉・下石動遺跡，中原町の白虎谷・獅々喰・香田遺跡，佐賀市から西では多

久市の松瀬・西田A・B・C・米満・三本松遺跡などの調査を実施した。東脊振村西一本杉遺

跡の前期古墳や，中原町香田遺跡の支石墓など，昭和54年度は特筆される調査成果があった。

また，佐賀市久保泉丸山遺跡の保存問題について，日本道路公団との聞で「全面移設」が決

定したのも昭和54年度のことであった。

昭和55年度は，前年度からの鈴熊・浦田・下石動遺跡の他に，多久市の十井手・今出川A・

山の上・池の平遺跡，大和町の春日・礎石A・久池井一本松遺跡，神埼町の猿獄A・B・上志

波屋遺跡，東脊振村の西石動・堤一本黒木・山古賀遺跡，中原町の谷渡・一本桜遺跡などの調

査が実施された。

昭和56年度は，前年度からの春日・醸石A・久池井一本松遺跡の他に，多久市の山王・撰分・

今出川B・原田・大工田遺跡，大和町の久池井・醸石B遺跡，神埼町の猿獄C・D・朝日・切

畑A・上志波屋B遺跡，東脊振村の石動二本松遺跡，武雄市の後田遺跡などの調査が実施された。

なお， 56年度末の昭和57年1月から，佐賀市久保泉丸山遺跡の本格的な移設工事が開始され，

58年3月の完成を目指して，現在，急ピッチで工事が進められている。

昭和57年度は，前年度からの山王・撰分・蝶石B・久池井一本松・春日・久池井遺跡の他に，

大和町の惣座遺跡，神埼町の切畑B・朝日北・的遺跡などが調査されている。また，久保泉丸

山遺跡では，移設工事に伴う発掘調査で100基を越す支石墓群が検出されている。
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2.調査組織
昭和53年度からの関係者は次のとおりである。

佐賀県教育委員会

総、 括 教 育 長 古藤 浩

教育次長 小西 亘(昭53・54年度)
同 大坪 実(昭53・54年度)
同 川副道夫(昭55年度)

同 野村綱明(昭55年度)

同 宇田川勝之(昭56年度)

同 大塚正道

同 高橋一之

文化課課長 田中寿義雄(昭53~55年度)

同 藤山 巌

文化課参 事 古賀礼三 (昭53・54年度)
同 藤山 巌(昭55年度)

文化課課長補佐 川久保松広(昭56年度)

同 高島忠平

同 山田 陸三

庶 務 文化課専門 員 康川 昇(昭55年度)

文化課庶務係長 片沸j 正美(昭53・54年度)
同 中野安正

文化課主事 伊崎憲二 (昭54年度)

同 北島和男(昭55年度)

同 野口 茂実(昭53~56年度)

同 森 由紀子(昭53~56年度)

同 山口 勝

同 山下行夫

同 大串裕子

発調査掘総括
文化課課長補佐 高島忠平

文化財専門員 高島 忠平(昭55年度)

文化財調査第1係長 高島忠平(昭53~55年度)

同 樋渡敏嘩

発掘調査 指導 主事 樋渡敏暗 柾 一義 岩永政博 久保和彦

高瀬哲郎 蒲原宏行 坂井健二 藤井伸幸

文化財保護主事 中牟田賢治 松尾吉高 田平徳栄 東中川忠美

立石泰久 西田和己

日属 言毛 立石泰久 中島直幸 盛 峰雄 高瀬哲郎

西田和己 川崎 吉 剛 森田 孝志 福田義彦

山田 正 堤 安信 種浦 f~ 久保伸洋

後中筋正徳、 東中川新子 高瀬久美子 本田 京子

矢野佳代子 友貞菜穂子 原口 定 松尾法博

原田保則 吉永 明

多 久 市 西村隆司

調査補助員 岸本義彦 田中康教 松尾直子 山口 弘

釘本堅太 朝原良寛 藤尾慎一郎

調査準補助員 蒲原正幸 矢野 養 川谷昭彦 江里口克己

野田 隆文 武広正純 深町佐千子 鶴田和仁

城野一郎 中野春男 山田 尚則 江頭信哉

田代成澄 熊手達夫 熊谷誠司
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3.調査の経過

NIS 

。 印刷
NIS一西一本杉遺跡

本書収録遺跡位置図

西原遺跡(略号NBR)

所在地 佐賀市久保泉町大字川久保字西原

調査担当者 中牟田賢治・福田義彦

調査期間 昭和53年5月15日~昭和54年6月16日

調査面積 14，900ぱ

遺跡の内容 古墳時代後期を主体とする古墳群

浦田遺跡(略号URT)

所在地 神埼郡東脊振村大字三津字上三津西

調査担当者 柾 一義・森田孝志・立石泰久・堤 安信

調査期間 昭和55年 1月21日~昭和55年10月31日

調査面積 7，000m' 

遺跡の内容 古墳時代から歴史時代に至る住居跡群・掘立柱建物跡群

- 5 -



上三津栗原遺跡(略号KMK)

所在地 神埼郡東脊振村大字三津字栗原

調査担当者

調査期間

調査面積

遺跡の内容

松尾吉高・山田 正・立石泰久・吉永 明・堤 安信

昭和55年 1 月 8 日~昭和55年 3 月 31 日，昭和56年 5 月 ~7 月

1，000m' 

古墳2基

山古賀遺跡(略号YKG)

所在地 神埼郡東脊振村大字石動字西一本杉

調査担当者 立石泰久・堤 安信

調査期間 昭和55年4月10日~昭和56年 1月9日

調査面積 1，000m' 

遺跡の内容 査棺墓2基，石棺墓1基，古墳 1基

西一本杉遺跡(略号N1 S) 

所在地 神埼郡東脊振村大字石動字西一本杉

調査担当者 松尾吉高・山田 正・立石泰久・吉永 明

調査期間 昭和54年8月7日~昭和55年3月31日，昭和56年

調査面積 7，200m' 

遺跡の内容 古墳時代前期を主体とする古墳群

- 6 
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にし ばる

西 原
‘阜.

1息

遺跡、名:西原(略号NB R) 

跡

所在地:佐賀市久保泉町大字川久保字西原
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西 原 遺 跡

1.遺跡の概要

西原遺跡は佐賀市久保泉町大字川久保字西原に所在する。地形からみると，遺跡の立地は佐

賀平野の北部山麓， ちょうど脊振山塊が南側平野部に移行するあたりの緩斜面上に位置する。

嘉瀬川からは約 5km東方にあたる。また，この緩斜地形は脊振山塊の裾部にあたることもあっ

て東西両側に小河川が発達し，比高差約10mの谷を形成している。そのため，遺跡はいくぶん

平野部に張り出した台地的な景観をあたえている。両谷間の距離は約400mとかなり広い。

佐賀平野北部の山麓沿いには極めて濃密な遺跡の分布がみられるが，ことに大和町から佐賀

市にかけて本遺跡を含む嘉瀬川の東側における密集度には著しいものがある。時代別には原始

から古代，中世全般にわたっており，従来，古墳が目立つていたが，近年調査例が多くなるに

つれ，そのほかの時代または時代の複合した遺跡が多く知られるようになってきている。遺

跡の性格別には各時代を通じて墓地が圧倒的に多い。

本遺跡周辺の歴史的環境を概観すると (Fig1)，まず旧石器時代では，今のところ大和町久
註 l 註2 註3

池井一本松遺跡，佐賀市丸山遺跡，藤附遺跡ド大門西遺跡など数箇所で石器が出土している程

度にすぎない。しかし縄文時代になると，早・前期に大和町瞭石遺跡や佐賀市では丸山遺跡，
註4

金立開拓遺跡，藤附遺跡，六本黒木遺跡，大門遺跡など多くが知られ，そのうち藤附遺跡や六

本黒木遺跡では前期の土績を検出している。中期の様相は今のところ不明であるが，後期になっ

ても金立開拓遺跡や大門遺跡，大門西遺跡など，山麓一帯に分布がみられる。
註 5

この地域の特色が現われはじめるのは縄文時代晩期以降である。 大門遺跡のほか，最近では先

の瞭石遺跡や丸山遺跡で縄文時代晩期から弥生時代前期の支石墓や査棺がかなりの数発見され

ており，佐賀平野における農耕文化初期の様相を知る うえでのこの地域の重要性が問題となっ
註6

ている。弥生中期 ・後期では佐賀市琵琶原遺跡で近年集落跡が調査されている。埋葬遺構は主
註 7 註8

に聾棺が金立開拓遺跡，六木黒本遺跡などで調査されている。全体の様相は今のところ実態が

不明確であるが，山麓一帯に分布の広がりが予想される。
註9

古墳時代になると，やや平野部に下って，まず金立銚子塚古墳が出現する。底部穿孔査を出

土する前期型の100m級前方後円墳で県下でも最古の一つに目されるものである。しかしその後，

この地域においては大型古墳の発達は顕著でない。前方後円墳にしても前隈山古墳，築山古墳，
註10

西原古墳，関行丸古墳等はし〉ずれも50m以下にすぎない。だが，その一方で5世紀以降，首長

墓の系譜に連なるであろう大型円墳を混えながら，はやくから群集墳が形成されはじめる。 5

世紀から 7世紀にかかるこれら群集墳の造営は山麓部一帯を埋めつ くすかのように東西帯状に

10一



遺跡の概要

20 大門古墳群 29 築山古墳

3 神籍池窯跡 12 山王山古墳 21 六本黒木遺跡 30 肥前国分尼寺跡

4 小清兵衛山古墳 13 藤附K遺跡 22 大門西遺跡 31 礁石遺跡

5 関行丸古墳 14 藤附B・C遺跡 23 長尾遺跡 32 前隈山古墳

6 花納丸古墳 15 藤附A遺跡 24 三郎山遺跡 33 春日遺跡

7 鈴熊遺跡 16 金立開拓遺跡 25 西隈古墳 34 惣座遺跡

8 西原遺跡 17 三本黒木窯跡 26 権現原遺跡 35 肥前国府跡

9 丸山遺跡 18 黒土原古墳群 27 銚子塚古墳 36 高木域社

Fig. 1 西原遺跡周辺遺跡分布図
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西原遺跡
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Fig.2 周辺地形図

100 

I 

つづく。一時期の蜜柑奨励によって大半は上部を削平されてしまっているが，発掘調査によっ

て明らかにされつつあるその数は，現在みえているものの数倍といわなし〉。ただその中にも，

大小のグループが認められ，大きな谷を中心に群が形成される傾向がある。西からいうと，磯
註11

石付近，大門付近，金立開拓付近という形で一応のまとまりをみせるようである。西原遺跡の

古墳群は，全体的にみれば，そのうちの金立開拓付近の一群に置かれるであろう。
註12

以後，本遺跡周辺の主要な遺跡としては約1.3km東方に帯隈山神龍石があり，西南方約9.5km

には8世紀になって嘉瀬川東岸に肥前国庁が置かれる。この時期，奈良・平安時代にかけての

墓地は最近の調査で，やはり山麓沿いに集中してみつかってきており，国府の出現と見合わせ

たこの地域の変貌を探るうえでの貴重な資料を提供している。

以上，この山麓沿一帯の遺跡では，地形からしての各時期を通じて墓地が主体であり，集落

跡は大和町春日遺跡，瞭石遺跡、，丸山遺跡，西原遺跡で数例知られている程度である。平野部

に下って大型集落の存在確認が今後予想されるが，その平野部の開発の歴史的経緯をみてゆく

うえで，墓地を中心とする山麓部の調査を重ね合わせて考える必要があろう。本遺跡もそのう

ちの重要な一つである。

今回の発掘調査はA・B・C・Dの4区にわけで行った (Fig.2， PL. 1 )。このうちA・C

区については，蜜柑園造成の際の削平もあってか，明確に遺構と認められるものは検出され

ヮ“
司
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遺跡の概要

なかった。しかし， B ・D区では，やはり蜜相園造成による上部削平はあるが，縄文時代晩期

及び古墳時代の遺構がかなり密に検出された (Fig.2・3，PL. 2・3)。両区を合わせた遺構

総数は縄文時代の聾棺墓 2基，古墳時代では竪穴5基，石棺墓3基，古墳21基である(Tab.1)。

すなわち主体を占めるのは古墳時代で，特に古墳が多い。古墳は竪穴式石室1基以外はすべて

横穴式石室である。また，竪穴遺構はB区に限られる。

調査区別の分布傾向は，まずB区の場合，東南に向かう緩やかな傾斜面上に東側で縄文晩期

の聾棺墓2基が並び，さらにその東側で石棺I基が単独で検出された。古墳は 9基が同区全

体にひろがり， S T005が竪穴式石室，他は横穴式石室である。削平のため，周溝の全体が知ら

れるものは少ない。また，石室の遺存もあまりよくなく，内部主体が天井石まで遺存するもの

はなかった。 ST008は路線外にあたるため，周溝の南部のみ調査した。調査区外の南北両側に

はなお同一支群の古墳が存在するものと予想される。竪穴遺構のSK030は性格不明だが，他は

住居跡である。同地区の北側にかたまっており，調査区外の北方にさらに広がると予想される

分布傾向を示す。

D区はB区に比べると多少地形の傾斜が急で，南方に向かつて下がる。遺構は調査区の南

端で石棺が 2基並ぶ以外，他は古墳が12基，すべて横穴式石室で全域に分布しており，群とし

ては調査区外の南北両側にさらに広がると思われる。やはり削平により完全に周溝を残すもの

が少なしまた，傾斜面を段々に造成しているため，全体としてB区よりさらに石室の遺存状

況がよくない。

出土遺物は古墳と住居跡を主に，須恵器と土師器が多量で，他に旧石器時代，縄文時代，弥

生時代の石器および土器，中世から近世にかけての土器類，そのほか古墳から出土した鉄器，

装身具類などがある。ただし，旧石器時代および弥生時代については，少量の遺物が出土した

だけで，遺構は検出されなかった。

註 1 佐賀県教育委員会 r丸山遺跡概報J 1979 

註2 佐賀県教育委員会「藤附遺跡J (r大門西遺跡J) 1980 

註3 佐賀県教育委員会「大門西遺跡J (r大門西遺跡J) 1980 

註4 佐賀県教育委員会「六本黒木遺跡J (r大門西遺跡J) 1980 

註5 佐賀市教育委員会 r大門遺跡J 1973 

註6 佐賀市教育委員会『琵琶原遺跡J1981 

註7 佐賀県教育委員会『金立開拓遺跡J1974 

註8 註4と同じ

註9 佐賀市教育委員会『金立銚子塚古墳J1976 

註10 佐賀県立博物館『佐賀県立博物館調査研究書 第4集J1978 

註11 佐賀県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報2J 1980 

註12 佐賀県教育委員会「帯隈山神飽石とその周辺J(r佐賀県文化財調査報告書第16集J)1967 
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西原遺跡

Tab.l 西原遺跡遺構一覧表

遺構番号 形
墓 横

共伴遺物態
径 深

時 期 備 考

S J 031 要棺 0.4m .0.35m 縄文晩期

S J 032 要棺 0.8m 0.5m 刀 底部打欠き

S J 033 表棺 1.05m 0.4m 土師器費・壷・椀 古墳時代前期

S K034 鉢 1.7m 0.3m 土師器杯・皿 中世

遺構番号
法 量

出土遺物 備 考
縦 横 壁高

S B025 3.16立1 4.34m 0.19m 土師器杯
S B026 5.03m 4.28m 0.20m 土師器鉢・饗
S B027 5.33m 6.53m 0.40m 土師器柑・杯・高杯・要 造り出し 2ヵ所

S B028 4.10町1 4.88m 0.16m 土師器
S B029 土師器 一部残存

S K030 2.45m 2.15m 0.82m 土師器鉢 竪穴

墳 丘 内 部 主 体
遺構番号 出土遺物

形状 径 罪5 態 関口方位 全 長 玄室、長 玄室、幅 玄門、幅 羨道、長

S T001 円墳 14.0m 横穴式石室 N 3'E 5.6m 2.0m 2.0m 1.5m 3.0m 須器恵、器銅杯劃11、万子、 土師108m 

S T002 11 N88'E 3.1m 2.8m 1.8 m u.5m 須恵器、土師器1.44m 

S T003 H N98・w 3.9m 2.5m 105m 0.4m l目2m 万土片子玉、、鉄須銀恵器、碧片玉、、土管師玉器、104m 

ST004 H N31'E 5.6m 2.5m 2.0m 1.0m 1.2m 須恵器、土師器2.5m 

S T005 円墳 11.6m 竪穴式石室 N96・w 2.3mxO.7m 古式土師器片

ST006 円墳 9.0m 横穴式石室 N5'W 4.0m 1.6m 1.32m 0.84m 1.8m 須管玉恵器、土、土玉師、器耳、環鉄銀、1.4 m 

ST007 円墳 17.5m H NIO'W 2.35m 108m D.4m 須玉恵、管器玉、土、切師子器玉、ガラス

S T008 円墳 土師器

ST009 円墳 12.0m 横穴式石室 N 2'E 3.05m 2.35m 2.0m 0.4m 須恵器、土師器102m 

S T010 円墳 lO-15m 11 Nl7'W 2.0m 106m 須恵器片、土師器片

S TOll H N80'E 4.1m 2.36m 1.75m 0.8m 1.3m 須恵器、土師器

S T012 円墳 15.0m 11 N23・E 7.8m 2目3m 2.3m 0.85m 5.2m 須万子恵、器土、玉土、師大器型、建銅釧、

S T013 円墳 16.0m H N20・w 2.7m 2.1m 107m 0.6m 須恵器片、土飾器片105m 

S T014 円墳 17.0m H N15'W 4.0m 2.64m 2.07m 0.6m 0.95m 護霊器、土師器、耳環、1.75m 

S T015 H 須鉄銭恵器、片耳環、土師器片、

S T016 H N29'E 7.7m 2.7m 2.6m 0.8m 4.5m 須土憲玉器、管、土玉師器、耳環、

S T017 11 N44'E 3.2m 1.5m 105m 0.8m O.6m十α 勾恵玉器、、 耳土環師、器万子、 須

S T018 11 N46'E. 39.0m 1.7m 107m 0.9m 1.2m 室恵器、土師器、紡錘

S T019 11 N 3'E 3.4m 2.4m 須耳恵環器片、土師器片、

S T020 M N12'E 4.0m 2.8m 1.95m 1.0m 切須恵子玉器、土師器、勾玉、
1.5 m 

S T021 JI N13'E 4m+α 2.0m 須恵器、土師器

S C022 石 棺 Nl的。E 1.95mXO.6m 

S C023 H NI08・w1.65m xO.45m 頭骨

S C024 H N72' E 1.9m XO.32m 鉄剣、万子

co 
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2.遺構

(1) 縄文時代

遺構

遺構としてはB区で検出されたSJ 031暫官墓とSJ032脅官墓がある。 B区では他に大型聾の破

片が少量ではあるが出土しており，ほかにも聾棺があったと推定されるが，削平により遺構は

残存していなかった。

S J 031聾棺墓(Fig.5， PL. 23) 

S J032聾棺墓と並んでB区の斜面下

方にある。遺構上面の平面は円形で，径

約0.4m，深さ0.35mである。砂混りの淡

褐色土層の地山に掘り込まれ勾壁面は内

傾して立ち上る。

聾はこの墓墳の中に直立して埋置さ

れており、副葬品等の遺物は検出され

なかった。単棺であったと考える。

S J 032t!棺墓(Fig.6， PL.23) 

S J 032聾棺墓は調査区中央東寄り

にあり， S J 031聾棺墓と SC022石棺

墓の中央付近に位置する。

墓墳上面の平面は円形で，検出面での

径0.8m，深さ0.5mである。淡褐色砂

混りの地山に掘り込ま払底部は中央部

がわずかに低くなる。掘形の規模，

聾の大きさともにSJ 031聾棺墓をわず

かに上まわる。

聾は墓墳の中に直立して埋置され，

底部は打欠かれている。SJ 031聾棺墓

同様，直立単棺と推定する。副葬品等

の遺物は検出されなかった。

L =33.40m 

F
N
ω
ω
-
A
H
O
B
 

00.5m  

Fig. 5 S J 031聾棺墓実測図

L =42.90m 

F
H
A
F
N
・8
5Fig. 6 S J 032聾棺墓実測図
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(2) 古墳時代

西原遺跡

B区， D区あわせて住居跡および竪穴6基，古墳21基，石棺3基が検出された。

住居跡はB区に限られ，緩傾斜面上を横方向に並ぶ。 SB027住居跡が1箇所張り出しを付設

するが，いずれも基本的には方形竪穴である。規模はSB027住居跡がやや大型の部類に入る。

ただSK030は小形で，住居跡といえるか疑問である。 6基は横長，縦長の違いはあるが，ほぽ

方位を一定にしており，また，相互の間隔もほぼ一定である。出土遺物ともあわせ，同時期と

みてよいであろう。古墳時代前期に属す。

古墳は21基中，残存する周溝から境形のわかる 8基はすべて円墳であり，他も円墳であった

と推定される。内部主体はST005古墳1基が竪穴式石室，他はすべて横穴式石室である。横穴

式石室は形態・構造等にかなりバラエティーがある。基本的に時期差に基づく変化とみられる。

造営時期は 5世紀後半から 7世紀に及んでおり，本遺跡が古墳群として長期間にわたり墓地と

して使用されたことを示している。そのほか 3基の石棺は本遺跡で横穴式石室が出現する以

前，おそらく住居跡群と並行する古墳時代前期と推定される。

したカまって， B.C区のみでいうと，先の住居跡の一群及び少数の石棺が古墳時代前期でも

S TOOl ¥ l 
、河

と河

5世紀前半とすれば 5世紀後半以降

に横穴式石室の古墳が盛行をみせてお

り，全体としてこの地区が居住地区か

ら墳墓造営地区に変わっていったとみ

ることができょう。

全体の分布ではB・D両区とも調査

範囲の中ではかなり密で，地区外にな

お広範囲な遺存分布が予想される。

なお，出土遺物は 2，3の古墳およ

び住居跡などから，比較的多量の土師

器，須恵器等が出土したが，削平，破

壊が著しく，全体的に保存良好なもの

は少ない。

S T001古墳(Fig・7.8，PL. 4) 

横穴式石室の円墳である。 B区の東

はずれにあって，周溝東側を農道で切

られている。また削平により盛土は完

o 5m 

Fig. 7 S T001古墳墳丘実測図
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西原遺跡

全に失われ，周溝と石室腰石を残すばかりである。石室は一応両袖式の範鳴に入り，比較的長

い羨道が付く。

墳丘 周溝のみ残存しており，径約14mの円墳である。周溝は上部を削られていることもあっ

て全体に不整形で，南側では直線的な箇所もみられる。幅約1.3m，深さ約O.3mと浅い。なお，

周溝西側には周溝を切って 1条，幅の狭い溝があるが，周溝との位置関係からみて，周溝が埋っ

たのち，墳丘西側裾部を回るように掘られてあったものと推定される。

内部主体 片袖式に近いが，一応両袖式の横穴式石室である。主軸はN3
0

Eでほぼ真南で斜

面側方に開口する。墳丘との位置関係では玄室が墳丘のほぽ中央にあたり，墓道が周溝に通じ

ている。全体として平面形では玄室と羨道が一体化したものとして設計され，特に西側壁でみ

ると袖石付近をくびれさせるだけで，はっきり区分するような意図は稀薄である。

石材は花樹岩転石を使用する。削平により殆ど腰石しか遺存していないが，一部に 2段目の

石積みを残す。腰石は比較的大きめの石を立てて用い 2段目以上はやや小さい石材を平置に

してゆくようである。

石室規模は全長5.6m。玄室は長さ 2m，幅は奥壁で2m，玄門側で1.8mとやや狭くなり，

腰石は奥壁・側壁とも 3枚ずつ使用する。床面は様敷きであるが，荒らされて大部分失われて

いる。玄門部は幅1.5mと広く，他腰石とあまり違いのない袖石を立てる。東袖のみはっきり内

に出ているため，平面形は一見片袖式のようにみえる。桓石は当初から無かったようである。

羨道は長さ約3m，南に向かつてやや広くなり，開口部で「ハ」字形に開く。両側壁とも 4

枚の腰石を立てているが，ただし「ハ」字形に開くあたりの開口部の腰石2枚は平置きしてお

り，また，ちょうどこの 2枚目の位置に閉塞基部が残存している。したがって，天井石は開口

部の先端には架かっていなかったものと思われる。羨道床面には玄室から続く醸敷きが残存し

ており，一時「前室」として屍体収容に供された可能性も考えられる。

荒らされていたため，原位置を保つ副葬品等は少なく，羨道東北隅床面で須恵器杯類と万子

3点，墓道西脇で須恵器杯類が出土した程度である。銅剣11点は玄室埋土中から出土した。ほ

かには石室，墓道および周溝の埋土中からで，須恵器は少なし土師器がやや多い。

S T002古墳 (Fig. 9， PL. 4) 

B区の中央部やや南に位置する横穴式石室の古墳である。削平により盛土は殆ど失われ，周

溝も検出されなかった。横穴式石室の基部のみ残存する。開口部がほぽ西に向いている点，他

に比べ特異である。石室の形態および出土遺物からみて，調査された古墳の中では， S T009古

墳と共に最古式に属すと考えられる。

墳丘 円墳と推定されるが，形状，規模とも全く不明である。

内部主体 羨道をもたず玄室だけの横穴式石室である。主軸はN88
0

Eで，ほぽ西に開口する。

-20 -
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西原遺跡

これは斜面上方にあたるが，おそらく墓道は南に折れて斜面側方に向いていたと推定される。

羨道にあたるものはあったとしても，天井石をもたない，おそらく「只」字形の墓道的なもの

であったであろう。墓道の掘形は玄室部の掘形からくびれて撞く残存している。

石材は花嗣岩転石を主として用い，閉塞部や側壁のすき聞をふさぐのに一部緑泥片岩も使用

している。腰石の場合，あまり厚味のない石材を選んで横長に立てて据え， 2段目以上を小口

をそろえ平置きして積み上げたと思われる。

石室規模は全長3.1m。玄室は長さ2.8m，幅が奥壁で1.8m，玄門側で1.44mといわゆる羽子

板状を呈しており，平面形としてはかなり長い。腰石の構成は奥壁2枚，南側壁4枚，北側壁

5枚で，石材の選び方，積み方にやや乱雑さが目立つ。床面には醸敷きはみられない。玄門部

は両袖式で，南側は抜かれているが，袖石を両側に立てている。玄門の幅は0.5mと狭心緑泥

片岩の権石を置き，この部分で閉塞を行っている。また，桓石は玄室床面より約6cm高く盛土

した上にのっており，袖石を立てたあとの設置であることがわかる。玄室との高低差を設け，

一段高い位置から玄室に降るようになっている点，古式の横穴式石室の特徴を残しているとい

えよう。

副葬品で原位置を保つものはなかったが，石室内，墓道および周溝埋土中より若干の須恵器

と多量の土師器が出土した。

S T003古墳 (Fig.10; PL. 5) 

B区の北辺際に位置する。横穴式石室の古墳である。削平をうけ，盛土，周溝は失われてい

る。ただし，墓墳の掘形が深いこともあって壁体の遺存は奥壁側が比較的残っている。

墳丘 円墳と推定されるが，形状，規模とも全く不明である。

内部主体 片袖式の横穴式石室である。長方形の玄室と短い羨道部とからなり，主軸方位は

N:98
0

Wでほぽ真東，斜面下方に開口している。

石材は花闘岩転石で，玄室腰石以外は比較的小さ目の石を用い，基本的に小口積みにしてい

る。腰石を含め，奥壁で 3 段，南北両側壁で 3~4 段ほど残存するところもある。

石室規模は全長3.9m。玄室はほぽ長方形にちかく，主軸長2.5m，幅は奥壁で1.5m，玄門で

1.4mと若干狭い。腰石の構成は奥壁3枚，南北両側壁は各3枚であるが，奥壁は縦長，逆に側

壁は横長に使用している。腰石，小口積石あわせて積み方がやや粗略の感は否めない。個々の

石材が不揃いであることも一因であろう。玄門は南側に袖石を立てている。北側には抜き跡ら

しき掘り込みはあるが，袖石とすれば玄門幅は0.4mほどしかなしあまりに狭い。何らかの玄門

施設の可能性はあるが，北側壁体の構成をも勘案して，片袖式とみるのが妥当であろう。拒石

は置かれていない。玄門外側には閉塞石の基部が一部残存する。床面はかなり荒されているが，

掘形地山面に約 5cmの茶褐色粘質土を埋めならしており，一部に扇平な緑泥片岩の醸敷きが残

-22 -
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西原遺跡

存する。

羨道は1.2mと短く，幅は玄門部で1.1mで開口部に向かつてやや拡がる。天井石はおそらく

玄室のみと思われ，この羨道は機能上は墓道にあたるといえよう。墓道は，側壁の平面形から

みて東北方，すなわち傾斜下方に向かうようである。

遺物は玄室内醸床のわずかな残存部付近を中心に万子，鉄鉱，碧玉，管玉，土玉が散乱した状

態で出土した。ほかに少量の須恵器片と多量の土師器片が石室内，墓道および周溝の埋土中か

ら出土した。

S T004古墳 (Fig.11， PL. 5) 

B区の西北隅に位置する。横穴式石室の古墳である。削平により墳丘・周溝は完全に失われ，

石室の破壊も著しし〉。石室は複室形式で，花闘岩の巨石を使用している。 D区のST012古墳も

巨石墳といえるが，ただし単室で主に緑泥片岩を用いている点で本古墳と大きく異なる。

墳丘 円墳と推定されるが，規模・形状は不明である。ただ，古墳の石室規模から考え，径

15m以上はあったと推定される。

内部主体 前・後室と短い羨道部とからなる複室形式の巨石横穴式石室である。主軸方位はN

31
0

Eで，傾斜やや西側方に開口する。

玄室の奥壁と両側壁，それに前・後室2ヵ所の桓石が残存する程度で，大部分の石材は取り

去られている。石材は花嗣岩転石ながら 2X2m以上の 1枚石も使用されており，まさに巨石

墳の名にふさわしい。壁体はこれらの巨石を用いて基本的に 1枚のみでつくっている。裏込め

には入念に根石が置かれ，部分的には粘土を加えて基部の固定に工夫を凝らしている。

石室規模は全長5.6m。玄室は各壁とも巨石1枚のみでつくり，長さ2.5m，幅は奥壁で2.0mであ

るが，玄門側で2.5mと広くやや変則的である。前室との聞には桓石を置いて，両側から袖石が

これを挟んでいたと思われる。玄門幅は約 1mである。

前室は抜き跡より，両側壁とも大石 1枚のほか，羨道寄りに小さい石をもう 1枚あてていた

と思われる。羨道との聞には，桓石を置いているが，袖石が挟んでいた形跡はみられない。

羨道は両側壁とも 1枚石で長さ1.2m，幅1.1mである。閉塞は羨道端に一部残存する。

石室は荒らされており，床面の状況は不明だが，敷石はもたなかったと思われる。

遺物は須恵器と多量の土師器が，主に石室前面および墓道から出土した。

S T005古墳 (Fig.12・13，PL. 6) 

今回の調査区では唯一の竪穴式石室をもっ円墳であり，全体として，本遺跡ではよく遺存し

ていた方である。 SB025・028住居跡との切り合い関係からみて，両住居跡よりは新しい。

墳丘 径11.6mの円墳でトある。周溝のみ残存する。周溝は幅約1.3m，深さは西側で0.2mで
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ある。東側は全周の約5分

のlが切れている。傾斜地

形の下方にあたる箇所なの

で，完周していたとしても

浅く掘られていたであろう。

石室は墳丘の中心にはな

く，中心から西に約 1m

偏っている。

内部主体小型の竪穴式

石室である。天井石および

壁体上部は破壊され，また

掘形西南隅を荒されている

が，東西両短辺で各 1段，

南北両側は各3段まで残存

する。規模は平面形で2.3X

0.7m，高さは，残りのよい

ところで約0.7mであり，こ

の数値がほぼ当初の高さに

ちかいものと推定される。

主軸方位はN960Wである。

石材は花闘岩を主とし，

若干緑泥片岩を混じえる。

構築順からいうと，まず長

方形の土墳を掘り，これに

比較的大きめの花園岩転石

を東西両短辺各 I個，南北

西原遺跡

47m 
¥¥---------¥ 

。
Fig. 12 S T 005古墳墳丘実測図

両側辺各4個並べて腰石としている。腰石はいずれも墳底を若干掘り込んで基部を埋めている

が，ただし注意されるのは，両側辺と西側短辺が石材を平置にして安定させているのに対し，

東側短辺のみ比較的薄い石材を立てて使っている点である。一見，いわゆる竪穴系横口式石室

を思わせる手法である。しかしその基部が埋め込まれており，やはり竪穴式石室と考えておく

のが穏当であろう。

次いで2段目以上を積み上げてゆく。基本的には小口積みであるが，壁面はほぼ直に立って

いるため，控積みは必要とせず，全体として雑である。北壁は幾分面がそろっているものの，

ro 
n
L
 



遺構

南壁では適当に間隙を埋めているような感すらある。東西両側壁は腰石しか残存していないが，

同様にして 2段程度の小口積みであったと思われる。

床面は掘形の黄褐色地山面をそのまま利用しており，特に施設をもたない。ただし床面上に

は1.9mXO.56mの長方形の範囲を黒褐色土が薄く覆っていたので，あるいは木棺が納められて

いた可能'性も考えられる。

遺物は，石室内からは検出されなかった。周溝埋土中より土師器片が若干出土している。
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/ 
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Fig. 13 S T 005古墳石室実測図
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西原遺跡

S T006古墳 (Fig.14・15，PL. 7) 

横穴式石室をもっ円墳である。削平により，周溝は北側一部，石室は腰石のみ残存する程度

である。石室前面にはsJ 033査棺墓を切る幅のやや広い墓道があり，その先端は中位で折れて
斜面下方の東に向かっている。

墳丘 わずかに残存する周溝から径約9mの円墳と推定される。周溝は斜面倒方にあたる北

側のみ全体の約3分の 1残存する。南側は，墓道が途中ややくびれて東方に折れている付近を

墳丘裾と考えてよいであろう。また，周溝は上部が削られて約0.2m程に浅くなっているが，幅

も本来，現在の1.5m以上2mちかかったと思われる。石室との位置関係は玄室がそのほぼ中央

にあたる。

内部主体 比較的幅の広くて長い羨道をもっ両袖式の横穴式石室である。開口は傾斜面の横

方向からやや下方に向かい， N5
0

Wに主軸方位をおく。腰石のみ残存し，そのうち奥壁l枚は

抜かれているが，全体の平面形はよくとどめている。

石材は花闘岩転石である。腰石についてのみいえば，通例どおり奥壁と袖石を立て，他は横

長に用いて平置きしている。 2段目以上は小口積みになるものと思われる。

石室は全長が4.0m。玄室は長さ1.6m，幅は奥壁側で1.32m，羨道部側で1.4mと若干広くな

る。玄室腰石の構成は奥壁2枚，ただし西側の 1枚は補助的に用いられており，用材が足りれ

ば本来1枚で構成されていたとし

てもおかしくない。両側壁は各2

枚である。腰石の並べ方は全体と

して，斜面下方の東側壁の方の西

壁に比してやや雑である。玄室床

面には花闘岩円瞭が敷かれている。

玄門は幅0.84mで，両側に袖石

をもつが，東側の方の出がやや大

きい。これは玄室東側壁南隅の腰

石をやや後方にヲlいて置いたこと

によるものと思われ，平面形を決

め用材を配するにあたり，袖石の

配置がかなり優先的であったこと

を窺わせるものといえよう。桓石

は西側にもう 1個あったとすれば，

2個並べたと考えられ，変則的で

ある。

455m/ 
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西原遺跡

羨道は長さ1.8m，幅は1.0mでほとんど聞かず一定幅で主軸に沿っている。腰石の構成は西

側壁4枚，東側壁3枚残存する。ただし両側壁とも，基部が安定しているのは袖石際の各 1枚

のみで，他は雑な並べ方で，しかも掘形からやや浮いている。羨道部に天井石が載っていたと

しても玄室寄りの約0.5m程度で，南端部の石材は墓道壁の基部くらいしか用をなさなかったで

あろう。

墓道は羨道から1.2m先で東に折れている。長さ4.4m，幅は広いところで2.4mある。この墓

道は石室の掘形とほとんど変化なくつながっており，石室の位置と墓道の方向は一連の作業と

してはじめから決まっていたものとみられる。

遺物は少量の須恵器と多量の土師器片が主に墓道から，ほかに玄室床面ちかくで鉄鉱'.管玉，

土玉，耳環が出土した。
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遺精

S T007古漬 (Fig.16・17，PL. 7) 

B区の西南端に位置する。その西側は現地形では崖が切れている。横穴式石室の円墳で， 今

回の調査では最大の墳丘規模をもっ。削平により全体に残りが悪く，周溝は南北両側の一部の

み残存，石室は用材の大部分が持ち去られていた。

墳丘 径17.5mの円墳である。 削平により盛土は完全に無い。 周溝は北側で約12m，南側で

約10m残っているにすぎず，途中が削られて無くなっている。周溝幅は現在幅1.2-1.8m，

深さ約O.2mである。

内部主体 羨道をもたず，玄室と細長い墓道とで構成された両袖式の横穴式石室である。主

軸方位はNI0・Wで，斜面下方よりやや西側方に向かつて開口する。墳丘との位置関係では，石

室全体が墳丘南半に納まって完全に寄っている。また，墓道は周溝とつながっている。

石材は花闘岩転石を使用するが，腰石にしても比較的小さめである。そのため石垣等に転用

されたか，現在，西側壁 l枚， 東側壁3枚の各腰石を残すばかりである。しかし腰石の抜き跡

は検出できたので，およその平面形だけは推定可能である。

石室規模は玄室のみで構成されると考えて，長さ2.35m，幅1.8m。ただし，斜面下方にあた

る東側壁は腰石が一直線に並ばず，玄門側に至って隅部を自然に丸めている。腰石の構成は抜

き跡からみて奥壁2枚，両側壁各4枚で，石材を横長に用いて平置きしている。玄門は幅O.4m

で，程石を置き，両袖石がこれを挟む。床石はもともと無かったと思われる。玄門が，玄室に

寄っていること，玄室南東隅を丸めていることは，地形の傾斜に対する構築時の工夫を示すも

のであろう。

墓道は玄室に直接付いて幅約 1m，長さ約4mでト周溝につながる。石室掘形とは一連の作業

で造られており，羽子板状を呈して一体化している。

遺物は主に墓道からの出土で，須恵、器，土師器が比較的多量である。ほかにガラス玉，管玉，

切子玉が玄室床上から出土した。

須恵器をみるかぎりでは，本古墳群中にあっては珍しく 時期が比較的単純で，使用された期

聞は短かったと考えられる。

S T008古墳 (Fig. 3) 

B区の発掘区北辺に位置する。工事予定区にかかる一部を調査した。径15.5mと推定される

周溝をもっ円墳である。削平によって盛土は無い。周溝はその約%を調査した。幅2.2m，深さ

O.lmと削られて浅くなっている。内部主体，時期については不明である。

周溝埋土中より土師器が若干出土した。
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西原遺跡
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遺構

S T009古墳 (Fig.18， PL. 8) 

横穴式石室をもっ円墳である。 B区の東南隅にあって STOOl古墳と接す。やはり削平によっ

て盛土は完全に失われ，周溝一部それに石室の玄室側壁がわずかに残る程度である。周溝内よ

り古式の須恵器が出土しており， S T002古墳と並んで，今回の調査における最も古い時期の横

穴式石室の古墳である。

墳丘 西南側にわずかに残る周溝と東側の小溝から推して，径約12mの円墳と推定きれる。

周溝は残存部で幅1.3mである。また東側の小溝は，本古墳に直接伴うものではないが，近接す

るSTOOl古墳の西裾を通り本古墳の東側をS字状に巻いている。おそらく本古墳の盛土が削平

される以前に，墳丘裾脇を通して掘られた排水溝であったと思われ，これから元の形状，規模
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西原遺跡

が先のように推定できる。周溝内からは古式の須恵器杯が出土した。

内部主体 はっきりした羨道をもたず，玄室が平面形か台形状の横穴式石室である。墳丘と

の位置関係では，玄室がそのほぼ中央に位置するであろう。かなり破壊されており，奥壁，東

側壁の一部および玄門袖石は取去されて他は腰石のみ残存するが，石材の抜き跡から，平面形

はおよそ把握できる。石室主軸方位はN2
0

Eでほぼ正南北に沿い，斜面に並行するように南に

開口する。

石材は花闘岩転石で，腰石は横長で，立て気味であるため，やや不安定な感をうける。

石室規模は，玄門外の東側配石まで含めて全長3.05m，玄室は長さ2.35m，幅は奥壁で2.0m，

玄門側で102mに狭まる。玄門は袖石が両側に立てられていたと思われる抜き跡があり，幅約0.4

mと推定される。玄門外の東側にはいわゆる羨道側壁にあたる石材が1枚みられるが，天井石

が架かるようなものではない。墓道に向かつて八字形に開いている。したがって石室全体の平

面形では九州の古式横穴式石室によくみられる「只」字形を呈す。

石室の構造は，玄室腰石についていうと，奥壁2枚，両側壁各3枚である。なお，墓道は石
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遺構

室掘形とつながって羽子板状に掘られ， S T007古墳のように周溝と結ばれていたと推定される

が，前方が削られているため不明である。

遺物は周溝埋土中から若干の須恵器と土師器が出土した。

S TOlO古墳 (Fig.19， PL. 8) 

横穴式石室をもっ古墳である。削平によって，石室もわずかに腰石と床石を残す程度である。

また石室の玄室約%から前面を蜜相園造成の際切り取られている。

墳丘墳形，規模とも不明であるが，径10~15m程度の円墳と推定される。 S TOll古墳お

よびST012古墳と接していたとみられる。

内部主体 主軸方位はN17
0

Wで傾斜下方に開口する横穴式石室である。上部削平と前面切取

りにより不明な点が多い。

石材は花崩岩転石で，腰石は横長に用いて平置きしている。玄室は約%が切り取られてい

るとみられ，とすれば，抜き跡をも考え合わせて，その腰石の構成は奥壁2枚，両側壁は各3枚

と推定される。ほぽ長方形で，規模は幅1.6m，長さは現存長1.4mに加えて 2m程度になろ

うか。

玄室床面には花闘岩瞭が敷きつめられ，よく残っていた。

遺物は玄室内より若干の須恵器片と土師器片が出土したにすぎない。

S T011古墳 (Fig.20， PL. 8) 

横穴式石室の古墳である。 D区のほぼ中央にあって，墓道の先端がST012古墳の周溝を切っ

ている。削平により盛土は失っており，また，石室も殆ど腰石を残す程度である。

墳丘盛土，周溝は完全に失われており，墳形，規模は不明である。円墳とすれば，墓道が

S T012古墳の周溝を切るほどに近接している点からみて，径10m程度の小墳であったと推定さ

れる。

内部主体 両袖石の横穴式石室である。主軸方位はN80
0

E，傾斜面横方向に開口する。

石材は花闘岩である。腰石の場合，比較的小さめの転石を横長に用いて平置きしている。玄

門部は腰石さえ取り去られているが，玄室南側壁では一部2段固まで石材が残存している。全体

として，石材の選定，積み方に雑さが目立つ。

石室規模は全長4.1mである。玄室は長さ2.36m，幅は奥壁側で1.75m，玄門側で若干狭まる

ようである。平面形は，奥壁がやや斜行しているため，いくぶん変形している。腰石の構成は

奥壁3枚，両側壁各3枚である。玄門は両袖石とも抜き取られているが，桓石を l個埋めてお

り，幅約0.8mと推定される。掘形からは一見，片袖式石室を思わせるが，特に意味は認められ

ない。
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西原遺跡
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遺構

羨道は長さ約1.3m，幅0.8mである。羨道といっても，墳丘規模からみて，天井石が載って

いたとは考えにくしさらにその先の墓道南側にみられる配石とあわせて墓道側壁の可能性が

つよい。閉塞はこの羨道部に一部基礎が残存していた。

墓道は石室掘形と同時に造られ， S T012古墳の北側墳麓まで細長く伸びる。

遺物は原位置を保つものはなく，主に墓道から須恵器と少量の土師器が出土した。

S T012古墳 (Fig.21・22・23，PL. 9 -10) 

横穴式石室をもっ円墳である。 D区の中央に位置し，調査された他の古墳に比べ，周溝，石

室ともひときわ堂々としている。削平をうけてはいるが，わずかに盛土が残存していて，石室

も比較的残りがよい。
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西原遺跡

墳丘北側 L =53.50m 

L =53.50m 

仁コ腐触土系

仁コ地山粘質土系

墳丘西側

Fig.22 S T012古墳墳丘断面図

墳丘 削平によって周溝の平面形は多少変形しているが，径15mの円墳である。周溝は幅2

~5m と広く，その外側で測れば径20mをこえる。注意されるのは石室開口部の西側で，周

溝はここで円周からはなれてやや南に向かい，その東側すなわち墳裾部に長さ約3mで2段の

石積みを造っている。この箇所では周溝中より多量の須恵器が出土した。同時期の石積みとす

れば，墓前祭に関わる施設の可能性が考えられる。石室との関係でみれば，東側から回った周

溝は墓道とつながっているのに対し，その西側では墓道とつながらず，約 4mの間隔をおいて

切れている。

盛土は東側で最高0.8mほど残っている。腐触土系と地山粘質土系とをかなり細かく分けて盛っ

ており，傾向としては石室裏込めに地山土系の粘質土を用いて固め，墳丘は主として黒色土系

又は褐色土系の土を盛って造っている。

内部主体 方形の玄室と長大な羨道部とからなる両袖式の横穴式石室である。墳丘との位置

関係では，玄室がほぼ墳丘の中心になるように造られている。主軸方位はN23'Eで，斜面下方

に向かつて開口している。

石材は主として緑泥片岩を使用，花闘岩はむしろ補助的に用いている。緑泥片岩の節理性を

利して，玄室腰石は各壁面とも基本的に 1枚石を立てて構成しようとしている。玄室は腰石の

み，羨道は小口積みまで3段残存する。

石室規模は全長7.8m。玄室は2.3m四方の正方形で、ある。各壁面は腰石を障壁状に立てて奥

壁と西側壁が各 1枚，東側壁は 2枚といっても用材の不備からで，本来l枚で構成されるべき

ところである。 2段目以上は羨道壁面の残寄部同様に小口積みで，さらに 3段程度あったであ

ろう。壁面の内傾角は約10。で，腰石からすでに内傾しはじめている。床面には緑泥片岩離が散
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Fig.23 S T0l2古墳石室実測図

-39 

F
H
E
.
0
0
5
 



西原遺跡

乱しており，敷石があったとみられる。玄門は幅O.85mで，拒石は置かれていない。

羨道は長さが5.2mある。玄室の一辺の長さの 2倍以上である。ただし，その南半は基礎石が

弱く，かつ南に向かい下がっているので墓道的な機能しかもたない可能性がつよい。幅は開口

部に向かつてやや聞き気味で，玄門側1.25m，開口部端では1.62mで、ある。また，全体とし

て開口部をいくらか東側に向けようとしている意図が認められる。側壁は，西側壁ではやはり

緑泥片岩の巨石を腰石にして上部を小口積み，東側壁もほぼ同様であるが，あまり大きな石材

は用いられていない。玄室から羨道を通してみると，東側壁に対して西側壁の構築の方により

優先的な配慮、が感じられる。

閉塞の状況は明らかでないが，羨道開口部に散在していた様群がその一部かと考えられる。

遺物は先の開口部西側周溝内と石室内とくに羨道を中心に極めて多量の須恵器と土師器が出

土した。今回の調査では最も多量である。ほかに玄室内から銅剣11，万子，土玉なども出土して

いる。とりわけ開口部西側周溝内でみられた大型聾の多量の出土が注目される。周溝から紡錘

車1点が出土しているが，流れ込みであろう。
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Fig.24 S T013古墳墳丘実測図
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西原遺跡

S T013古墳 (Fig.24・25，PL. 11) 

横穴式石室の円墳である。 D区の東南隅にあたり，墳丘南端が一部調査区からはずれるが，

全体はおよそ把握できる。削平をうけているため，石室はせいぜい2段まで，盛土はほんのー

部しか残っていない。

境丘 周溝が全体の約%ほど北側に残っており，径約16mの円墳と推定される。周溝は幅2

m，掘込みは深いところでO.4m，溝底が平坦で全体に整った周溝である。

盛土は石室の裏側のみわずかに残存している。断面には盛土する際のかなり細かなプロック

が観察でき，掘り上げた表土と地山土とを交互に盛って固めていることがわかる。また石室は，

旧地形からみると，現在以上に急な斜面に造られている。

内部主体 羨道をもたない両袖式の横穴式石室である。墳丘との位置関係では，玄室奥壁が

墳丘のほぼ中心になって，全体に南に寄っている。主軸方位はN20・Wで，斜面下方に開口して

いる。もともと急な斜面を掘り込んで、造られているため，奥壁側はかろうじて 2段まで残存，

しかし他は腰石を残すのみで，東側袖石付近は石材が抜き取られている。

石材は花闘岩転石を使用し，腰石の場合，横長に平置きしている。壁画は整合しているとこ

ろが少なし石材の選定および全体の積み方に雑さが目立つ。

石室規模は全長2.7m。玄室のみで構成されている。玄室は長さ2.1m，幅は奥壁側1.7m，玄

門側1.5mで，西側壁はかなり外に膨んでいる。腰石の並べ方は奥壁2枚，両側壁各3枚である。

離床は認められない。玄門は桓石を置いで，両側から袖石を立てている。幅約O.6mである。石

室前面に離群が若干みられるが，玄門部閉塞の痕跡であろうー

石室掘形は羽子板状を呈す。墓道が長く伸びる形式と思われるが，先端は不明である。

遺物は石室，墓道および周溝から若干の須恵器片と土師器片が出土したにすぎない。

S T014古境 (Fig. 26・27・28，PL. 12・13)

横穴式石室の円墳である。 ST013古墳の斜面上方に位置する。削平をうけているが，盛ことは

若干残存し，石室も傾斜上方にあたる掘り込みの深いところでは奥壁の場合3段まで壁体が

残っていた。注意されるのは，石室開口部西側の盛土下，旧表土から出土した須恵器，土師器

および玉類などの一群である。出土状況およびそれらの組み合わせからみて，古墳造営時の儀

礼に関わるものと考えられる。

墳丘 径約17mの円墳である。周溝は傾斜上方にあたる西側から北側にかけて，全周の約見

残存する。周溝はその西側でやや直線的な部分があり，円墳としては必ずしも整った形状をな

していない。周溝幅は現在1.2-----2m，深さは約O.3m残存している。

盛土は石室掘形においては裏込めに地山の土を入れ，墳丘は主に褐色土系の土を盛る。層序

より同質の土を基本的に横に流しながら盛り上げてゆく方法がとられているようである。

-42 -



遺構

二づ
、、

54m 
¥¥  

¥¥ 

53m 

¥ 
¥¥  

¥¥  

52m 

¥，土師器、須恵器群

。
Fig.26 S T014古墳墳丘実測図

石室開口部西側の盛土下で検出された土器群は，東西に並べられた須恵器大聾2個を中心に

丹塗土師器査 1個，土師器杯類等が一群をなし，これら須恵器，土師器に混って土玉6個がみ

つかっている。須恵器等は盛土の際，あるいはそれ以前に破砕されたものと思われ，離ととも

にかなり破片が散乱した状態であった。遺物の種類およびその出土状況からみて，墳丘盛土が

開始される直前における，埋葬に関わる何らかの儀礼が行われたことを示している。ただし個々

の遺物が完全に復元できなかったことからすれば，儀礼の場そのものであったというよりは，

儀礼後の処理として解釈した方がよいように思われる。

内部主体 両袖式の横穴式石室である。玄室が墳丘のほぼ中心にくる位置に造られている。

主軸方位はN15
0

Wで，斜面下方からやや西にそれる方向に開口している。

石材は花闘岩転石を使用し，腰石だけでなく壁体3段固まで横長に平置きして積み上げてい

る。壁面の内傾は約15。で，持ち送りがかなりきつい。羨道西側壁以外，玄門部付近は殆ど破壊

されてしまっている。
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石室規模は全長4

m。玄室は長さ2.64

m，幅は奥壁側で

2.07m，玄門側で

1.75mといくらか狭

くなる。壁体の構成

は，腰石で奥壁2枚，

両側壁各3枚，また

積み上げの際の間隙

は比較的丹念に小醸

でふさいでいる。特

に奥壁の東側腰石を

浮かせて下・に小膿を

充填している点など

は，全体の壁構成に

ちょっとした工夫の

あとがみられ，やや

変則的であるが気が

きいている。床面は

醸敷きであったと思

われ，東北隅にその

残欠が認められる。

玄門は幅の薄い桓石

を置いて両側から袖

石を立てて挟む。幅

西原遺跡

須恵、器奏

@土師器査

L =51. 70m 

。 。‘5m

Fig.27 S T014古墳盛土下遺物出土状況

約O.6mで，羨道から入ると急に狭くなる感じをうける。

羨道は長さO.95m，幅は開口部先端で1.6mである。八字形に聞いており，玄室と合わせてみ

れば平面形，-只」字形の石室に該当する。ただし羨道とはいっても西側壁をみるかぎりでは石

積みが小醸で，天井石の載らないいわば墓道壁としてしか機能しなかった可能性がつよい。

墓道は幅約2.5mで，石室主軸からはやや酉に振れて伸びるが，先端は不明で、ある。

遺物は玄室床面から，荒らされた状態で金製垂飾残欠，耳環，鉄鉱が出土。石室および墓道

埋土から土玉が出土した。須恵器，土師器は比較的多量で石室開口部西側墳丘下の須恵器と土

師器および土玉の一群以外は原位置を保つものはないが，主に墓道からまとまって出土した。

a
A
1
 

aaτ 



遺構

L=52.00m 

5
0
0
 

au 
戸

H
印
N
.
0
0
B

。 2m 

Fig.28 S T014古墳石室実測図
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西原遺跡

S T015古墳 (Fig. 4) 

現在の山道脇にあって，離床一部のみ残存する。醸床は横穴式石室にあたると思われる。削

平によって周溝，墳丘，石室の形式等は全く不明である。

遺物は石室付近から，須恵器片と土師器片が若干，ほかに鉄鉱，耳環が玄室内より荒らされ

た状態で出土した。

S T016古墳 (Fig.29， PL. 14) 

削平によって盛土は完全に失われているが横穴式石室は比較的よく残存していた。石室は方

形の玄室に長大な羨道が付くもので，全体に先に述べた ST012古墳とよく似ている。

墳丘 形状，規模については不明であるが，かなり大型の円墳と推定される。石室前面の地

形をみると，段落ちがこの付近で弧を描くようにしている。これが旧地形をいくぶんとどめる

とすれば，地形に合わせて墳丘が造られた可能性があり，その場合，径約20m程度であったと

推定される。

内部主体 両袖式の横穴式石室である。方形の玄室と長大な羨道といった平面形，あるいは

その規模，さらに緑泥片岩の巨石を用いた壁面の積み方，構造等， S T012古墳とよく似ている。

ただしST012古墳に比べると，羨道が若干短く幅が狭いなどの違いはある。

石室の主軸方位はN29"Eで斜面下方に開口する。石材は緑泥片岩を主要な壁面構成に用い，

花闘岩転石は補助的に使用する。腰石の場合はやはり基本的には障壁状に立てて用い 2段目

以上を小口積みにしている。ただし羨道の南側半分は基礎からして比較的小さい用材を当てて

いる。

石室規模は全長707mである。玄室は長さ207m，幅206mのほぼ正方形を呈し，各壁面は，腰

石の場合，基本的に 1枚で構成しようとしており，奥壁と西側壁が各 1枚，東側壁は補助的に

2枚使っている。西側壁で2段目，東側壁で3段固まで残存する。内傾角は約15。で，基礎の腰

石からして内傾がはじまっている。床面には離は敷かれていなしユ。玄門は幅Oo8m，ST012古墳に

はみられなかったが，ここでは桓石を置き両側から袖石を立てて挟む。

羨道は長さ405m，幅1.1mであるが，開口部はゆるやかに聞く。ただしこの羨道も ST012古

墳同様，南側半分は壁体の基礎石としては小さしやはり天井石が載った羨道というよりは，

墓道壁としての機能を考えた方がよいであろう。開口部には花崩岩礁を主とした磯群があり，

閉塞の名残りをとどめている。羨道からは墓道が長く伸び，石室掘形全体としては羽子板状を

呈している。

遺物は原位置を保つものはないが，玄室から耳環，土玉，周溝埋土から管玉が出土した。須

恵器，土師器は主に墓道から出土した。ただし少量である。
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西原遺跡

S T017古墳 (Fig.30， PL. 14) 

D区の西南隅に位置する横穴式石室の古墳である。削平により盛土は完全に失い，石室も北

開を全体の半分ちかく破損され，残存部が腰石を残す程度である。

墳丘 墳形，規模は不明であるが，小型の円墳と推定される。削平により，周溝の有無も不

明であるが，西北側に谷に向かう傾斜がはじまる立地からみると，あったとしても東北側一部

と思われる。

内部主体 玄室と羨道とからなる両袖式の横穴式石室である。石室の主軸方位はN44'E，ほ

ぽ傾斜下方に開口している。腰石しか残存せず，しかも玄室北隅は破壊されているが，石材の

抜き跡からおよその平面形は把握できる。石材は花闘岩転石を使用，腰石の場合は横長に用い
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Fig.30 S T017古墳石室実測図
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遺構

て平置きしている。

石室規模は全長3.2m，ただし羨道前面がいくぶん削られているとすれば，若干これより長く

なろう。玄室は腰石の抜き跡を合わせみて1.5m四方のほぼ正方形にちかいと推定される。壁面

は腰石で奥壁2枚，両側壁各2枚である。東北壁では腰石上に壁面調整と思われる小離がわず

かに残存している。また，玄室床面は花闘岩円礁を敷いている。玄門は西北側の袖石を失って

いるが，両袖式とみられる。幅0.8m，ただし若干西北側からの出が大きい。玄門には橿石

がみられず¥玄室から羨道に続いて敷石が施されており，桓石はもともと無かったようである。

羨道は長さ0.6m以上，幅0.85mである。玄門の幅とほとんどかわらないで伸びているが，開

口部に向かつて若干広くなる傾向をみせる。残存する東南壁は腰石2枚で， その上に小離が 2，3 

載っている。腰石の大きさからみて，天井石が載っていたとしても，ごく短い羨道であったと

考えられる。

掘形は石室の形状に合わせ，平面形が羽子板状に造られている。

遺物は玄室床面ちかくで勾玉，耳環，万子が出土。須恵器，土師器は石室内埋土から，ほとん

どが細片で少量出土している。

S T018古墳(Fig.31， PL. 15) 

横穴式石室の古墳である。D区の西南端に在ってST017古墳とほぼ傾斜面の上下に並んだ関

係にある。削平により，盛土は完全に失っているが，石室の腰石は比較的よく残っている。全

体として，石室の形態はST017古墳と類似する点が多い。

墳丘 墳形，規模とも不明であるが，やはり小形の円墳と推定される。西北側は谷傾斜にか

かり，台地の裾端のやや突出した地形を利用しているものとみられる。削平によって周溝の有

無は不明であるが，あったとしても東北側一部に限られよう。

内部主体 両袖式の横穴式石室である。 ST017古墳同様，方形に近い玄室に，玄門とほとん

ど幅のかわらない羨道を付設する。石室主軸方位はN46'Eで，斜面下方に開口する。

石材は花商岩転石を用い，腰石の場合，横長に立てて使用する傾向がみられる。

石室規模は全長3.9m。玄室は1.7m四方のほぽ正方形である。壁面は，腰石の場合，奥壁2

枚，両側壁各2枚である。奥壁の 2枚は上部が割られて現在低くみえる。床面には花闘岩礁を

比較的丹念に敷いている。玄門は両側に袖石を立てているが，東側は抜き取られ，また西側は

上部を割られている。幅0.9mと推定される。桓石にはやや変則的に緑泥片岩の板石が用いられ，

玄室寄りに立てて敷石を仕切り，玄室との区分を明確にしている。

羨道は長さ1.2m，幅は約O.9mで，玄門とほとんど変わらなし〉。ただし玄室主軸より約10'東

側に振れている。壁面は，東側のそれが抜かれているが，腰石の場合各 l枚であったと思われ

る。東側壁の腰石はその先端にもう一石を平置きしているが，これはやや東に向かう開口部を
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Fig.31 S T018古墳石室実測図

明示する意味をもつかと考えられる。敷石はみられない。羨道前面には花樹岩礁による閉塞石

の基部が残存している。

遺物は原位置を保つものはなく，玄室から須恵器と土師器が少量，付近で紡錘車も 1点出土

しているが，本墳に伴うかどうか不明で、ある。
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遺構

S T019古墳 (Fig.32， PL. 15) 

D区の最高所を占める横穴式石室の古墳である。削平をうけて石室床石と腰石一部を残す程

度である。

墳丘 盛土は完全に失っている。周溝の有無は不明であるが，立地からみて，周溝はあった

としても調査区外の北側一部に限られよう。墳形，規模ともに不明であるが，円墳と推定され

る。石室開口部南側の地形が一段落ちて弧状になっていることからすれば，墳丘整形を利した

築造と考えられる。

内部主体 やや大型の横穴式石室である。削平により，玄門から羨道にかけてほぼ完全に破

壊されており，玄室の床石側壁腰石の一部しか残存していなしミ。石材は花闘岩である。

石室主軸方位はN3
0

Eで傾斜の下方に開口している。

石室規模は玄室の場合，幅2.4m，長さは明確で、ないが，残存する離床を全て玄室の範囲とす

れば約3.4mとなって，やや大型の長方形と推定される。玄室腰石は奥壁で3枚，側壁は不明で

ある。床はやや不揃いな離を敷いている。

遺物は耳環が玄室から，ほかは少量の須恵器片および土師器片である。

S T020古墳 (Fig.33， PL. 16) 

横穴式石室の古墳である。削平により盛土を完全に失い，石室も殆ど破壊されて玄室床石と

腰石一部を残すばかりである。

墳丘墳形，規模とも不明であるが，円墳と推定される。

内部主体 玄室のみの羨道をもたない横穴式石室である。主軸方位はN12
0

Eで傾斜の下方に

向いて開口している。

石材は緑泥片岩と花嗣岩で，抜き跡からみると，比較的薄い石を横長に立てて用いているよ

うである。全体として，石材の選定に統一性がなく，雑さが目立つ。

石室規模は全長4m。玄室は長さ2.8m，幅は奥壁側1.95m，玄門側1.5mで平面形は台形と

推定される。西側壁腰石の場合，その玄門際の 1箇所がやや内側に入り，袖石のような観はあ

るが，権石はこの箇所になしやはり玄室側壁とみてよいであろう。玄室壁面構成は，腰石で

奥壁3枚，側壁3枚ないしは4枚であろう。床面には緑泥片岩および花崩岩離が敷かれている。

玄門は特に袖石を設けず，平面形でみると玄室から自然にすぽまって開口部をつくる。すなわ

ち玄門は玄室と一体化した構成を示す。これに対し袖石にあたる石材も緑泥片岩の板石を立て

て用い，一見側壁のようである。桓石は花闘岩の比較的大きな石を置いている。玄門の東側は

破壊されているが，幅約 1mと推定される。

遺物は玄室から少量の須恵器および土師器，勾玉，切子玉が出土したにすぎない。
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西原遺跡
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Fig. 33 S T 020古墳石室実測図

S T021古墳 (Fig.34， PL. 16) 

D区の古墳では最も南のはずれにある横穴式石室の古墳である。周溝のほんの一部が残存す

るものの，削平により盛土は完全に無く，石室も玄室の半分が腰石を残すばかりである。

墳丘 墳形は不明であるが，東側に約 1mほど周溝が残存しており，これからは径約10mの

小型円墳と推定される。

内部主体 横穴式石室である。ただし，奥壁と東側壁一部の腰石が残存するばかりで，全体

は不明である。石室主軸はN13
0

Eで，斜面下方に開口している。
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西原遺跡

石材は花闘岩転石で，腰石の場合横長に立てて使用している。石材としては面は不揃いで，

全体として選定，並べ方に雑さが目立つ。

石室規模は玄室が幅約2m，長さ 4m+αである。玄室の平面形は基本的に長方形であるが，

奥壁は主軸に対して斜行している。玄室壁面構成は腰石でみて奥壁2枚，両側壁は各3枚と考

えられる。玄室内には離床の痕跡と思われる花闘岩離が散らばっていた。

玄門及び羨道は完全に欠失する。

遺物は玄室残存部から，少量の須恵器および土師器が出土したにすぎない。
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遺構

S C022石棺墓 (Fig.35， PL. 17) 

S TOOl古墳の西脇に単独で予位置する組合式石棺である。董石は持ち去られ，棺身のみ残存す

る。棺身側壁は土圧でやや内傾するが，概ね残りはよい。主軸方位はNI09
0

Eで，棺幅からみて，

傾斜下方に向かう東が頭位と考えられる。

墓墳は平面形が2.65mx 1.32mの隅丸長方形で，最深部0.4mである。

石棺は内法が長さ1.95m，幅は頭位側0.6m，足位側0.4m，高さは西側で0.52m，東側で0.38

mと斜面上方の足方にあたると思われる西側を高くしている。壁内面には赤色顔料が塗られて

いる。

石材は花闘岩転石と一部に緑泥片岩疎を使用，短辺各 1枚，側辺は北側3枚，南側4枚で構

成する。このうち頭位の東辺のみ石材を平置きするが，他は横長に立てている。また棺身の西

端は壁高調整のため，西短辺と北側を 2段，南側を3段まで小口積みしている。

墓壌と石棺との関係では，各石材の安定と高低調整のため，その基部の部分のみさらに墳底

を掘り込んでいる。その場合，両短辺は墓墳底幅ギリギリであるが，両側辺ではまだ後に余裕が

ある。石棺床には格別の施設をもたず，墓墳底がそのまま石棺床面となっている。

棺内には埋土がつまったままの状態であったが，副葬品は検出されなかった。

S C023石棺墓 (Fig.36， PL18・19)

D区の南端， STOll古墳の西側に位置する組合式石棺である。 SC024石棺墓と近接して並んでお

り，密接な関係が考えられる。主軸方位はNI08
0

Wで傾斜にほぼ並行しており，東側が頭位にあ

たる。天井石の東半分は持ち去られ，また側壁は土圧でやや内傾しているが，全体として保存

良好である。

墓壌は2.3mx 1.0mの隅丸長方形で，若干頭位の東側が幅広く掘られている。最深部0.25m

である。

石棺は内法が長さ1.65m，幅は頭位の東側短辺0.45m，西側短辺0.4m，その中間部がくびれ

て0.27mとやや変則的である。深さは0.2mで、ある。内面には赤色顔料が塗られている。

石材は頭位側壁南側で裏側の補強に 1枚花闘岩を用いている以外，全て板状の緑泥片岩であ

る。棺身は側壁に短辺各 1枚，長辺は北側4枚，南側3枚をもって構成し，さらに裏側に板石

をあて，補強と目づめを行っている。側壁の配石をみると，頭位に優先的に大きな石材を用い

ている。全体に手厚い石組みというよりは，補充材の多用のため多分にゴテゴテした感じがあ

る。また床面には薄い安山岩系の片岩を敷いている。天井石は足方のみ4枚まで残存，本来5

枚程度架せられていたであろう。緑泥片岩の板石である。天井石の上にはさらに板石ですき聞

を丹念にふさいでいる。目張りを用いないかわりに板石をもって補う傾向がつよい。

墓墳との関係では，墳底の下端四周を若干掘り込んで側石及ひ事拓を立てており，棺床石材は
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Fig. 35 S C 022石棺墓実測図
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遺構
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Fig. 36 S C 023石棺墓実測図

直接，墓墳底にのっている。

棺内には副葬品はみられず，東側頭位に本来の位置を保って成人の頭骨が一部残存していた。

風化のため性別，年齢等不明である。

S C024石棺墓 (Fig.37， PL. 18・19)

S C023石棺墓と並んでその南側に位置する。しかし主軸方位はN72
0

Eで，S C023石棺墓とは頭

位を逆にして東におく。両者の間に切り合いはない。SC023石棺墓と比べると，床石や補強のため
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西原遺跡

の裏石はなく，全体に石組みに要領を得た簡素さが認められる反面，脆弱な感じをうける。 3

基の石棺中，唯一天井石まで完存していた。

石材は壁材及び天井石に主として緑泥片岩を用い，上石に花闘岩転石をのせている。南側壁

に1箇用いられている花闘岩はいかにも間にあわせといった感がある。

墓墳は2.43m x O. 85mの隅丸長方形ながら，頭位の東側で若干広くなる。深さは最深部で0.3

mである。掘り込みでは西側で地山中の花闘岩に当たっている。

石棺は内法が長さ1.9m，幅は頭位の西短辺が0.32tnで足方の東短辺が0.2m，深さは頭位で

0.2m，足方でやや低くなる。全体として細長い棺身のっくりといえる。内面には赤色顔料が塗

られている。
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Fig. 37 S C 024石棺墓実測図
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遺構

棺身のっくりは両短辺各 1枚，両側辺各4枚足方短辺ほか一部に補強あるいは目づめの板石

を当てている。棺床は墓墳の掘形そのままを利用し，ただ頭位に板状の緑泥片岩を置いて枕を

つくっている。天井石は 8枚で，頭位から足方に向かつて少し重ね部分をとりながら順次のせ

てゆき，最後の 1枚は棺外にあって押えている。また，途中で重ね部分にすき聞が生じたとこ

ろはさらに板石をのせてこれを塞いでいる。両側辺には天井石とほぼ同じかあるいはそれより

高く花闘岩の転石が比較的無造作に積まれている。

墓墳との関係では墓墳ほぽいっぱいに石棺が造られ，その墳底の四周下端をやや掘り込んで側

石を立てている。

人骨は残存していなかったが，床一面に赤色顔料の散布がみられた。副葬品は鉄剣1本と万

子 I本が鋒を足方に向けて，北側壁下に置かれていた。

S 8025住居跡 (Fig.38， PL. 20) 

S B025住居跡はB区の北部中央に位置し，隣接して ST 005・008古墳等がある。平面形が長

方形の竪穴住居跡である。東西4.34m，南北3.16m，壁高0.19mで，壁際には幅0.2m，深さ0.1

m程度の溝を有する。

北西隅から南壁中央にかけてST005古墳の周溝，北東隅を同古墳主体部掘り込みによりそれぞ
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Fig. 38 S B 025住居跡実測図
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西原遺跡

れ切られていて，残存状況はあまり良くない。床面は淡褐色の比較的柔らかな地山に掘り込まれ，

おおむね平坦である。柱穴，炉跡等は全く確認できなかった。

埋土は二層に大別でき，黒褐色土層，淡褐色土層よりなり，若干の土器片を検出した。

S 8026住居跡 (Fig.39， PL. 20) 

平面形が長方形の竪穴住居跡である。東西5.0m，南北4.3m，壁高0.2mである。他の遺構との切

り合い関係はないが， S B027住居跡と同様に後世の造成行為により壁が削平されているものと

考える。遺構は淡黄褐色のやや砂混りの地山に掘り込まれ，中央部はわずかに低くなっている。

床面には北壁中央付近と南壁西寄りに長さ 1m程度の自然石を検出した。双方とも花闘岩質の

ものである。その他掘込みを北壁寄りと東壁で検出した。前者は柱穴にしてはあまりに浅くそ
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Fig. 39 S B 026住居跡実測図
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遺構

の用を足さず，またそれと対応する掘形もない。後者は長径約0.8m程度，床面からの深さ約0.1

mで，その付近から土器を多数検出したことから貯蔵穴的性格を有するものと考える。炉跡，

壁溝は全く検出できなかった。

遺物としては先述の貯蔵穴的性格の掘り込み付近の床面上で聾・鉢・高杯等多数検出した。

S 8027住居跡 (Fig.40， PL. 21) 
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西原遺跡

基本的には平面が長方形の竪穴住居跡である。南北約5.3m，東西6.5m，壁高0.4mで，当遺

跡検出の住居跡の中で最も良好な残存状況で検出した。床面は砂混りの硬い淡褐色を呈する地

山に掘り込まれ，壁は比較的角度をもって立ち上がる。北壁のほぼ中央付近と西壁の北端にはそ

れぞれ造り出しが設けられており，前者が南北約1.2m，東西約108mを計る方形のものに対し

て後者は西壁延長線から最長部において約0.8mほど西方に弧状に突出する。双方とも径約0.5

m程度の掘り込みをその中に有する。掘形は床面上で合計9個検出したがはっきり柱穴に想定で

きるものはない。また，床面北西部に長さ約100m，幅約0.6m程度の自然石を検出したが，何

らかの行為に使用したと思われるような痕跡はなかった。

遺物は床面より査・聾・小形丸底土甘等多数検出した。ことに北と西の両造り出し部それぞれ

の掘り込み中から，聾と共に，高杯，小形丸底土甘，手担土器など祭最E的性格のつよい土器類が出

土したことが注意される。その他，土器は壁際で比較的まとまって検出された。
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Fig. 41 S B 028住居跡実測図
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遺構

S 8028住居跡 (Fig.41， PL. 22) 

平面は長方形の竪穴式住居跡である。南北4.1m，東西4.9m，壁高0..16mを計る。西壁北端

と南壁東端をST003古墳の周溝，西壁南端をST005古墳の周溝によりそれぞれ切られており，

残存状態は良くない。また壁高も低いので後世の削平があったものと考える。遺構は淡黄褐色

の比較的やわらかな地山に掘り込まれ床面はおおむね平坦で，壁は角度をもって立ち上がる。壁

溝は上面幅で約0.25m，北・東・西壁では確認できたが，南壁では検出できなかった。深さは

平均して床面よりO.lm程度である。遺物は埋土中より数点の土師器杯片を検出したにすぎない。

なお，このSB028住居跡の東方にはSB029住居跡がある。方形でその西北隅のみ残存して

いた (PL.22)。

S K030竪穴 (Fig.42， PL. 22) 

B区のほぼ中央に位置する。平面は基本的

には長方形の竪穴で，東西2.15m，南北2.45m，

壁高約0.15m程度で南西部に西壁推定線より約

0.3m西に突出した造り出し部分をもっ。北西隅

と南西隅造り出し部分を後世に破壊されている

が，残存状況は比較的良好である。床面はおお

むね平坦，淡褐色砂混りの地山に掘り込まれてい

る。南壁東寄りには径0.25m，深さ0.2m程度の

掘形を検出したが，それに対応して柱穴と想定

できる掘形は確認できなかった。

遺物は床面より聾・椀が出土した。

、

o 1m 

Fig.42 S K030竪穴実測図
S J 033壷棺墓 (Fig.43， PL. 24) 

調査区の南部西寄りに位置し， S T006古墳の墓道に，その墓績の東側を切られている。墓墳

平面形は円形で，径は南北主軸で測って1.05m。深さは，上部を削られて約0.4m残る。墓墳底

部は査棺の口縁部にあたる北側をさらにO.lmほど掘りくぽめている。

査棺には二重口縁の大型査を使用し，北に口縁部を向けでほぼ水平に横たえている。壌底と

査との聞には黒色土が約 8cmほどつまっていた。注意されるのは，これに伴出した土師器で，

査し聾3，丸底柑 1，椀1を数える。出土状況は査棺本体の周囲基部を固定させるかのよう

に，大部分が割られた状態で敷かれていた。ただし，そのうち査棺本体の口縁部下に潜り込むよ

うに置かれてあった二重口縁壷1点が胴部に穿孔をもっていることからすれば，これらの土器

は単に棺を固定させるために利用されたとは思われない。供献の意味を兼ねたものであろう。
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(3) 歴史時代

西原遺跡

中世から近世にかけ

ての陶磁器片は少量出 、守

土したが，明確な遺構

はB区のSJ 034中世

墓だけであった。

S J 034中世墓

(Fig. 44， PL. 23) 

B区の南側， S T002 

古墳の東脇にある。大型

の堀り込みから大型の

鉢と椀，皿が出土して

おり，鉢を用いた埋葬

遺構と考えられる。

墓墳は上部を削られ

ているため規模がはっ

きりしないが，径約1.7

mの円形で，深さは0.3

m程度残存する。掘形

としては壁の立ち上が

りが緩やかである。

鉢は墳底と約6cm間

層をおいて据えられ，

小型の椀，皿9枚を伏

せるようにしてこれを

覆っていた。 E
C的
.
2一H
H
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Fig. 43 S J 033壷棺墓実測図
L =43.30m 

。 1m 

Fig. 44 S J 034中世墓実測図
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遺物

3.遺物

(1) 旧石器時代

すべて遺構検出中に出土したものである。ナイフ形石器と石核，その他剥片があるが，量は

少ない。石材は黒曜石，サヌカイト，チャート各種がある。 (Fig.45， PL. 25)。

ナイフ形石器 l及び2は黒曜石製のナイフ形石器である。 lは左側縁が主に裏面から，右

側縁は裏面のみからプランティングを施している。基部は裏面にも薄い剥離調整が施されてい

る。 2は基端に自然面の打面をもち，左側縁下部に裏面からプランティングを施している。表，

裏面の稜線はかなり摩滅しており，裏面には多数の削痕が走っている。

石核 3， 4， 5は黒曜石，サヌカイト，チャート製の石核である。 3は3回以上の打面調

整がみられ，下端は自然面となっている。 4は基端に調整打面を持ち残核に近い。側面の剥離

は石刃の調整を目的としたものと思われるが，それ以前の剥片剥離面とも考えられる。 5は表

面及び裏面から加撃され不定形剥片を剥離している。 3，4とは異なり以前の剥片剥離面を利

用して打面としている。

剥片 6は比較的大型の縦長剥片で表面に自然面を残している。

(2) 縄文時代

土器は聾棺に使用されたSJ 031とsJ 032の聾2点のほか，晩期の聾破片が少量，石器は刃
器と石鍍が出土している。聾棺の 2点以外，明らかな遺構に伴うものはない。

土器 (Fig.46， PL. 26) 

9はsJ 031聾棺。胴部は中位やや上に最大径をおいてゆるやかに体部がたちあがり，底部は
外側周囲に粘土を巻いて小さめの平底をつくっている。口縁部は胴部から「く」字形に折れて

直線的に聞き，口唇部をナデて丸くしている。調整は内外面ともヨコ方向の条痕を残すが，外

面はかるくナデ仕上げ，内面はほとんど条痕がみえないくらい丁寧にナデられている。全体に

やや赤味のある褐色で，外面には部分的に煤の付着がみられる。粗砂粒を多く含む。口径40.1

cm，器高48.3cmと大型である。もう 1点のsJ 032聾棺は底部と口縁部を欠くが，ほぽこれと同
様の形態，特徴をもっ。ただし，器高約37cm前後でやや小型である。

10はB区検出面出土のもの。底部は不明であるが，胴部は途中で「く」字形に折れ，口縁部

も2段に折れてたちあがる。調整は胴部下半がヨコ条痕，胴部上半から口縁部にかけてはヨコ

条痕のあと比較的丁寧なヨコナデ，ただし口縁部外面のみはかるくナデ粗い条痕をよく残して

いる。茶褐色で両面とも黒斑があり，粗砂粒を多く含む。口径39.8cm。
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Fig.45 石器実測図(1)
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遺物

9， 10の時期は共

に縄文晩期前半であ

るが，10により古い

要素を認めうる。

土器はほかに夜臼

式の聾片などが出土

している。

、
、也 a

石器 (Fig.47----

50， PL.25) 

刃器 7， 8， 11， 

12， 14はサヌカイト

製の削器。 13はサヌ

カイト製の掻器であ

る。 7は上部に自然

面を残し，器表は粗
¥ .;1 

い剥離面で凹凸がは

げしい。下端には細

かい剥離調整を施し 〉一一一寸一- '( 9 

ているが，未製品と

考えられる。 8は表，

裏面から細かい剥離

調整を施し刃部を成

形しているが，裏面

には広く自然面を残

している。11は自然

面を打面としており，

打癒の一部を除去し

ている。左右の突出

した部分は錐として

利用された可能性も

ある。 12は器表に粗 10 

い剥離調整が残り， Fig. 46 縄文土器実測図 。 10叩
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西原遺跡

q 

Fig. 47 石器実測図(2)
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遺物

左側縁には加撃のためのつぶれがみられる。製作途中で放棄されたものと考えられる。 13は上

下縁辺にそれぞれ片面のみから厚形の剥離調整が施され刃部を形成している。 14は両面からの

粗い剥離で器形を成形した後，上下縁辺に細かい剥離調整を施している。打撃痕が多く残って

おり製作途中と考えられる。

15-19， 21-25は黒曜石製， 20はサヌカイト製の刃器類である。 15は自然面を打面としてお

り裏面には厚い打癒を残している。 16は打癒を除去しており，下端は折損している。 17は打面

部分が折り取られ，右縁辺には自然面を残す。左側縁には使用痕がみられる。 18も打面部分が

折り取られる。右側縁には使用痕がみられ，それに対応した削痕が裏面に観察される。 19は白

濁した不純物を含み先端部に自然面を残す。 20はサヌカイト製の石刃である。打面及び先端に

自然面をもち，両側縁には使用痕がみられる。 21は白濁した不純物を含む剥片で表面に自然面

を残す。打面は自然面を利用している。 22の削器は一部に自然面を残すが，左右縁辺及び先端

部に細かい剥離調整を施している。打面部分は折り取られている。 23の剥片は北端部がかなり

摩滅しており，錐として利用されたと考えられる。 24は打面部分が折り取られている削器で左

右縁辺に細かい剥離がみられ，それに対応する削痕が裏面に観察される。 25は打面部分を中心

に厚形の剥離調整が施されており掻器と考えられる。上部に自然面を残している。

石鎌西原遺跡で出土した石鍍は20点で，形態分類が可能なものは16点である。基部形態に

よって平基A，凹基Bに二分できる。

A.基部の扶りが無く二等辺三角形を呈するもの (26-30)，基部が丸味を帯びるもの (31)， 

基部の挟りが弓状に浅く入るもの (32-38)の三種類がある。いずれも表，裏面からの細かい

剥離によって成形されている。 28は長さが幅の 2倍以上あり， 33は鋸歯状の側縁をもち， 35は

表裏に一次剥離面を残している。黒曜石製のもの (26，30， 31， 37)が4点，サヌイカイ卜製

のもの (27，28， 29， 32， 33， 34， 35， 36， 38)が8点である。

B.基部の挟りが深く明確な脚部をもつものである。脚部の先端が尖るもの (39，40) と

丸味をもつもの (41)があり，剥離は丁寧で、細かく施されている。黒曜石製 (41)が1点でサ

ヌカイト製 (39，40)が2点である。

その他に基部形態が不明であるもの (42-45)がある。 45は未製品であると考えられる。黒

曜石製 (42)が1点，サヌカイト製 (43-45)が3点である。

磨製石斧46は剥離調整が表，裏面，基部及び側面に残っており，粗い剥離による成育弁灸に研磨

を施している。両側面は丸く研磨されているが，基端は剥離面のままで研磨は施されていない。

刃部は片刃に近い形態をもっ。蛇紋岩製である。
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Fig.49 石鍍実測図 (4)



仁〉

(3)弥生時代

遺物

f寸丁一、
46 。 5 cni 

Fig.50 磨製石器、紡錘車実測図

E瞳 49

f廿-¥

土器ははっきり弥生時代といえるものは出土せず，石器で石庖丁1点だけがある (Fig.50， 

PL. 25)。

47は凝灰岩製の石庖丁で，背面及び刃部左右に成形のための剥離が残っている。ほぽ中央に

は両面から擦り切って孔をあけており，刃部は片刃にちかい特異な形態をもっ。擦り切り孔の

石庖丁は県下ではほかに唐津市菜畑遺跡で出土している。
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西原遺跡

(4) 古墳時代

須恵器，土師器，鉄器および耳環・玉類等の装身具が出土した。土器類のうち 9割方は須恵

器で，主に古墳出土である。土師器は古墳出土品も少量あるが，大部分は住居跡出土である。

鉄器及び装身具類はすべて古墳出土で，数は少ない。

遺構の遺存状況があまり良くなかったため，個々の遺構の本来の遺物組成を担えるのはなか

なか困難である。遺構数のわりには， ST012-ST014古墳の須恵器， S B026およびSB027 

住居跡の土師器が量的にまとまっている程度である。

以下，古墳，石棺墓，住居跡，査棺墓の順で遺構ごとに出土遺物の概要を述べるが，そのう

ち主体を占める古墳出土の須恵器，特に普遍的な蓋・杯についてあらかじめ分類し，その概要

を示しておく。他の須恵器の器種については必要に応じて分類し，蓋・杯との関係で時期を述

べるにとどめる。なお，土師器については点数が全体に少ないうえ，時期的な遍在があるので，

特に統一的な分類は行わない。

〔須恵器蓋・杯の分類)(Fig. 51) 

董

体部が長く天井部と明瞭に区別されるものA，体部と天井部との区別が不明瞭で一体化した

ものB，端部内面にかえりが付くものC，まず以上3類に大別する。さらに各類は法量の違い

により I・II…に分け，また細かな形態上の特徴によって a，b， C …に細分する。

Aa類 やや丸味をおびた天井部と長く垂直気味にのびた口縁部をもっ。口唇部はナデて内

側に段がつく。天井部はていねいなへラケズリで，全体にシャープである。径13cm前後である。

Ab類 Aaに類するが，天井部と口縁部の区別がほぼ沈線にちかく，全体にややシャープ

さを失っている。

Ac類 Abに比べると口縁部がやや短くなり，また稜はかすかに残る程度で，口唇部等に

シャープさを失う。

B 1 a類 天井部がやや丸味をおびて口縁部につづき，その区別を沈線で処理するが，口縁

部はやや外方に直線的にのびる。口唇部は内側に段をもっている。天井部へラケズリはまだ比較

的ていねいでトある。径14cm前後で大型で、ある。

B 1 b類 天井部から口縁部にかけてほぽ一体化し，かつての稜はナデてかすかにその痕跡

をとどめる程度となる。口唇部は内側に段がある。天井部へラケズリはやや雑になる。ただし

器高はまだ高い。径14cm前後で、大型である。

B 1 c類 天井部と口縁部との間の沈線が消え，特に区別はなくなるが，平坦な天井部から

ゆるやかな丸味をもって口縁部がやや外方に直線的にのび，口唇部は内側に段をもっ。天井部

の平坦ちかくはへラケズりである。径は14cm前後で大型品が多い。
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B 1 d類 B 1 cに類するが，口縁端

部は短く垂直気味にのびる。口唇部内側

に段をもたないものがみられる。径は13

cm前後である。

BIIa類 天井部が平坦面を失いかけ，

ゆるやかに下って短く折れた口縁端部に

つづく。口唇部内側には段をもたない。

頂部付近のみへラケズリである。径は12

cm前後が多く小型化する。

BIIb類 BIIaに類するが，へラケズ

リおよびナデが粗雑なものが多く，全体

にていねいさを失う。 径はlOcm前後で小型

化する。

C 1 a類 宝珠形つまみで，短いかえ

りをもっ。 径15cm前後である。

C 1 b類 宝珠形つまみは低く つぶれ，

端部のかえりはほとんど消えかけて，痕

跡程度残る。径15cm前後である。

CIIa類 天井部につまみをもたず，

短いかえりをもっ。径は10cm前後である@

CIIb類 宝珠形つまみをもち，短い

かえりをもっ。径はlOcm前後である。

CIIc類 宝珠形つまみをもち，長い

かえりをもっ。径は10cm前後である。

杯

底部がわりと平坦で，立ち上がりがや

や内傾しつつ長くのびるものA，底部が

丸底気味となり，内傾がつよ く短い立ち

上がりをもつものB，立ち上がりを失い，

底に高台がつくものC，以上3類に大別

する。さ らに法量によってI・11…，ま

た細かな形態の特徴によ ってa，b， C 

…に細分する。

期 類 杯 蓋 類 杯 身

A Aa F~わIaそ主コ'-・E・-

I 

戸才:)AIb」主会Ab 
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期 B Bla 三「壬
A BIt戸寸寸 AIc li三仁三
III 
fzゴオ 4 ミ卓会
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Fig.51 須恵器蓋 ・杯分類表り
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A 1 a類底部が平坦で，体部は内傾しながら直線的に長くのびる。受部は横につまみ出

し，口唇部はナデて仕上げ鋭い稜をもっ。また，内面でみると体部と立ち上がりとの接合は粘

土を足して段を消している。底部はへラケズリ，体部から上をナデて仕上げる。口径llcm前後

で，全体にふっくらしている。

A 1 b類 底部から体部にかけてやや丸味をもち，立ち上がりが外反気味に長い。口唇部は

ナデて内側に段をもっ。受部はいくぶん斜め上方につまみ出される。体部と立ち上がりとの

接合部は内面で段をのこす。底部から体部下半までへラケズリが及ぶ。口径llcm前後で，全体

にふっくらしている。

A 1 c類 平坦な底部とやや内傾して直線的にのびる立ち上がりをもっ。口唇部内側に段を

有し，受部は体部からつづいて斜め上方に短くのびる。底部のみへラケズリで内面に体部と

立ち上がりの接合段を残す。口径12cm前後で大型.A類の中にあっては体部が浅い。

AIIa類 平坦な底部と外反気味の立ち上がりをもっ。受部はやや斜め上方にはね，口唇

部は丸くナデられたものもみられる。底部のみへラケズリである。口径10cm前後と小型でトある。

AIIb類 平坦な底部とやや外反気味の長い立ち上がりをもっ。受部は横につまみ出され，

口唇部はナデて鋭い稜をつくる。内面には体部と立ち上がりの接合段を残す。へラケズリが体

部下半まで及ぶ。口径10cm前後と小型である。

8 1 a類底部は丸味をおび，内傾した短い立ち上がりをもっ。受部は短くやや斜め上方には

ね，口唇部は丸く仕上げられたものが多い。へラケズリは体部下半まで及ぶ。口径12cm前後と

大型である。

8 1 b類 B 1 aに比べると立ち上がりがさらに短しかっ内傾がつよくなる。また、受

部の端部と口唇部のナデが省略され尖ったものが多い。ヘラケズリは体部下半まで。口径12cm

前後と大型で、ある。

BIIa頴 B 1 bに類するが口径が小さくなり，その分やや体部が深い感じを与える。へラ

ケズリは体部下半まで。口径10.5叩前後である。

BIIb類立ち上がりが極端に短くなり，受部ののびとあまりかわらなくなる。へラケズ

リは底部付近にとどまるものが多く，やや組雑なっくりとなる。口径9.5cm前後である。このう

ちには蓋として使用されたものも含まれようが，ここに一括する。

Ca類体部が長くのび，その端部をやや外反させる。高台は短いが，外に張っている。口

径12.5cm前後，器高5cm前後である。

Cb類 体部が長く直線的にのび，比較的長く外に張った高台をもっ。法量はCaとほぼ同

じである。

Cc類体部が直線的にのびるが. C a. C bに比べて体部が浅くなり，高台がつぶれたも

のとなる。口径12cm前後，器高4.3cm前後。

anτ 
巧

d



遺物

各形式の変遷と時期は，小田編年及び大門西遺跡出土須恵器の編年を参考にして Fig.51のよ

うに位置づける。

小田富士雄「八女古窯跡群調査報告~ 1 ~N1969~1972 ， I!"天観寺山窯跡群~ 1977ほか。

佐賀県教育委員会 r大門西遺跡..11980 

S TOOl古墳 (Fig.52・72，PL. 27・43・44)

須恵器が少量，土師器が多い。ほかに万子3点，銅釧 1点が出土した。

須恵器 (Fig.52， PL. 27) 

蓋がCIIb類 (51)，C II c類 (50)およびC1 a類 (52-54)の3類，杯はB1 d類 (55)， 

Cb類 (56・57)， C c類 (58)の3種である。ほかにIIIC期相当の躍がみられる。

土師器 (Fig.52， PL. 27) 

殆ど聾の破片である。深鉢59は，内面口縁部付近にハケメ，外底部付近にへラケズリを残し

他はナデ仕上げ。 60は外底部にへラケズりのあとハケメ調整，他はナデである。 61と62はミニ

チュア風の器台と杯で，前者は比較的丁寧にナデているが，後者は指押え痕を明瞭に残す。

装身具 (Fig.72-281) 

青銅を丸く曲げた謝11。断面は四角で，鍛造と思われる。途中で折れ曲がり，また曲率からみ

て一部欠損しており，推定すれば，径6.6cmとなる。外面は腐触して暗緑化しているが，芯は赤

銅色を残している。

ζ全斗 50

戸生、 51

〆毛三、

/ヰ¥53
/三戸寸三~54

て正才55

」ま-;}，6

-J  
¥kイ

CJ:ノ60

ペマ
℃蓮2)62
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Fig.52 ST001古墳出土須恵器、土師器実測図
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S T002古墳 (Fig.53， PL. 27) 

須恵器が少量，土師器は破片が多量に出土した。

PL. 27) 須恵器 (Fig.52. 

口縁部はやや内湾気味で下端に稜をもち，頚部に波状文，胴部は最大径が口63は古式の躍。

その中位やや上に沈線に挟まれた櫛描列点文を配す。胴部下半はへラケズリのあ縁をしのぎ，

I期に考えられる。 64は小型の柑で，胴部肩が張り，直立する短い口縁部をもっ。底
o
 

-アナ〉」

部付近はへラケズリのまま，胴部はへラケズリのあとナデている。 65は小型聾。胴部最大径は

口縁部は直線的に聞き，端部はナデて内側に段，外側に稜をもっ。胴中位よりやや上にある。

部は外面をタタキのあと底部以外にハケを施し，内面は同心円文をていねいにナデ消している。

66の聾も胴部最大径は中位よりやや上にあると思われる。口縁部は外反し，端部を丸くつくる。

胴部内面は同心円文をのこし，外面はタタキのあとハケを施す。須恵器はほかにIIIc期の躍が
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S T002古墳出土須恵器実測図
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遺物

土師器

聾，高杯を主として出土した。ほとんどが細片である。高杯には6世紀代の特徴をもつもの

がみられる。

S T003古墳 (Fig.71・73，PL. 43・44)

須恵器は少量で，土師器が多量に出土した。ただし，いずれも破片である。しかし，万子 1

点，鉄鉱3点以上，管玉 1点，土玉4点，人骨片がある。

須恵器

須恵器のうち器形の知られる杯はB1 a類，躍はIIIc期に推定される。

土師器

聾を主とし，他に高杯がみられる。殆ど細片であるが，聾は口縁がく字に折れて外反するも

の，高杯には杯部口縁が折れて外にのびる，やや大形で古式土師器の特徴を残すものがみられ

る。

鉄器 (Fig.71， PL. 43) 

鉄鍍は平根式270，271と尖根式275とがある。いず、れも茎を欠失するが，271には木質が一部

残存する。万子279は関部で背から一段下がる変形を示す。鋒と茎端を欠失する。

装身具 (Fig.73， PL. 44) 

管玉 l点，土玉4点がある。管玉315は白緑色の碧玉製で，丸玉にちかいもの。孔は両方から

穿っている。 334-337土玉は黒色で，孔は一方から穿っている。

S T004古墳 (Fig.54， PL. 28) 

須恵器と，土師器がやや多 く出土した。

須恵器 (Fig.54， PL. 28) 

蓋はB1 d類 (67-69)，B 11 a類 (70)，B 11 b類 (71)，C 11 b類 (72)の4類がある。 78

は有蓋高杯の蓋でIIIc期に相当しよう。杯はB1 b類 (73-77)である。

高杯は有蓋と無蓋の 2種があり ，79， 80はIIIc期にあたる。

81はつぶれた感じの小型柑。口縁部は内傾しつつ直線的にのびる。底部はへラケズリのまま

である。

平瓶はやや肩の張る胴部で平底，口縁が直線的に開く83，84と，やや外反気味で端部がナデ

て稜をもっ82とがある。胴部は底部をへラケズリのあとナデ，側面および上面にカキメを施し

ている。

聾は破片が多いが器形の知られるものは少ない。 85は口縁が外反し，端部を外側にむけてナ

デ，稜をつ くる。

-77 



FT三、67
戸守~

七二与773

CV74 

r号三、
てJ三才:

ミゴ80

修11
必修

11111111111111 
/ 
/ 

西 原遺跡

戸空ミ 69
ど?一、

てt?75
司~77

亡己 81

。

Fig. 54 S T 004古墳出土須恵器、土師器実測図

土師器 (Fig.54) 

庁、、

l' 

" .， 

10cm 

84 

器種は聾と高杯がある。ただし，ほとんど破片で器形の知られるものは少ない。 86は高杯脚

部で裾が急に大きく聞く。筒部外面にハケメ，内面にシボリ痕を残す。 87は同じく高杯脚部で

あるが，筒部内面はヨコへラケズリ，外面はタテにへラナデしている。
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遺物

S T005古墳

土師器の聾片のみ若干出土した。周溝からの出土でありこれに伴うかどうか問題はあるが，

聾は口縁部がやや内湾気味に聞き口唇部を平坦にっくり布留式の特徴をよく示している。

S T006古墳 (Fig.55・71~73， PL. 29・43・44)

須恵器が少量，土師器は多量に出土した。ほかに土製管玉，土玉，耳環，鉄鉱が出土してい

る。

須恵器 (Fig..55， PL. 29) 

蓋はBIIa類(88)，C II a類(89)，C 1 a類 (90)の3類，杯はBIIb類 (91，92)である。

高杯93は無蓋で，杯部は端部を薄くしてやや外反気味とし，中位に沈線を加える。下半はへ

ラケズリで，底部周辺はさらにカキメを施す。脚部はあまり聞かず，中位に沈線がある。上半

にカキメを施す。 IV期に相当しょうか。

平瓶は 2種ある。 94は胴部が丸底で低く，内湾気味の口縁部をもっ。底部付近のみへラケズ

リを残し，他はナデて仕上げている。 96は胴部が平底でカキメ調整を施し，上面に一対の小円

板を貼付する。

聾は95が口縁部のみ知られる。外反気味に聞き，端部を外にむけてナデられ稜をもっ。カキメ

調整がみられる。
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土師器 (Fig.55， PL. 29) 

聾，杯，高杯など破片が多量である。杯97は口縁部が須恵器の立ち上がりに似た折れ方をし，

内傾して直線的にのびる。内外面ともへラミガキされ，黄褐色の精良なっくりである。高杯98

はゆるやかに内湾する杯部と裾のゆるやかに開いた脚部とをもっ。杯部は内外面ともへラミガ

キ，脚は筒部外面をタテに裾部をヨコにへラミガキし，内面をナデている。杯部と脚部外面に

丹を塗っている。

鉄器 (Fig.71， PL. 43) 

鉄鍛が3点出土した。いず、れものみ形の尖根式であるが 2種みられる。 272と276は身がわ

りと短く鋒が広い平根式。 274は全体に細心身の部分が長い尖根式である。

装身具 (Fig.72・73，PL. 44) 

玉類はすべて土製品である。土製管玉319は灰黒色で，孔は両方から穿っている。土玉338~345

は黒色，孔は一方から穿つ。耳環はやや大型の290，291と中型の296，297とがあり，それぞれ

組み合うものと考えられる。いずれも金銅製であるが，表面が荒れている。

S T007古墳 (Fig.56・57・72・73，PL. 30・44)

須恵、器および土師器が出土した。須恵器は比較的時期がまとまっていて，聾と査の類が多い。

土師器は細片が殆どである。ほかにガラス玉，管玉，切子玉といった玉類がある。

須恵器 (Fig.56・57，PL. 30) 

蓋，杯，壷，聾，平瓶，横瓶，提瓶と器種に富む。

蓋99~101 は BIIa 類，杯は103が B 1 a類である以外， 103~108はすべて B 1 b類である。

査109は胴部が重心の低い平底気味の小型品で，口縁がやや外に開いてのびる。底部とその周

辺をへラケズリ，ほかをナデて仕上げている。

聾は大型品と小型品とがある。大型聾110は倒卵形胴部に，外反しつつ長くのびて開く口縁部

がつく。口縁部は端部がナデられて段をもち， 2段の沈線とその間の櫛描波状文で飾っている。

胴部内面は同心円文を残し，外面はタタキのあとハケメ。 111~113の小型警はいず、れも胴部と

明確な段をもたず外反する口縁部がつく。口唇部はナデられ平坦なものが多い。

平瓶115は底部が平坦で，側面から上面にかけてふくらみ，口縁部は中心寄りにあって直線的

にのびて聞く。胴部は下半をへラケズリして全面にカキメ調整，底部はナデて仕上げている。

提瓶は大小2種ある。 116はやや扇平な胴部に端部が内湾気味におわる口縁部をもっ。つり手

はっけない。胴部外面にはへラ記号がみられる。 117は大型で胴部全体にふくらみがあり，口縁

部は外反しつつ聞き，端部はナデられて段がつく。つり手は欠損するが，カギ形のものであろ

う。胴部，口縁部ともナデ仕上げである。

横瓶118は胴部がさほど長くなく，短くのびて開く口縁部をもっ。胴部外面はタタキのあとか
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るくハケメ調整を行い，内面は同心円文をそのまま残す。

土師器 (Fig.56) 

高杯と杯のみ器形が知られる。高杯114は杯部が内湾，脚部は裾を一段開いている。杯部及び

脚外面から裾内面にかけて丹塗りで，杯部はヨコへラミガキ，脚外面はタテにへラでナデたあ

と裾をヨコナデ。杯は須恵器を意識した受部と立ち上がりをもっ黒色土器で， IV期にあたろう。
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遺物

装身具 (Fig.72・73，PL. 44) 

ガラス玉8，管玉 1，切子玉 3が出土した。ガラス玉320"'327は青色で，径 1cm前後のも

のと 5阻以下の2穏にわけられる。管玉316，317は緑色ないしは緑白色の碧玉製である。孔

は316が一方から，317は両方から穿っている。切子玉312"'314'ま水晶製。312が2段各6面のカッ

ト面をもつのに対し，他は周囲を丸く磨いている。

S T008古墳

周溝一部のみ調査。周溝内より土師器の聾，杯，高杯などの破片が若干出土している。高杯

脚は小型で、筒部にふく らみをもち 6世紀頃のものとみられる。

.s T 009古墳 (Fig.58， PL. 29) 
須恵器と土師器が少量出土した。石室からの出土品はないが，周溝内出土の杯類がこれに伴

うものと考える。いずれも，本遺跡出土品の中では最古式の須恵器である。

須恵器 (Fig.58， PL. 29) 

蓋119，120は共にAa類，口縁が垂直に長くのび，口唇部はナデられて段をもっ。天井部は

ゆるやかで頂部付近をやや平坦にし，鋭い稜をつける。へラケズリは天井部ほぽ全体に施され

ている。

杯121，122はA1 a類。内傾し長くのびた立ち上がりと深い体部をもち受部が横にはねる。

底部を平坦にし，へラケズリしている。

蓋，杯とも成形，調整が丁寧で，焼成も良好である。

なお123の高杯は遺構検出中にST009古墳付近から出土したもので，本墳に伴う可能性が強

い。杯部は立ち上がりが体部との境に稜をなして外反し，体部に波状文を入れる。脚部は三方

透しで，裾を内側に折り曲げている。時期は上記の杯類に伴うものであろう。

f三で~___ 1三門
七手コロI己二)122

。 lOcm 

Fig.58 S T009古墳出土須恵器実測図
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土師器

査および聾の破片がみられる。聾は口縁部がやや内湾気味に聞き，口唇部を平坦にナデてい

る。布留式でもやや新しい時期のものと考える。

S TOlO古墳

須恵器および土師器の破片が若干出土したにすぎない。須恵器は聾のほか，士甘の蓋，平瓶，

III期に相当するとみられる高杯がある。土師器は器形の知られるものはない。

S T011古墳 (Fig.59) 

須恵器と土師器とがある。共に出土量は少ない。

須恵器 (Fig.59) 

蓋は124-----125がBIIa類。126は小型増の蓋の可能性が考えられる。天井部はわりと平坦でへラ

ケズリ ，口縁部は垂直に下がって口唇部をナデて丸い。

杯はB1 b類(127，128)とBIIa類(129)，B II b類(130) とがある。

腫131はIII期でも新しい時期と思われる。胴部と頚部との境があまり明確でなく ，頚部および

胴部それぞれの中位に沈線を廻らす。

土師器 (Fig.59) 

殆どが細片で器形の知られるのは椀のみである。椀132はやや尖底気味の粗製のもので，体部

下半をへラケズリ，上半から口縁部をナデ，内面はナデツケている。全体に厚い。

LJ21  

三雪、、ロ5 ミユ~28

全二ス29
O lOcm 

S TOll古墳出土須恵器、 てー----rー-フグ
土師器実測図. \」ー上~

S T012古墳 (Fig.60-----66・71-----73， PL. 31-----35・43・44)

今回の調査で最も豊富な遺物を出土した。とりわけ須恵器が多く，その他土師器，万子，土

玉，銅剣11，耳環などがある。

-84 -



遺物

141 
同

fE7ざミ ご丁、 138 百号六、

f弓、、日5 丘三rミ m C7J吋 ω

f亡~136 r 今宅、ω f干三ミ

{ç~式45

主主弐46

に斗JF

込孟~48

丈記:749

言~

ミヰj

てエ三:
。 10cm 
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須恵器 (Fig. 60~65， PL. 31~34) 

蓋，杯，高杯，躍，士甘，平瓶，壷，台付査，警など器種に富む。中でも聾が多い。

蓋はB1 a類(133)，B 1 c類 (134，135)， B 1 d類 (136，137)， B II a類(138)，C II 

a類(140)，C 1 a類 (139) と各時期にわたってみられる。 137は口唇部外側に刻み目を入れ

て装飾している。 141~144は IIIC期に相当する増の蓋であろう。天井部と口縁との境に沈線を

入れるか段をつけている。また，有蓋高杯の蓋もIIIa期 (153)からIIIb期，皿 C期 (154)の

ものがある。

杯はB1 a類 (145，146) とB1 b 類(148~150) ， B II a類(151，152)がある。 147は口

径14.8cmと異常に大きし受部下面に刻み目を入れるなど特殊であるが，一応B1 a類に考え

ておく。

高杯は有蓋の155~158 と無蓋の159~166 とがある。それぞれの中でまた法量の大小，脚透し

の有無など違いがある。有蓋高杯では， 155は脚部に透しをもたず，脚部から杯部にかけてカキ
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西原遺跡

メ調整を施す。 156は脚部が三方2段透しで，2条の沈線が中位になく上にあがっており，裾を

カキメ調整する。杯部底には列点文が配されている。 157は口径のわりには浅い杯部と，沈線に

分けられた三方2段透しを切った細長い脚部をもっ。杯部底から脚部にかけてはカキメ調整。

158は杯部のみ残存立ち上がりが上にはね上がった特徴をもっ。また無蓋高杯では， 159は杯部

が立ち上がりを沈線で分け，口唇部をナデて内側に稜をもっ。脚部は透しをもたず，裾は沈線

で仕切られ段をもって開く。杯部底をカキメ，ほかをナデて仕上げている。 162は杯部の立ち上

がりが直線的に開いてのび，体部との聞に蓋受け状の稜をもち，底に列点文を配す。脚部は三

方2段透しで，中位に2条沈線を廻らす。 筒部はカキメ，裾をナデて仕上げている。160と163

は杯部の立ち上がりがかすかに稜をなして外反気味に聞くが，脚部の形態，透しの有無等に違

いがある。また前者

は脚部下段透し付近

にカキメを施し，ほ

かはナデ仕上げ，後

者は杯部の底体部に

カキメのあと底に列

点文を配し，ほかを

ナデて仕上げる際，

筒部外面にしぽり痕

を明瞭に残す。161は

杯部のみ。体部に列

点文を配し，不明瞭

な段をもって立ち上

がりがのびる。165と

166は小型高杯，後者

は脚部中位に 2条沈

線を廻らし，裾端を

ナデてはね上げる。

いずれもナデ仕上げ

である。

以上の高杯は有蓋

155， 156と無蓋

159~162が lII b 期，

有蓋157，158と無蓋

" 
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Fig.63 S T012古墳出土須恵器実測図(4)
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194 

O 20cm 

Fig. 65 S T 012古墳出土須恵器実測図(6)

161. 163がIIId期に相当する。

195 

躍は167の場合，頭基部がさほど極端にはすぽまらず，胴部とやや不明瞭に分かれる。胴底部

はへラケズリ。頚部にカキメ，ほかをナデて仕上げる。 168は頚部に波状文，胴部上位に羽状列

点文を配す。底部はへラケズリ，胴部から頚部中位にかけてハケメ調整を施す。 169もこれに類

するが，口縁部の聞きが顕著で小型化している。 170は胴部の肩が張り，沈線に挟まれて櫛描列

点文を配す。

以上の躍は167.168がIIIb期.169. 170がIIIc期に相当する。

士甘は形態および法量等に違いがある。 171は胴部で肩が張り，やや内傾してのびる短い口縁を

もっ。口縁部はナデ，胴部は底から約%をへラケズリし，中位から上をカキメ調整する。 172は

171を小型化した感があるが，平底で，底と胴下端をへラケズリ ，ほかをナデて仕上げている。

173は最も小型で，胴下半から底部をへラケズリ，上半から口縁部をナデている。 174は肩の張

りがやや小さく，口縁部の内傾が著しい。 胴中位から底部にかけてへラケズリ ，肩位にカキメ，

口縁部をナデて仕上げる。 175の台付柑は胴部の肩が張って直立する短い口縁部をもち，これに

中位の 3条沈線を挟んで波状文を配した台が付く。胴部は肩位に 2条沈線と波状文，櫛描列点

-90一
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文をおく。調整は胴部下半をへラケズリのまま，ほかはナデ仕上げである。口縁部の特徴から，

171， 172， 175はIIIb期， 173， 174はIIIc期と考えられる。

査176は長頚が口縁まで直線的にのびる。胴部は中位に最大径をおき，下半から底にかけてへ

ラケズリ，上半から口頚部をナデている。頚基部付近にはシボリ痕を残す。 177~179は台付査，

177は安定観のある台に長頚査をのせる。査は胴肩があまり張らず，やや外反してのびる細身の

長頚で，胴肩位と頚中位に 2条ずつ沈線を廻らす。胴底部付近をへラケズリ，胴中位以上から口

頭部，台部をナデて仕上げる。178は全体にずんぐりした台付査。査は口頭部が外に開いてのび，

胴部は球状にちかい。胴部外面はタタキのあとナデ，内面は上半を指押え，下半に同心円文を

残す。台は突帯をもってやや低く開く。口頚部から胴上半部にかけて自然軸がかかっている。

179は口の大きく開いた査に高い台が付く。査は口唇部がナデられて段がつき，頭部に波状文を

配す。波状文は口縁下にもかすかに認められるが，はっきりしない。胴部はやや肩が張り，肩

位に 2条の沈線を挟んで櫛描列点文を施す。胴部はタタキのあとカキメ調整，内面の同心円文

はほぼ完全にナデ消されている。頚部は上半をカキメ調整，下半をナデ仕上げ。台は2段の沈

線をおいて三方に2段三角透しである。その他180，181の小型査がある。胴部が扇平で提瓶に

可
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西原遺跡

ちかい特徴をもっ。

平瓶182は平底の胴部で，胴部は底以外全面にカキメ調整を施す。

提瓶は183の場合，頚部が直立し，耳は環をなす。胴部は裏面をへラケズリ，側面と表面とを

ナデて仕上げている。 184は厚味のある胴部に外反する短い口頭部をもっ。カキメは胴部全面に

施されている。 185もこれに類するが一回り大きい。共に耳はとれている。

聾は最も出土数が多く，かつ形態の変化も様々である。法量からおおまかに特大093，195) 

大 092，194) 中 086~19I)の 3 種にわけられる。その中では中型聾が多い。

中型聾は口径20~26cm，胴最大径40~50cm，高さ 42~50cm。口頚部の特徴で分けた場合，中

型聾は口頚部が外反しつつ伸び，口唇部にナデによる稜または段をもつもの 087~19I)，口頚

部が直線的に開いて口唇部を丸くナデるもの (86)の2種がある。 188のみ頚部にへラで連続

斜行文が飾られている。成形および調整は口縁部がナデ，胴部は外面がタタキのあとかるくナ

デ消しているものが多いが， 186と187はそれがほとんど完全にちかいくらいに消され，さらに

底部付近が指で押えられている。このうち注意されるのは189で，その胴部肩位に一周して同時

に焼かれた杯等が付着していた痕跡がみられる。これは焼成の際，上にのせられた杯等が，接

着してしまい，窯出し後にそれらを欠き除いたことを示す。

大型聾092，194) は口径28~35cm，胴最大径53cm前後，高さ 65cm前後。胴部はやや肩が張る。

口縁部は外反して開き，口唇部は一段厚く稜をもっ。また口縁下は沈線，波状文，へラ描連続斜

行文などで飾られる。胴部外面はタタキのあとハケメ調整，内面は同心円文をそのまま残す。

特大型(193，195) は口径40~50cm， 胴最大径70~80cm，高さ lOO~llOcm。胴部は肩が張

201 

202 

199 

203 
。 10cm 

200 

Fig.66 S T012古墳出土土師器実測図
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遺物

り，大きく外反した口頭部をもっ。口縁部はかるくナデてめくれさせ稜をもつもの(195)

と一段厚くして沈線を配するもの(193)の2種がある。共に口縁下には沈線，波状文，貼付文な

ど装飾が多い。胴部は外面がタタキのあとかるくハケを当て，内面は同心円文を残す。

土師器 (Fig.66， PL. 35) 

査，高杯等があり，比較的多量である。

査は丸底で，196は口縁が短く直立し，頚部と胴部に焼成後の穿孔がある。 197は頚がやや外

聞きに長くのびる。いずれも外面丹塗りでへラミガキしているが，内面は前者がナデ，後者は

胴部に明瞭な指圧痕を残す。

高杯198，199はゆるやかに内湾する杯部に，裾の平坦に開く脚部が付く。198は丹塗りで，杯部

をヨコへラミガキ，脚部をタテにへラでナデてていねいな作りである。 199は杯部ナデ，脚部は

縦にへラでナデる。

そのほか200~203は雛形の査および台付査。 200 と 201は同一個体か。いず、れも黒色物質(漆

か)を塗布しており，光沢をもっ。査はヨコ，脚はタテにへラミガキしている。

鉄器

万子と不明鉄器各 1点がある。万子は関部で背から一段下がって茎につづくもので鋒を欠く。

装身具 (Fig.72・73，PL. 44) 

銅剣111点，耳環3点がある。銅製11282は281と同工の青銅製で，断面は四角，鍛造であろう。

復元径6.7cm。耳環は大形の284と中形の304，305とがある。すべて金銅製である。

ほかに，流れ込みと思われるが，紡錘車49が周溝から出土している (Fig.50)。暗灰色の滑

石製で，周囲に格子目状線刻を配す。径4.1cm，厚1.6cm，孔径0.6cm。

S T013古墳

須恵器および土師器の細片が数点出土したが，器種，器形のわかるものはない。

S T014古墳 (Fig. 67~69 ・ 71~73， PL. 36・37・43・44)

S T012古墳に次いで多量の須恵器が出土した。土師器も比較的多い。ほかに鉄鉱，耳環，土

玉がある。

須恵器 (Fig.67・68，PL. 36・37)

蓋，杯が主で，ほかに高杯，躍， 査，台付査，聾がみられる。

蓋は杯蓋にAb類 (204，205)， A c類 (206)，B 1 d類 (207，208)， B II a類 (209，210)， 

BIIb類 (211)，C II c類 (212)の6類があって器形に富む。 213と214は柑の葦でIIIb期に相

当しよう。天井部がへラケズリで，きつく折れてのびる口縁部をナデて仕上げている。 207，208 

-93一



西原遺跡

r='~oo.Cで~_ _ e宇、 211
5百戸丁~.. _ < h 212 

Fn戸門 209戸

主ょう215 ど 21of寸4
ヒ4コそゴ~てよス26

~ 
r=ノ てヨー~ 22 

乞主才219ç~， で二と2

てヨ:7230 
Fig.67 S T014古墳出土須恵器実測図(1)

によ~o CL)，竺
など赤く焼けたものが多い。

杯も器形が豊富で、， A 1 b類 (215)，A 1 c類 (216)，A II a類 (217)，A II b類 (218)， 

B 1 a 類 (219~222) ， B 1 b類 (223・224)，B II a 類 (225~227)， B II b 類(228~230)の 8

類にわたる。したがって杯類をみると，古式から新しい時期のものであって，本古墳群の中で

は異例に長期間の追葬のなされた古墳といえる。

高杯は蓋の 2類がある。231は長方形透しを 2段三方にあけた脚をもっ。杯は底部へラケズリ，
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Fig.68 S T014古墳出土須恵器実測図(2)

ほかをナデている。 232は杯の立ち上がりが底部との聞に稜をなして外に聞き，内面に沈線，外

面底部に櫛描文を飾る。脚は中位やや上に沈線をおいて筒部をカキメ，裾をナデて仕上げてい

る。 232はIIIb期，231はIIIc期に相当しよう。

曜については，233は平底で，肩に沈線に区切られた櫛描列点文，口頭部は大きく聞いて，頚

部と口縁部に沈線を廻らす。胴下半にへラケズリを残す。 234もこれに類するが，口頚部の波状

文が顕著で，口唇部はナデて平坦にし，また頭部下半にカキメ調整を施す。 235は口縁部下に波

状文を描き，口径が大きい。いずれもIIIc期と考える。

査237は広口のもので，口頭部が大きく外反し，頚部に 3段の沈線をおいて波状文を配す。口

唇部はナデて段をもっ。238は台付査で，全体はわからないが査胴部は中位やや上に最大径があっ

て 2条の沈線とへラ描きの連続斜行文で飾る。下半はへラケズリ，上半はナデ仕上げの頭部

は基部がしまって外反すると思われる。脚は三方に長方形透しをもっ。 236は雛形風の小型査。

胴部は底が平坦でややつぶれ，口頚部はゆるやかに外反して口唇部を上につまみあげてつくる。

底部と胴下方段%をへラケズリ，ほかをナデて仕上げる。
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Fig.69 S T014古墳出土土師器実測図

窒239は口頭部があまり聞かず，カキメ調整のあと沈線と波状文を施す。口唇部はナデられて

段をもっ。胴部はあまり肩が張らず，最大径約50cmと推定される。

土師器 (Fig.69， PL. 37) 

査，杯，椀，高杯がみられる。

査は240が直立口縁とみられる丸底査。胴部は最大径が中位やや上にあってつぶれた感がある。

外面丹塗りである。杯245，246と共に盛土下から出土した。 241は小型丸底査で，口縁部が外反

気味に大きく開き，胴部はやや扇平である。口縁部と胴部外面はへラミガキで丹を施す。 242は

広口査で，口縁部は短く直立し，胴部は扇平な丸底となる。外面全体へラミガキしている。

杯243は須恵器を意識したもので，受部と直立した立ち上がりをもっ。全体ナデ仕上げである。

須恵器杯との並行関係は不明であるが，立ち上がり，法量などからIV期に推定したい。

椀は小型244，245と大型246との 2種がある。前者は口縁部が内湾して内側に傾き，口径12cm

前後。244は全面丹塗りで口縁部ナデ，底部から体部にかけては内外面ともへラケズリである。245

は口体部ヨコへラミガキ，底部付近を不定方向へラミガキしている。後者246は高杯かもしれな

い。内湾気味に聞き，内外面ともヨコへラミガキである。

高杯は大型247，248と小型249の2種がある。247は丹塗りの痕跡をのこす。杯部は口縁部が段を

なして折れて外にのびる。内外面とも調整はナデ。 248脚はタテにへラナデし，さらに裾をヨコ

ナデしている。 249は脚部のみ残存する。丹塗りで，脚筒部はタテナデ，裾をヨコナデしている。

鉄器 (Fig.71， PL. 43) 

鉄鎌が2点ある。 277は平根式ののみ形で，鋒は凹形の刃部をもっ。 273は万子形の尖根式，
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茎の端を一部欠くものの，ほぽ完存する。

装身具 (Fig.72・73，PL. 44) 

耳環6，土玉6が出土した。耳環には金銅製と金製の 2種がある。金銅製のものは大型の285

と中型の292，302とがある。し〉ずれも遺存状態が悪く，特に292と302は表面が腐触して細くなっ

ている。金製の307と308は，断面円形の細い金線を曲げたものでほぼ同じっくりを示し，それ

ぞれ玄室床面の東西に離れていたが，単なる耳環というより，本来一対の垂飾のつなぎ部分残

欠であったと考えられる。土玉328~333は大型の玉で黒色を呈す。

S T 015古墳 (Fig. 70~72， PL. 38・43・44)

須恵器と土師器が若干，ほかに鉄鉱，耳環が出土した。

須恵器 (Fig.70) 

提瓶のみ器形が知られる。提瓶263の胴部は厚味があり，耳は鈎形になると思われる。横面に

は三重の同心円波状文を配し，カキメ調整している。

土師器 (Fig.70， PL. 38) 

須恵器を意識したとみられる 2種の杯がある。 264は稜ははっきりしないが，立ち上がりが内

傾してのびる。内外面とも細かくへラミガキし，外面に黒色物質を塗布する。 265は口径が大き

く，立ち上がりがほぼ直立する。口縁部と内面はナデ，底体部内面はへラケズリのあとナデと

思われる。黒色物質が塗布された痕跡を残し， 264の蓋の可能性もある。

鉄器 (Fig.71， PL. 43) 

鉄鉱が l点出土した。 272は平根式で，腸扶が深く，鋭い逆刺をもっ。鋒はわりと鈍く，全体

に厚味がある。

装身具 (Fig.72， PL. 44) 

耳環はすべて金銅製で大型の286~289 と中型の293 ， 298， 299とがある。表面はやや荒れてい

るものが多いが，全体に遺存は良好である。

S T016古墳 (Fig.70・73，PL. 38・44)

須恵器と土師器が若干出土した。ほかに管玉，土玉がある。

須恵器 (Fig.70， PL. 38) 

蓋，杯および聾がある。

蓋253は柑の蓋とみられる。口縁部は沈線をおいてやや外反気味に長い。天井部はへラケズ

リしている。 250~252 は BIIa 類の杯蓋。

杯は258，1259， 260がBIIa類， 261がBIIb類である。

聾262はやや肩の張った胴部に短く外反した頚部に平坦にナデた口縁部がつく。胴部は外面タ

タキのあとかるくハケを当て，内面は同心円文をそのまま残す。
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遺物

土師器 (Fig.70， PL. 38) 

丸底査と脚がある。

丸底査266はやや底が尖り気味で，中位から下半をへラケズリのあとナデ，肩位をナデて仕上

げ，内面の口縁部との接合部を指で押える。器面は荒れているが，丹塗りと思われる。

脚268は上に盤がのるかもしれない。大型品である。内外面ともハケメ調整し，さらに裾部を

ナデて仕上げている。

装身具 (Fig.73， PL. 44) 

管玉 1，土玉7がある。管玉318は緑色の碧玉製で太身のもの。一方から孔を穿っている。ま

た土玉346~354は黒色で，一方から孔をあけている。

S T017古墳 (Fig. 70~73， PL. 38・43・44)

須恵器，土師器 (Fig.70， PL. 38) 

ほとんどが細片で少量，ほかに万子 1，勾玉 1，耳環2が出土した。そのうち器形のわかる

土師器聾267は丸底で，胴部最大径が中位やや下方にあり，口縁部は胴部からつづけてゆるやか

に外反し，口唇部をナデてまるめる。胴部外面はタタキ，内面に当板の格子目文を明瞭に残す。

砂粒を含み，黄土色を呈す。

鉄器 (Fig.71， PL. 43) 

278は茎を欠く万子身部の残欠で鋒が鋭くなって反りかえる特徴がある。

装身具 (Fig.72・73，PL. 44) 

勾玉310は水晶製で，研磨による稜をわりと残す。下端の反りは比較的少ない。また耳環294，

295は中型の金銅製品である。表面が荒れている。

S T018古墳 (Fig.50・70，PL. 25・38)

須恵器および土師器が少量，それと紡錘車1点が出土した。そのうち器形のわかる杯257(Fig. 

70， PL. 38)はAlIa類で，体部から口縁部の立ち上がりにかけて古式の特徴を示す。

紡錘車48は暗緑色の滑石製で，全体に研磨整形がやや雑である(Fig.50， PL. 25)。径4.7cm，

厚1.5cm，孔径0.9cm。

S T019古墳 (Fig.72， PL. 44) 

須恵器および土師器は器形不明な細片が若干，耳環 1点が出土したにすぎない。

耳環306は小形の金銅製で遺存は良好である。

S T020古墳(Fig.70・73，PL. 38・44)

須恵器および土師器が少量出土した。ほかに，勾玉 1，切子玉 1がある。
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西原遺跡

須恵器 (Fig.70， PL. 38) 

器形のわかる蓋255はC1 b類，杯256はCc類である。

装身具 (Fig.73， PL. 44) 

勾玉309は淡褐色の璃再選製で研磨による稜を残し，孔は一方から穿っている。切子玉311は水

晶製で2段各6面に研磨を加えたやや大型のもの。孔は一方からあけている。
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遺 物

S T 021古墳

須恵器および土師器の細片が数点出土したが，器種，器形の知られるものはない。

S C023石棺墓 (Fig.71， PL. 43) 

鉄剣 1，万子 1が出土したが， うち万子は調査中に盗難にあって不明でトある。

鉄剣269は全長32.2cm，身は長さ24.4cm，幅2.9cm，厚さは鏑の部分で0.4cmである。身部には

鏑をもつが，鋒以外は不明瞭でbある。聞は両方からやや斜めに切れて，茎に目釘孔をもっ。刃

部一部を欠くが，遺存は比較的良好である。
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S 8025住居跡

埋土中より若干の土師器片が出土したが，器形の知られるものはなく，時期は不明である。

S 8026住居跡 (Fig.74， PL. 39) 

すべて土師器で，聾，小形丸底査，椀の 3種がある。
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聾355は球状胴部で，口縁部は内湾気味に開いて口唇部をナデにより平坦にする。胴部内面へ

ラケズリ，外面はハケメ調整，口縁部はナデて仕上げる。器壁はかなり薄い。聾356はこれより

一回り小型でやや粗製のもの。胴部は内面がへラケズリのあと下半をナデ，外面はハケメ調整

のあと下半をナデ，口縁部はナデ仕上げであるが，内面一部にハケメを残す。

小型丸底査358は口縁部が胴部径よりやや大きく開いて直線的にのびる。内外両面で部分的に

ハケメを残すが，ナデ仕上げである。

椀は基本的に丸底であるが，形態，調整等は様々である。法量は363が体部立ち上がりがわり

と垂直でやや大ぶり， 365は浅い。調整は内外両面ともハケメ調整のあとナデるのが普通でーある

が，特にナデの部分，程度は様々である。 360は底部外面をへラケズリ， 361は口唇部を除いて

両面ともハケメのまま，また365は底部外面のみ一部ノ、ヶメがみられる。 359は粗製手担のもの。

外面は指で押え，内面は簡単にへラケズリしている。

前~\\\I

356 

358 

司~359

363 

¥ιノ
365 

3621  10cm 

Fig.74 S B026住居跡SK030竪穴出土土師器実測図

- 103 



西原遺跡

S 8027住居跡 (Fig.75・76，PL. 40・41)

土師器のみ，器種が多種にわたり，査，聾，小型丸底査，高杯，椀などが出土した。

査366は口頭部に二重口縁の名残りをとどめるものの退化が著しし稜がはっきりしない。胴

部は最大径が中位やや上にあって底がややすぽまる。胴部外面ハケメ，内面へラケズリ，口頭

部をナデている。聾367~370は丸底胴部で，口縁部はほぼ直にのびる357 ， 358，口唇部がやや

内湾する371，外反する369，370の3種がある。ただし口唇部はほとんどがナデられて丸味をも

っ。調整は胴部外面ハケメ，内面ヘラケズリ，口縁部ナデが普通であるが，ハケメを口縁部内

面につける 368，胴部内面につける370 もある。 372~378は小型丸底査。器形および法量に変化

が大きし〉。口縁部の特徴からおおまかに分類すれば，口径が胴最大径より小さし>372，373，ほ

ぽ同じ374~376，口径が胴最大径より大きく口縁部が長くのびて開く 377 ， 378の3種がある。

ただし口縁部の細かな特徴はそれぞれ個体差がある。調整は聾に似ている。 379も小型丸底査で、

あるが，これには脚が付く。

高杯380~385は杯部立ち上がりが明瞭な段をもって外反し，脚は裾が折れて開く。杯部およ

び脚部外面はほとんどがハケメ調整のあと全体をていねいにナデて仕上げられている。杯部内

面はナデであるが382のみハケメ調整痕を残す。

椀は386の場合，口唇部がナデられて丸味をもっ。内面および外面底部をへラケズリ，外面一

部ハケのあとナデ仕上げ。 387はやや深目で，口唇部が薄く外反気味につまみあげられ，内外面

ともナデて仕上げている。 388~393は手控品である。

以上は同時期の一括資料であるが，奮をみるかぎり布留式系統でも新しい様相を示すものと

考える。また生活用土器を混えて，二重口縁査や小型丸底査，高杯，手担土器といった祭最E的

性格のつよい土器群が主体となっている点が大きな特徴である。

S 8 028 • S 8 029住居跡

埋土中より若干の土師器が出土したが，器形の知られるものはなく，時期は不明である。

S K030竪穴 (Fig.74， PL. 39) 

聾と椀がある。聾357は小型のもので，胴部は最大径が中位やや上にあり，口縁部はほぼ直線

的に開いてその端部をわずかに内湾気味とする。胴部内面はへラケズリ，ただし底部は厚い。

胴部外面から口縁部にかけてはハケメのあとナデ仕上げである。

椀は丸底の362と平底にちかい364とがある。共に外面がハケメ調整のあと上半をナデ，内面

はナデ仕上げであるが， 362は部分的にへラでナデたあとを残す。
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Fig. 75 S B 027住居跡出土土師器実測図(1)

105 -



遺物

、!

三」/!
プ
382 

¥lZ 
。 10cm 

引 388

司ヲ 391

377 

Lロ
l
l

p

o

 

r
i
uリ
l

r

o

o

-

d

J

ムノ
r

q
J

二

E
f
¥

立

385 

明 389
~ 

事 392 ~393 

Fig. 76 S B 027住居跡出土土師器実測図(2)
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S J 033壷棺墓 (Fig.77， PL. 42) 

査が本体で，他に聾および広口柑，椀が伴出している。すべて土師器である。

394は二重口縁の系統の丸底査。胴部は最大径がほぼ中位にあり，底部に向かっていくぶんす

ぽまる。頭部は直立し，わずかな段をもって口縁部がやや外反気味に開く。調整は胴部外面ノ、

ケ，内面へラケズリ，胴部底付近と口頭部をナデて仕上げる。 395は頚部内面および口縁部外面

で頭部の直立した二重口縁の名残りをとどめるが，口頭部が一体化してゆく方向を窺わせる。

胴部はやや尖り気味の丸底と思われ，最大径はほぼ中位にある。調整は頭部内面と胴部外面が

ハケ，胴部外面はへラケズリし，口縁部をナデている。

副葬品のうち， 396と397はほぼ同大の聾であるが，口縁部は前者がやや内湾気味に聞くのに

対し，後者は直線的に開く。また，前者は胴部底ちかくに焼成後の穿孔がみられる。共に口唇

部は丸くナデられ，調整は胴部外面がハケ，内面へラケズリ，口縁部をナデている。398広口増

は口径が胴部最大径にほぼ等しい。胴部は外面に粗いハケ，内面をへラケズリし，ー口縁部はや

や内湾気味にのびてナデ仕上げ。 399椀は体部下半を内面へラケズ リ，外面をへラでタテナデ，

上半をヨコにナデている。

以上は同時期の一括資料であるが，聾からみるかぎりでは布留式系統でも新しい様相を示す。

(5)歴史時代

中世以降とみられる陶磁器，土師器は少量出土しているが，遺構に伴うのはsJ 034中世墓の
一群の土師器のみである。

S J 034中世墓 (Fig.78， PL. 26) 

鉢407は埋葬施設本体に用いられたもので，体部が底部からつづいてほぽ直に聞く 。内外両面

ともヨコハケのあと丁寧にナデ，外面中位を指で押えている。赤褐色で砂粒を含む。口径31.9

cm，器高15.5cm。

この鉢に伴って杯および皿が10点出土した。杯は3類ある。 A類400，401は底部からはっき

り稜をもって体部が外反気味に開く。口径約llcm，高さ約3.6cmo B類402，403は立ち上がりが

底部と明瞭な稜をなさず，ほぽ直に聞く。口径約llcm，高さ約3cmo C類404，405はAに似る

が小型である。口径約7.5cm，高さ約2.3cmo A類4点， B類3点， C類2点ある。

皿は l点のみで， 406は立ち上がりが短く聞く。口径8.5cm，高さ1.4cm。

杯，皿はいずれも底部は糸切り，体部はロクロ回転ナデである。

類例は佐賀市藤附A遺跡，六本黒木遺跡，小城町北浦遺跡などからも出土している。容積か

らみて，小児用かある Mは成人用とすれば再葬に用いられたものと考えられる。時期ははっき

りしないが，共伴する杯，皿からみて中世のうちに納まるものと考える。
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Fig. 78 S J 034中世墓出土土師器実測図

4.小結

はじめに述べたとおり，今回の調査では旧石器時代から中世に至るまでの遺構，遺物が検出

され，そのうち大部分が古墳時代に属するものであった。以下において若干，本遺跡の形成過

程と，あわせて遺構，遺物のうち問題となる二，三について検討を行い，まとめにかえる。

まず各時期の遺構について.，旧石器時代から弥生時代では今回検出された遺構は聾棺墓SJ

031とSJ 032の2基にすぎない。 2基の聾は共に縄文晩期前半に属すと考える。これに続く後
註 1

半の査棺は近辺では最近，丸山遺跡や離石遺跡で多くみられるが，晩期前半の埋葬例は少なく，
註2

佐賀市大門西遺跡で知られるくらいである。大門西遺跡SJ 001聾棺墓の場合，やはり単棺と

みられるが，聾の形態は口縁部の折れ方が少なしゆるやかに外反する。しかし，本遺跡の縄

文時代の様相は夜臼期まで含めて晩期の土器は知られるものの，いずれにせよ遺構は聾棺2基

だけで，生活跡との関係は不明である。またこの時期の他の特殊な遺物では擦切り穿孔の石庖
註3 註 4

丁が注意される。唐津市菜畑遺跡でも出土しているが，朝鮮半島と九州でこれまで6例しがな

く，縄文晩期ないしは弥生初頭にかかり，かっ朝鮮半島の石庖丁との関係がたどれるところか

ら，初期農耕文化の系統を論じるうえで，興味ある資料といえる。

本遺跡を特徴づけるのは古墳時代である。時期は前期から終末まで長期間にわたるが，前期

にはB区で居住区が形成される一方，やや離れてまばらではあるが，埋葬も行われている。

埋葬遺構ではSJ 033壷棺墓と，おそらく古墳前期であろう SC032ほかの石棺が古く，つづいて
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竪穴式石室のST005古墳が今回調査された限りでは最も早い時期の古墳として出現する。年代は住

居跡および竪穴の場合，土器からみてSB026， S B027， S K030が5世紀前半， S B025およ

びSB028も， S T005古墳周溝に切られていることからみて，ほぽ同時期と推定され，したがっ

てこれら住居跡等の一群は，方位，配置および出土遺物から，ほぽ同時期に存在した可能性が

つよし}o S J 033査棺墓もこの時期と考える。類例は佐賀市藤附E遺跡ST001古墳，東脊振村西

一本杉遺跡などから出土している。また， S T005古墳は竪穴式石室では末期のものとして， 5世

紀中噴に置いて考えたい。

なお， S B027住居跡から出土した土師器および土玉を祭肥的性格のつよいものとみれば，住

居内における何らかの祭紀を意味するものか，あるいはさらに集落内における特殊な性格の竪

穴といえるか，今後の類例増加をまって検討する必要があろう。

古墳時代後期になると，調査区内では住居跡は全くみられなくなり，横穴式石室の古墳だけ

が造営される。本遺跡全体としては調査区外まで古墳の分布が拡がるので，全体の群形成過程

を問題にするのは無理であるが，調査された古墳については，主に出土した須恵器の型式，お

よび横穴式石室の特徴から Tab.2のように築造・追葬年代を考えている。

須恵器編年の時期に従っていうと，第I期のおわり頃にST009古墳やST002古墳が，や〉遅

れてST014古墳が出現， S T003古墳も石室の形態からこの時期に置かれよう。第II期にST

018古墳が加わる。D区でも， B区にあまり遅れず古墳の築造が開始されるわけであるが，この

頃までは概して数は少ない。

最も盛行するのは第III・第IV期である。この時期には，やはり両地区で新たな築造が行われ

るが，傾向としては，それまでどちらかというとやや優勢であったB区から， D区に築造

の主体が移ってゆく。それがはっきりするのは第V期以降で，以後，新たな古墳築造はD区

に限られるようである。

この間，いず、れの古墳においても追葬が盛んであり，中でも ST014古墳の場合は第I期の終

わり頃から第VI期まで異常に長く続いているが，大体は3世代程度であったと思われる。 VII期

になっては， S T020古墳にしてもおそらく追葬のみで，築造は第VI期に遡ると考えたい。
註5

横穴式石室の形態の変化は，第 I期から第11期にかけては初期両袖式の特徴が顕著で，玄室

は幅に対して軸長がやや長めの長方形ないしは台形，これに簡単な短い羨道が付く。玄室幅指

数(妻望嬰)は奥壁幅との関係でみた場合ST002， S T003古墳が0.6前後， S T009， S T014 

古墳が0.8前後であるが，羨道側の幅でみた場合は0.6前後で，全体としては長めの印象をうけ
註6

る。玄門指数(茎巴堕)はST009古墳が0.2，他は0.3~0.35で，全体に玄門の幅は狭い。中
玄室帽

でも最古式とみられる ST009古墳にそれがよくあらわれている。これらの石室は羨道が未発達

で， S T002， S T009古墳は墓道からいきなり玄室に入る，といった形態にちかい。ただ第11

期の後半には， S T018古墳のように，方形の玄室をもち，平面形のみでみればいわゆる肥後
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Tab 2西原遺跡古墳編年表

年代| 500 600 700 

必¥き I 11 III W V VI vn 

S TOOl 
S T002 
S T003 ee... -----------一一一一
S T004 
S T005 一
S T006 
S T007 ーーーー・.

S T008 
S T009 
S T010 
S TOll 
S T012 
S T013 ー----ー・曲・・ーーーーー

S T014 ー・・---.

S T015 一
S T016 ー・・・・ーーー・-----

S T017 自国圃圃圃・ーーー ーーーーー・ーーー・----ーーーーー

S T018 一 --------------
S T019 -・・ー.----ー・・・ー・岨・ーー・---ー・・------

S T020 -・ー・ー---------

S T021 -・ーーー・・・-----幽-・------------

型の系統につながるような新たな石室も登場している。

第III期以降になると石室の形態は多彩になる。先の初期両袖式はST007， S TOI0， S TOll古

墳などにひきつがれるが，全体のわかる STOll古墳でみると，玄室が長さを減じ，玄門指数が

0.4をこえると共に，羨道がやや発達して長くなっている。またこの時期， S T012， S T016古

墳に見られるように，方形の玄室とこれに倍する長い羨道をもっ石室が出現する。両石室とも

玄室は各壁緑泥片岩1枚であるなど，共通性の高い特徴をもっ。玄門がまだ、狭い点からいえば，

この種の形式では先駆的なものといえよう。第皿期末に位置する STOOl古墳も玄室が方形にち

かく，長い羨道をもつが，石材は花闘岩で，玄門は広くなって羨道と一体化する傾向を示すな

ど，新しい要素がみえている。またST004古墳のように玄室各壁とも花闘岩1枚石で長い羨道

をもっ，いわゆる巨石墳も，同じ第III期末に出現する。

IV期では， S T017古墳はST018古墳に後出する方形玄室であるが，玄門部においては椎石

がなく，玄室と羨道を通して床石が敷きつめられるようにかわり，玄門指数も0.53と玄門が広

くなる。 ST006古墳は長方形の玄室にこれとほぼ等しい長さの羨道がつく。これもやはり玄門

部に権石がなくなり，またその指数も0.6に達している。

V期以降，石室は退化した形成にかわってゆく。全体のわかる ST020古墳でみると，玄室は長方

句
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形で玄門指数0.6，羨道は短くなる。また，なによりも壁の積み方がぞんざいになり，腰石にし

ても立てて使う傾向がみえる。古墳文化終末期の時代相を示すといえよう。

本遺跡における古墳造営全体の変遷を年代的にいえば，まず5世紀中頃に竪穴式石室が出現，

5世紀末以降横穴式石室に変わり 6世紀に入って盛行したのち 7世紀には衰退， 8世紀に

は一部で追葬が行われるばかりになっていた，と考えられる。

そのほか，葬制に関する特殊な遺構，遺物としてはST014古墳盛土下の須恵器，土師器及び

土玉の一群と ST012古墳の石室開口部西脇及び周溝内の大量の聾が挙げられる。前者は墳丘盛
註7

土前の行為で，直接的には石室構築と関わる何らかの儀礼と推定する。またST012古墳開口部

西脇及び周溝内の大量の須恵器要は一般にはみられないもので，埋葬儀に関わる特殊な祭把を

示すものであろうか。周溝西南端の石組遺構の存在があわせて気になるところである。

平安時代以降の様相は明らかでない。SJ 034中世墓の存在あるいは青磁椀等の出土すること

からみて，中世には埋葬などが一部で行われていることは知られるが，遺跡としてはほぼ終駕

していたと考えられる。

註 1 佐賀県教育委員会 『九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報5J 1983 

註2 佐賀県教育委員会 『大門西遺跡J 1980 

註3 田島龍太「菜畑遺跡J (f末慮国J)1982 

註4 下条信行「東アジアにおける外湾刃石庖丁の展開 (r鏡山猛先生古稀記念古文化論孜J1980) 

註5 柳沢一男「北部九州における初期横穴式石室の展開J (福岡考古学研究会『九州考古学の諸問題J)1975 

註6 羨道をもたない石室が多いので，ここでは羨道幅指数に準じて玄門幅を扱う。

註7 周辺の類例に様石B遺跡ST004古墳，丸山遺跡ST004古墳などがある。
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浦 田 遺 跡、

1.遺跡の概要

浦田遺跡は，神埼郡東脊振村大字三津に所在する。

遺跡周辺には脊振山系南麓より佐賀平野に向かつてなだらかに派生し南にのびる志波屋吉野ヶ

里丘陵，二塚山丘陵等の多くの丘陵が存在する。この地域は県下でも特に遺跡の密な所である。
註1 註2

旧石器時代の遺跡は，三田川町二塚山遺跡，中原町姫方遺跡など数カ所に過ぎないが，縄文
註3 註4

時代になると戦場ヶ谷縄文遺跡，その他屋形原，堤北方，切通し北方，井手口などの遺跡があ

る。
註1

弥生時代になると鏡，鉄器，貝釧その他多量の副葬品を出土した二塚山遺跡をはじめとして
註5 註6 註7

三津永田，吉野ヶ里，横田，切通など数多くの埋葬遺跡が分布する。集落遺跡としても，西
註7 註7 註8 註3
石動，下石動，西前回などの遺跡が存在する。また，銅文鋳型(西石動)， 4本の銅矛(三田

川町桜馬場)などを含め数多くの青銅器，鉄器，装飾品が発見されている。
註2 註9

古墳時代になると中原町姫方，姫方原遺跡，上峰村五本谷遺跡などで方形周溝墓が出現する。

前期古墳としては本書収録の西一本杉遺跡で4世紀代の古墳が確認されている。中期になると
註10

姫方前方後円墳，目達原古墳群が形成される。後期には山麓部，丘陵上に群集墳が形成され，

巨石墳の伊勢塚前方後円墳などが築造される。
註11 註12 註13

歴史時代になると辛上廃寺，塔の塚廃寺，霊仙寺など古代から中世にかけての寺院跡があ

る。

浦田遺跡は，脊振山系から南にのび、る権現山南斜面の舌状丘陵の標高39~42mに位置する。

調査前は杉林で比較的遺跡の残りはよかった。調査は西よりA・B・C区に分けて行い，検出

した遺構は，古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡35軒，掘立柱建物跡6棟，古墳2基

溝1条である。

註 1 七回忠昭 『ニ塚山遺跡』 佐賀県教育委員会 1979 

註2 木下之治他 『姫方遺跡』 佐賀県教育委員会 1974 

註3 松尾禎作 『佐賀県考古大観』 祐徳博物館 1957 

註4 紅一義 『屋形原遺跡』 上峰村教育委員会 1979 

註5 七回忠志 「三津永田遺跡J 教育佐賀 1954

註6 金関丈夫他 『日本農耕文化の生成』 東京堂 1961 

註 7 九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第4集』 佐賀県教育委員会 1981 

註8 岩永政博 r西前田遺跡」 東脊振村教育委員会 1981 

註9 木下之治他 『姫方原遺跡』 佐賀県教育委員会 1976 

註10 松尾禎作 「目達原古墳群調査報告佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告第9輯』 佐賀県 1950 

註11 松尾禎作 「東脊振村辛上廃寺社の調査佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告第5輯』 佐賀県

1936 

註12 松尾禎作 「塔の塚廃寺桂佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告第7輯』 佐賀県 1940 

註13 田平徳栄 『霊仙寺跡』 東脊振村教育委員会 1980 
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遺構

Fig.79 浦田遺跡周辺遺跡分布図

1 谷渡古墳群 12 上三津栗原遺跡 23 志波医六本松乙遺跡

2 堤土塁跡 13 タヶ里遺跡 24 的遺跡

3 二塚山遺跡群 14 戦場ヶ谷縄文遺跡 25 志波屋六本松遺跡

4 上地遺跡 15 浦田遺跡 26 切畑遺跡

5 船石遺跡 16 西前回遺跡 27 川寄遺跡群

6 切通遺跡 17 松原遺跡 28 利回柳遺跡

7 一本谷遺跡 18 横田遺跡 29 馬郡遺跡

8 下石動遺跡 19 寺ヶ里遺跡 30 吉野ヶ里遺跡群

9 西石動遺跡 20 三津永田遺跡 31 因子一本黒木遺跡

10 西一本杉遺跡 21 下三津前方後円境 32 目達原古墳群

11 山古賀遺跡 22 伊勢塚 33 下中杖遺跡
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浦田遺跡

Fig.80 遺跡周辺地形図
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浦田遺跡

2.遺構

遺構は竪穴住居跡35軒・掘立柱建物跡6棟・溝l条・土墳l基・古墳2基である。遺構の広

がりは，調査の結果から南北に広がるものと考えられるが，これは地形からも首肯される。こ

れらの遺構は近世のSK007土壌を除くと，古墳時代後期と奈良時代末期~平安時代初期に大別

され，その聞は遺構が認められない。

古墳時代の遺構は竪穴住居跡27軒・掘立柱建物跡6棟と古墳2基である。竪穴住居跡は平面が方

形と長方形があり，面積は大きいもので45ぱ，小さいもので7m'を測る。柱穴はほとんどが明確に確

認できなかったが， 4本主柱穴のもの3棟を確認した。 SB015住居跡は竪穴の外側にも数個の

小穴が規則的に回っており，特異な構造をなしていた。カマドをもっ住居跡は11軒存在する。

カマドはほとんどが原形を留めていないが，石材や地山の黄褐色粘質土を用いて築造されてい

る。また，その場所は東・南・西・北の壁面であり，規則性は認められない。掘立柱建物跡は

すべてがA区で検出され，その規模は3間x2聞がl棟 2間x2聞が3棟 1間x1聞が2

棟存在し，比較的小規模な建物である。古墳は調査の関係で墳丘裾の一部の調査と，すでに墳

丘や主体部が浬滅した古墳であるためその構造や規模については定かではない。

これらの遺構は， S B005・024・029住居跡を結ぶ線から北東地区にある遺構と，南西地区に

ある遺構に分けられ，そこには幅20~30mの空白地帯が存在する。南西地区の竪穴住居跡は北

東地区の建物と比べると規模が割合大きしまた，内容的にも須恵器が多く出土している傾向

がみられる。北東地区の竪穴住居跡は，その位置関係から，いくつかのグループに細分される

と思われる。

この時期で特に注目されることは，竪穴住居跡にカマドが出現することである。カマドを持

つ住居跡は全体の40%である。

歴史時代の遺構は竪穴住居跡8軒・溝1条がある。竪穴住居跡は，平面が方形と長方形が存

在するが，そのうち 6軒は方形である。その規模はSBOOl・004・009住居跡の比較的小さな建

物と， S B002・003・006・022の各住居跡の大きな建物に分類される。住居の構造は， S B026 

住居跡以外はカマドにたき出し口をもっ煙道が付き，その位置は北壁か西壁に構築している。

溝は調査区中央をL字形に走り，西から南に水が流れていたものと考えられる。 SB015・024

住居跡を切っている。

これらの遺構はSDOlO溝を境にして2つのグループに分類されるものと思われる。これは，

S B006・009・022住居跡が溝に沿って等間隔に，意識的に配置されていると考えるからである。

この時期の特色は，掘立柱建物が存在しないことと，竪穴住居のほとんどに，たき出し口

つきの煙道付きカマドが存在することをあげることができる。
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(1) 古墳時代

遺構

S 8005住居跡 (Fig.82， PL. 50) 

B区中央の南側に位置する。平面は長方形の竪穴住居跡である。長辺5m，短辺4.4m，深さ

0.15mである。南壁がSB004住居跡によって切られている。明確な柱穴は検出できなかった。

北壁中央にはカマドが確認された。カマドは原形を留めないが，地山の黄褐色粘質土を用いて

構築されている。遺物は床面の中央部から土師器の杯・聾などの破片が出土している。

S 8008住居跡 (Fig.83， PL. 50) 

B区南西に位置する。平面は 1辺約5.6mの方形の竪穴住居跡である。壁は四壁とも残りが良

好で深さ約0.3mで、ある。四隅はいくぶん丸くなっている。柱穴は検出できなかった。北壁の西

側には， 1枚の花闘岩が立った状態で検出され，その付近に灰層と焼土が確認できた。これは，
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Fig. 82 S B 005住居跡実測図
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浦田遺跡

おそらくカマドが存在したものと思われる。なお，竪穴の西南部には大小5個の穴が確認され

たが，その用途は不明である。

S 8011住居跡 (Fig.85， PL. 51) 

B区の北東部に位置する。平面が1辺約3.5mの方形の竪穴住居跡で，深さ0.25mである。柱

穴は確認できなかった。北壁中央部には，長さ0.6m，幅0.8mのカマ ドが黄褐色粘質土を用い

て構築されている。カマド周辺の床面から土師器の杯と聾などが出土した。

S 8012住居跡 (Fig.84， PL. 51) 

B区の南西端に位置する。平面は東壁の長い不整長方形の竪穴住居跡で，長辺3.6m，短辺3.0
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Fig.83 S B008住居跡実測図
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浦田遺跡

m，深さ0.3mである。南側の両隅は揖乱を受けている。柱穴は確認できなかった。出土遺物は

土師器杯・皿，須恵器杯などである。

S 8013住居跡

(Fig. 87， PL. 52) 

B区の北東部に位置し，

S B014住居跡に北接する。

平面が一辺3.7mの方形の

竪穴住居跡である。壁は良

好に残存し，深さ0.2mであ

る。柱穴は，竪穴内には明

確に断定できるものはない。

遺物は床面から土師器の

皿・重などが出土している。
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遺構

S 8014住居跡 (Fig.86， PL. 52) 

B区の北東部に位置する。調査区の関係で完掘できなかった。平面は方形と推測される。西

壁の長さは3.3mで，深さはO.2mである。柱穴は確認できなかった。遺物は，土師器の杯・聾

などが出土している。
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跡遺回浦

PL. 53) S 8015住居跡 (Fig.88， 

A区の西側に位置する。平面は長方形の竪穴住居跡である。長辺6.6m，短辺5.7m，深さ0.15

mである。北壁がSD010溝によって切られているが，その他は残存良好である。竪穴内には多

くの穴があるため，柱穴の断定は難しい。注目されるのは住居跡外の柱穴である。東西南壁の

それぞれの壁に沿い，径0.2~0.3m，深さ 0.3mfまどの穴が 3 個ずつ並ぶ。しかも，南外には，

土師器，この住居跡に伴う柱穴であろう。遺物は，壁のそれは重列になっている。おそらし

須恵器，黒色土器が出土した。

PL. 52) S 8016住居跡 (Fig.89， 

A区の西側に位置し， S B015住居跡に西接， S B017・018住居跡に北接する。平面は 1辺が5m

3ヵ所確認された。遺物は土の方形の竪穴住居跡で，深さ0.2mである。柱穴は北西部を残し，
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S 8017住居跡 (Fig.91， PL. 53) 

A区の西端部に位置する。平面は

長方形の竪穴住居跡で，長辺4.3m，

短辺3.7m，深さ0.3mである。壁は

良好に残存し，四隅がいくぶん丸

みをなしている。柱穴は明確に断定

できるものはない。遺物は，土師器

杯・甑，須恵器杯・紡錘車などが出

土した。

S 8018住居跡(Fig.92， PL. 54) 

A区の西端部にある SB017住居

跡の東側に接している。平面は長方

形の竪穴住居跡である O 長辺5.9m，

短辺5.3m，深さ0.3mである。壁は
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浦田遺跡

良好に残存している。柱穴は不明である。遺物は土師器の杯・聾，須恵器の杯が床面から出土

した。

S 8019住居跡 (Fig.90， PL. 54) 

B区の東端中央に位置する。平面は 1辺2.5mの方形の小型竪穴住居跡で，深さ0.1mである。

北壁にカマドが構築されている。カマドは長さ0.8mで，煙出しが壁外にまでのびている特徴を

有す。遺物は土師器， 須恵器の杯が出土している。

S 8020住居跡 (Fig.93， PL. 55) 

A区の西南隅に位置する。 平面は長方形の竪穴住居跡である。長辺6.5m，短辺5.8m，深さ0.3
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Fig.92 S B018住居跡実測図
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遺構

mである。壁はほぼ垂直に立ち，四隅はいくぶん丸みをなしている。柱穴は，径O.2mのもの

が4個中央部に確認された。床面は中央部分が周壁周辺部よりもいくぶん盛り上がり ，堅く

固められている。西壁中央には幅O.6m，長さO.8mのカマドが黄褐色粘質土を使用して構築さ

S 8021住居跡 (Fig.94， PL. 56) 

A区の西南部に位置する。平面は一辺6.9mの方形の竪穴住居跡である。壁はほぼ垂直に立ち，

深さO.35mである。東壁は外側に張り出して丸味を有す。柱穴は，径O.3mのものが3個確認で
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浦田遺跡

きた。床面は中央部が若干盛り上げられて，堅く固められている。南壁中央にはカマドが構築

され，その東側で土師器杯，須恵器高杯などの多量の遺物が検出された。
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遺構

S 8023住居跡 (Fig.95， PL. 57) 

A区の北東部に位置する。平面は長方形の竪穴住居跡で長辺6.2m，短辺5.8m，深さ0.23m

である。柱穴は径約0.3m，深さ約0.4mで， 4 f固が中央部に2.7m間隔で配置されている。北壁

中央部には幅 1m，長さ0.8mのカマドが構築されている。カマドの西側床面と，竪穴中央床面

には土師器と須恵器の杯・聾などが一括して出土している。

S 8024住居跡 (Fig.96， PL. 56) 

A区中央の東側に位置する。平面は長方形の竪穴住居跡で，長辺5.3m，短辺4.8m，深さ0.31
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浦田遺跡

mである。北側をSDOIO溝に切られている。壁は四壁ともほぼ垂直に立ち上り，残存も良好で

ある。柱穴は3個確認されている。住居の南西壁中央には幅0.9m，長さ0.8mのカマドが，地

山の粘土と花闘岩を用いて構築されている。遺物は少量の土師患の杯・警などが埋土中から出

土している。

S 8025住居跡 (Fig.97， PL. 57) 

A区中央の北端に位置する。調査区の関係で住居跡の完掘はできなかったが，平面は方形と

推測される。南壁は長さ5.2mである。壁はほぼ垂直に立ち，深さ0.21mである。南壁と床面の

一部は撹乱を受けている。柱穴は不明である。遺物は土師器が少量出土した。

S 8027住居跡 (Fig.98， PL. 59) 

A区の北東端部に位置する。調査区の関係で完掘できなかった。平面は方形と考えられる。
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遺構

南壁の長さは5.1m，深さ0.2mである。住居跡の東南部は揖乱を受げている。床面は堅く 固め

られ，柱穴は不明で‘あるが西南部に 3ヵ所の穴が存在する。遺物は東南の床面から土師器の杯・

聾 ・甑が出土した。
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Fig. 97 S B 025住居跡実測図
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S 8028住居跡

(Fig. 100， PL. 58) 

A区の北東部に位置す

る。平面は長方形の竪穴

住居跡である。長辺5.5

m，短辺4.2m，深さ0.18

mである。柱穴は不明で

あるが，床面北側にある

2ヵ所の穴は柱穴の可能

性もある。西壁中央には

幅0.8m，長さ 1mのカマ

ドが花嗣岩を用いて構築

されている。遺物は土師器

の杯・聾・甑などが埋土

中より出土している。 O 

浦田遺跡

、、
O O 

1 初F考
Fig. 99 S B029住居跡実測図
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遺構

S 8029住居跡 (Fig.99， PL. 59) 

A区の中央に位置する。東 ・西・南の壁が損壊を受けているが，床面と北壁から推定すると

方形の竪穴住居跡と思われる。北壁の長さは3.55mである。柱穴は中央に 4個あり，それぞれ

1mの間隔で方形に配置されている。柱穴の規模は径O.25m，深さO.45mである。北壁中央に

は幅O.9m，長さO.8mのカマドが構築されている。カマド全面の 2個の花筒岩は，火が当たっ

た形跡がある。遺物は土師器の杯・鉢・聾などが埋土中から出土している。

S 8036住居跡 (Fig.101， PL. 60) 

C区の北端に位置する。平面は長辺5.83m，短辺5.56mの方形の竪穴住居跡である。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり，深さ0.13mで、ある。東壁の中央部の一部は削平されている。床面はほぼ

水平に堅く固められている。柱穴は床面の中央から西側に 4個だけを確認することができた。

?l 
J 

O ο 。
。 。

.-........ 

L=40.00m 

ち務ゑWゑタmwタ物??1
Fig. 101 S B 036住居跡実測図
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浦田遺跡

径0.3m，深さ0.3mである。南壁中央にはカマドが構築されている。遺物は土師器の聾が少量

埋土中から出土した。

S 8037住居跡 (Fig.102， PL. 60) 

C区の北西部に位置する。平面は一辺4.4mの方形の竪穴住居跡で、ある。壁はほぼ垂直に立ち

上がり，深さO.13mである。床面は，中央から北東の隅にかけて少し高められており，堅く固

められている。柱穴は不明であるが，床面に径0 . 1O~0.45m，深さ 0.1~0.5mの穴が 7 個確認

されている。遺物は土師器の杯などが埋土中から出土した。

S 8038住居跡 (Fig.103， PL. 60) 

C区の中央に位置する。平面は西壁部分が調査区の関係で完掘できなかったが，残存してい

る壁から推測すると，長方形と考えられる。長辺で4.4m，深さ0.17mで、ある。床面は堅く固め

られている。柱穴は不明であるが，北東隅に用途不明の穴が確認された。北壁中央には幅0.8m，

O J 

O 

39.80m 

考グ反タマ弘グm
Fig. 102 S B 037住居跡実測図
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遺構

長さ 1mのカマドが茶褐色粘質土で構築されている。

S 8039住居跡 (Fig.105， PL. 61) 

C区の南側に位置する。住居跡の東側半分しか発掘できなかった。残存状況から推測すると，

平面が長方形の竪穴住居跡と考えられる。東壁の長さは5.7m，深さ0.2mである。床面の中央

部分から北側にかけて高められ，堅く固められている。柱穴は不明であるが，中央部に径0.2

~0.4m，深さ 0.2~0.5mの穴が 5 個確認された。遺物は土師器の杯と聾が少量埋土中から出

土した。なお， S B039住居跡の南にSB040住居跡が存在するが，両者の関係は， S B039がS

B040の北西隅を切っていることが確認されている。

S 8040住居跡 (Fig.106， PL. 61) 

C区の南側に位置する。 SB039とSB041住居跡にはさまれるように存在し，北側にある S

B039住居跡に北西コーナーを切られている。平面は一辺 5~5.4mの方形の竪穴住居跡である。

壁は南側が0.3m，その他

の壁は0.14m程度である。

床面は西壁近くが若干盛

り上がっている。カマド

は構築されていない。柱

穴は検出できなかった。

遺物は出土していない。

本住居跡は遺物が出土し

ていないために正確な時

期は不明であるが 6世 ¥ 

紀後半の SB039住居跡

によって切られているこ

とから少なくともそれ以

前である。
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遺構

S 8041住居跡 (Fig.104， PL. 61) 

C区の南側に位置する。住居跡は東側部分しか発掘できなかったが，平面は長方形と推測さ

れる。南北方向の長さは4.6m，壁の深さは0.15mである。壁はほぽ垂直に立ち上がり，北東隅

は平面が若干丸くなる。床面はほとんど水平で，堅く固められているが，北東隅の部分はいく

ぶん低くなっている。柱穴は不明であるが床面の南西部に 3個，北東部に 1個穴が存在する。

遺物は出土していない。

S 8042住居跡 (Fig.107， PL. 62) 

C区の南端に位置する。平面は一辺2.5mの方形の竪穴住居跡で，深さ0.4mである。柱穴は

検出できなかった。北壁中央に幅0.7m，長さ0.6mのカマドが確認された。カマドは中心部を

幅0.25m開けて，両側を幅0.2m，高さ0.2m，長さ0.6mほど白色粘質土で構築しているo遺物

は，埋土中から土師器の杯と皿，黒色土器が出土した。
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浦田遺跡

S 8043住居跡 (Fig.108) 

A区北側中央に位置する。東側が半分ほど削平されているが，残存部分から推測すると，平

面方形の竪穴住居跡である。残存している西壁の長さは3.7m，深さ0.2mである。柱穴は不明

であるが，西南隅で径0.25m，深さ0.15mの円形の穴が確認された。

S 8030掘立柱建物跡 (Fig.109) 

A区の中央に位置する。 1間x1聞の掘

立柱建物跡である。桁行長2.15m，梁行長

2.10mである。柱穴は径0.4m前後で，深さ

O.4mである。東西両側にも 2個の柱穴があ

る。両者を結ぶ線は梁行と同方向で，桁行

の中聞を通る。建物方位はN14
0

Eである。

S 8031掘立柱建物跡

(Fig. 110， PL. 62) 

A区の南に位置す

る。 2間x2聞の掘

立柱建物跡である。

桁行長3.6m，梁行

長3.2mである。柱

穴掘形は円形で，径

0.3-----0.6m，深さ

0.4-----0.9mで、ある。

総柱の建物と推測さ

れるが，南東隅の 2

個の柱穴は調査区の

関係で発掘できなか

った。建物方位はN

650 Eである。
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Fig. 107 S B 042住居跡実測図

O 
ず〆

i 
寸寸寸/ハ

イ
¥/

〈

どへ〆
〈

ー人

ノ人'人

メヘ
メ
人 L =40.20m 

2夜放山rAil。 1 

Fig. 108 S B 043住居跡実測図

-138一



。

遺 構

g-

.....:l 

Lニ38.60m

図

ー

ー

ー

狙
制実跡物建柱立掘ハリqJ

 

A
りB
 

Q
u
 

nu 
A
U
 

U
b
 
F
 

y 

O O 

m
 

A
U
 

q
J
 

a
l-
-
l
ll

A

U

 

m何
一
川
、

H
3一一
τ
L
 

12m  

5
0的

12m  

Fig. 110 S B 031掘立柱建物跡実測図

- 139 -



S 8032掘立柱建物跡

(Fig. 111， PL. 63) 

A区中央の東側に位置

する。 2間X2聞の掘立

柱建物跡で，桁行長3.8

m，梁行長3.0mである。

柱穴は径0 . 3~0 . 4m ， 深ミミ
さ 0.3~0. 4mである。建

物方位は真北である。

S 8033掘立柱建物跡

(Fig. 114， PL. 63) 

A区中央の東側に位置

する。 3間x2聞の掘立

住建物跡で，桁行長5.15

m，梁行長3.25mである。

柱穴は径0. 3~0. 4m ， 深

さ 0.3~0 .6mである。 S

B033掘立柱建物跡は6棟

の建物の中で最も規模的

に大きい。建物方位はN

2.Wである。

S 8034掘立柱建物跡

(Fig. 113， PL. 63) 

A区中央の東側に位置

する。 2間x1間の掘立

住建物跡で，桁行 ・梁行

長ともに2.8mである。柱

穴は径0 .3~0. 5m ， 深さ

0. 3~0. 5mである。

浦田遺跡
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Fig.111 S B032掘立柱建物跡実測図
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Fig. 112 S B 035掘立柱建物跡実測図
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建物方向はN13
0

Eである。

S 8035掘立柱建物跡 (Fig.112) 

A区中央の東側に位置する。 2

問x2問の掘立柱建物跡で，桁行長

3.3m，梁行長2.9mである。柱穴径

0.2"'0.3m，深さ0.2"'0.4mである。

建物方位はほぼ真北である。
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Fig. 113 S B 034掘立柱建物跡実測図
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浦田遺跡

(2) 歴史時代

S 8001住居跡 (Fig.115， PL. 64) 

B区の東南端に位置する。平面は一辺3.4mの方形の竪穴住居跡である。壁はほぼ垂直に立ち

上がり，深さ0.5mと非常に残りが良好である。柱穴はカマドの前面，中央部，南壁のそばに各

1 個検出した。穴は径0.2~O.3m，深さ 0.1~0.2mである。北壁中央に煙道付のカマドが検

出された。カマドは幅0.8m，長さ0.6mの規模で北壁画には径0.4mの煙道がある。煙道はカマ

ドの奥の床面から北へ僅かに下がりながら1.2mのび， 0.85mほど垂直に上がる。遺物は土師器

の杯・聾が若干出土した。

S 8002住居跡 (Fig.116， PL. 64・65)

B区中央の南側に位置する。平面は方形の竪穴住居跡である。長辺4.7m，短辺4.4m，深さ

0.3mで、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。床面は中央部分が少し高くなり，堅く固めら

れている。柱穴は不明である。北壁中央に煙道付のカマドがある。カマドは幅0.9m，長さ0.6
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Fig. 115 S B 001住居跡実測図
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遺 構

mの規模で，褐色粘質土を用いて構築されている。カマドの中心部は一辺0.4m，深さ0.2mの落

ち込みがある。このカマドの奥壁に煙道が取り付くが，煙道の径は約0.2mである。煙道は壁面

から僅かに下がりながら北へ104mのび， 0.6mほど垂直に上がる。東側に近接する SB003住居

跡を切る。遺物は土師器の杯・皿・聾，須恵器の杯や黒色土器がカマドの近くの床面から出土

した。

S 8003住居跡 (Fig.117， PL. 65) 

B区の南側に位置する。平面は方形の竪穴住居跡である。長辺4.5m，短辺4.4m，深さ0.23

mで、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は中央部が僅かに高められ，堅く固められている。
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S B002住居跡実測図
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浦田遺跡

柱穴は不明であるが，床面の北西部にある 4個の穴と南西隅の穴を検出した。西壁中央に煙道

付のカマドがある。カマドは幅 1m，長さO.6mで褐色粘土を使用して造られ，石材等は検出さ

れなかった。カマドの中央部落ち込みの床面と，住居内の床面との比差は，約O.lmカマド内の

床面が低い。煙道の径は約O.3mである。煙道は西外側へ急な傾斜で約1.75m降り， O.6mほど

垂直に上がる。本住居跡の煙道の傾斜が7軒の中では最もきつい。西側に SB002住居跡がある

が，前後関係はSB003がSB002に切られることを確認している。遺物は土師器杯・皿を検出

した。

S 8004住居跡 (Fig.118， PL. 66) 

B区の南側に位置する。平面は方形の竪穴住居跡である。長辺4.1m，短辺3.8m，深さ0.15

mである。壁は若干傾斜をなしている。床面は，中央から北東部にかけて少し高められ，堅く

固められている。北東部は東壁に接続している関係から，入口の土間とも考えられる。柱穴は
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Fig.117 S B003住居跡実測図
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遺 構

不明である。北壁中央

に煙道付のカマドがあ

るO カマドは幅0.8m，

過(
長さ0.4mで，中央落ち

込みの床面は住居内の

床面より0.15mほど低

い。煙道は天井部がか

なり削平されているが

径0.35mである。カマ

ドの奥壁から北外側へ ぶ刈| /1 l¥  @> 

少し下がりながら約

1.35mのびる。垂直に

立ち上がる部分は2段

になっている特色を有
ぶ対 ハ¥ a品。

す。遺物は土師器の杯・

聾などが出土した。 さ守ふと.:j r吋
11 

S 8006住居跡
、、q

(Fig. 119， PL. 66・
L=38.40m 

67) 

B区中央の南端部に

位置する。平面は長方

形の竪穴住居跡であ Fig.118 S B004住居跡実測図

る。長辺4.75m，短辺3.8m，深さ0.37mである。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。床面は中

央から北側が堅く固められ，西・南壁の近くの床面は少し低い。柱穴は不明である。西壁中央

と北壁中央から西よりに煙道付のカマドが2ヵ所存在する。西壁のカマドは幅 1m，長さ0.8m

あり，北壁のカマドは幅1.2m，長さ 1mである。両者とも床面よりカマド内の底面が低くなっ

ている。煙道はカマドの奥壁から外方へ1.1mほどのびるが，北側の煙道が僅かに傾斜するのに

比べて，西側煙道のそれはかなりきつい。煙道の径は両者とも0.25mほどである。立ち上がり

は垂直で、なし西側のそれは傾きをもっている。また，西側煙道の煙出しの外側には径0.45m

の性格不明の穴がみられる。遺物は土師器の杯・皿，砥石が出土している。
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浦田遺跡
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Fig.119 S B006住居跡実測図

S 8009住居跡 (Fig.120， PL. 67) 

B区の中央に位置する。 SD010溝が直角に方向を変換する地点にあたる。長辺3.6m，短辺

3.5mの平面方形の竪穴住居跡である。壁の残存状況は良好で，深い部分で約0.55mである。壁

は僅かに傾斜をなしている。床面は水平で、あるが，四隅は中央部分より低くなっている。住穴

は東壁と南壁の近くに，それらしきものを確認しただけである。北壁の中央に煙道付きのカマ

ドを検出した。カマド内の底面には灰と焼土が少量残存していた。煙道は，北外側へ僅かに高
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遺構

⑥ 

EON-
∞的
H
J

L =38.20m 

。 1 2m 

Fig. 120 S B 009住居跡実測図

まりながら約1.2mのび，0.4mほど垂直に立ち上がり煙出しへと続く。 煙道の径はカマ ドとの

接続部分で径0.35m，立ち上がる部分で0.18mとせばめられている。遺物は土師器の杯 ・聾 ・

甑などが出土した。

S 8022住居跡 (Fig.121， PL. 68) 

A区中央の南に位置する。平面は方形の竪穴住居跡である。長辺5.2m，短辺4.8m，深さ0.55

mである。 壁はわずかに傾斜をなしている。 床面の中央部は堅く固められ，四隅は中央部に比

べわず、かに低い。床面に大 ・小7個の穴を検出したが，柱穴としての配置関係は不明である。

北壁中央には煙道付のカマドがある。カマドは僅かに両側壁に用いた黄褐色粘質土が残るだけ

である。煙道は北外側へ僅かに下がりながら約1.5mのび，0.65mほど垂直に立ち上がる。煙道
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S B022住居跡実測図Fig. 121 

の径はカマドとの接合部分で約0.2m，立ち上がる部分で約0.45mと大きくなっている。遺物l

土師器と須恵器の杯・警や黒色土器が出土した。

S 8026住居跡 (Fig.122) 

A区の北東に位置する。平面は方形の竪穴住居跡である。長辺4.5m，短辺3.9m，深さ0.41

である。壁は僅かに傾斜している。柱穴は不明。南西隅には長径1.3m，短径1.0m，深さ約O.

mの平面卵形の土壌がある。出土遺物から歴史時代の住居跡にしたが，他がいずれも煙道付:
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のカマドを有するのに，

本例だけが例外である。

出土遺物は土師器杯・

皿，黒色土器である。

SD010溝

( Fig. 123， PL. 68) 

溝はA区を東西に走

り， A区と B区の境で

方向を直角に転じ， B 

区では南北に走る。調

査区域内だけでも，総

延長約100mを確認し

ている。断面は場所に

よって異なり，逆台形，

U字形などを呈す。断

面逆台形の箇所で上端

幅2.1m，下端幅1.lm，

深さ1.25mである。最

も深い部分では1.5m

を越える。土層は基本

的に三層に分かれる。

I層は明褐色土で大粒

の砂粒を多く含む。 V

層は明黒色土で細砂粒

を含む。 VII層は明褐色

土で粘質が強く，小石

や砂粒を含む。溝中か

らは土師器が大量に出

土している。

遺 4蕎

J 

EON-o-VH川
、
同

ZタルW751 2m 

Fig. 122 S B 026住居跡実測図

I 

II 

V場:

。 1 2m 

Fig. 123 S D010溝土層図

ー 149←

I層明褐色土層大粒の砂粒を多く含む層

II JJ 黒色土層 I層より黒く砂粒を含む

がI層みたいな大粒の砂

粒を含まない層

!llJJ 乳褐色土層砂粒をあまり含まない層

であるが、大粒の砂粒を

少し含む。全体的に白っ

ぽい感じの層である。

明褐色土層 II、IIIの土が混りあう層

明黒色土層 細砂粒を含む層

褐色土層大粒の砂粒、小石を含む

層で若干の粘土質を持つ

層。

明褐色土層 粘土質の強い層で小石、

大粒の砂粒を含む層であ

る。



浦田遺跡

L二 39.00m

議5
Fig. 124 S K007土壌実演u図

goo-品目
り

H
H
A

12m  

S K007土壌 (Fig.124)

B区の北に位置する。平面は不整楕円形である。長径4.0m，短径2.9m，深さO.4mである。

遺物は近世陶磁器類が多量に出土した。浦田遺跡では近世の遺構は本例のみである。土壌の性

格等については不明。
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遺構

Tab.3 浦田遺跡住居跡 一 覧表

法量 カマド
遺構番号 地区 平面形 煙道 時 期 遺 物 備 考

長辺X短辺X深さ(m) 有無位置

S BOOl B 方形 3.4x3.4xO.5 有 北 有 8世紀後半 土師器杯・斐

S B002 B 方形 4.7x4.4xO.3 有 北 有 9世紀前半 土器杯師，器黒杯色・土皿器・斐，須恵 S B003を切る

S B003 B 方形 4.5x4.4 XO.23 有 西 有 8断諒~ 9世紀前半 土師器杯・皿 S B002に切られる

S B004 B 方形 4.1x3.8xO.15 有 北 有 8世紀後半 土師器杯・斐 S B005を切る

S B005 B 長方形 5.0x4.4xO.15 有 6世紀 土師器杯・斐 S B004に切られる

S B006 B 長方形 4.75x3.8xO.37 有
二泊所
有 8世猷~ 9幽部}半 土師器杯・皿・砥石北・西

S B008 B 方形 5.6x5.3 XO.3 有 it 6世紀中~ 6世紀後半 土師，須器恵杯器・杯査・・手控土器 理

S B009 B 方形 3.6 x3. 5 xO .55 有 it 有 8世紅後~9世紀前半 土師器杯・窒・甑

S BOll B 方形 3.5 x 3.4 x 0.25 有 北東 6世紀 土師器杯・椀・鉢・皿・斐

S B012 B 耳霊長胡形 3.6 x3.0 XO.3 無 6世紀 土師器杯・皿，須恵器杯

S B013 B 方形 3.7x3.6xO.2 有 北東 6世紀 土師器皿・斐

S B014 B 不明 3.3x xO.2 有? 6世紀 土師器杯・I

S B015 A 長方形 6.6x5.7xO.15 無 6世紀後半

I離主主
SDOI0に切られる

S B016 A 方形 5.0x4.7xO.21 無 66世世紀紀前中半頃~ 
S B017 A 長方形 4.3x3.7xO.3 無 6世紀後半

S B018 A 長方形 5.9x5.3XO.3 無 66世世紀紀後中頃半~ 土師器杯 ・斐，須恵器杯
S B019 B 方形 2.6x2.5xO.l 有 東 6世紀 土師器杯，須恵器杯

S B020 A 長方形 6.5x5.8XO.3 有 西 66世世紀紀後中半頃~ 土師器杯・聾，須恵器杯

S BQ21 A 方形 6.9x6.5xO.35 有 南 6世紀中頃 土須師恵器器杯杯・高高杯杯・・壷・甑，
主要，石斧!

S B022 A 方形 5.2x4.8XO.55 有 北 有 8由昧~9幽E前半 土師器杯・鉢・婆，黒色土器

S B023 A 長方形 6.2x5.8XO.23 有 北 6世紀後半 杯土空軍・師受幹器杯・整査，・須袈恵・甑器， 

S B024 A 長方形 5.35 x 4.85 x 0.31 有 南西 66世世紀紀後中頃半~ S DOI01こ切られる

S B025 A 方形 5.2x x 0.21 無 6世紀

S B026 A 方形 4.5x3.9XO.4 無 8世紀末 土師器杯・皿，黒色土器

S B027 A 方形 5.1 x XO.2 無 6世紀 土器杯師器杯・斐・甑，須恵

S B028 A 長方形 5.5x4.2XO.18 有 西 66世世紀紀後中頃半~ 土師器杯・皿 ・斐・甑
S B029 A 方形 3.55x xO.14 有 北東 6世紀後半 土師器杯・鉢・斐

S B036 C 方形 5.83 x 5.56 x 0.13 有 北 6世紀 土師器窒

S B037 C 方形 4.4X4.4XO.13 無 6世紀 土師器杯

S B038 C 長方形 4.4x x 0.17 有 it 6世紀

S B039 C 不明 5:7x xO.2 無 6世紀後半 土師器杯・斐 S B040を切る

S B040 C 方形 5.4x5.0xO.14 無 6世紀 S B039に切られる

S B041 C 不明 4.6X xO.15 無 6世紀

S B042 C 方形 2.57 x2.4 xO.4 有 it 6世紀後半 土師器杯・皿，黒色土器

S B043 A 方形 3.7x xO.2 無 6世紀

Tab.4 浦田遺跡掘立柱建物跡 一 覧表

遺構番号 地区 規模(間) 桁行 梁行 方 位 時 期 遺 物

S 8030 A 1 x 1 2.15(m) 2.10(m) N14
0E 6世紀

S 8031 A 2 x 2 3.60 3.20 N65
0E 6世紀

S 8032 A 2 x 2 3.80 3.00 真北 6世紀
S 8033 A 3 x 2 5.15 3.25 N2

0

W 6世紀末 須恵器杯

S 8034 A 2 x 1 2.80 2.80 N13
0E 6世紀

S 8035 A 2 x 2 3.30 2.90 真北 6世紀
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浦田遺跡

3.遺物

(1) 縄文時代

縄文時代の遺物は，土器23点，石器24点で表土層，表土層下層(黒色土層)，遺構検出面より

出土した。当遺跡の北方250mに戦場ヶ谷縄文遺跡があり，この他周辺の遺跡より縄文土器が採

集されており，この辺一帯には縄文時代の生活跡があったと考えられる。

土器 (Fig.125・126，PL. 70) 

土器は縄文時代早期の押型文土器から晩期の黒色研磨土器までの各時期の土器が出土してい

る。その中でも前期の曽畑式土器が大半を占める。

1~3 は深鉢の胴部の外面に楕円押型文を施し，内面ナデ調整の押型文土器である。 2 ・ 3

の土器の施文は大粒の楕円を施し，器壁が厚い。色調は黒褐色~明褐色で胎土に多量の砂粒を

含む。

4~15は曽畑式土器である。 4 ~ 8， 9 ~ 15には若干の時間差が認められ，これを大きく 2

つに大別し仮に曽畑 I・11と呼ぶ。曽畑 Iはもっとも基本的なタイプとしてとらえられている

もので，整然とならぶ幾何学文様や細線で深く刻み込んだ羽状文・綾杉文がみられる。 4~8

はすべて深鉢形の口縁部付近や底部付近の胴部片である。すべて滑石を多量に含み色調褐色~暗

褐色を呈す。曽畑11は本来の曽畑式土器のすがたをもっているが，文様構成にみだれが生じ，

数条の平行横線の沈線に交わる縦線の沈線文や，短沈線，幾何学文様の沈線文が組み合わされ

る。曽畑 Iに比べ滑石の混入も少なくなる。色調明褐色~黒褐色を呈す。

16・17は中期の阿高式土器で凹線文を主体とする深鉢の胴部である。文様はいわゆる「太形

凹文」とよばれるもので渦線文・曲線文を描くが，細片のためその文様構成ははっきりしない。

胎土には滑石を多量に含んでおり色調は16が赤褐色， 17は黒褐色を呈す。 18は後期の鐘ヶ崎式

系の口縁部である。口縁部はくの字状の断面をなし波状になり，この外面にへラ描沈線文と磨

消縄文を施す。色調明褐色で内外面ともに研磨がされている。

19~22は晩期の浅鉢・深鉢の研磨土器である 。 19は口縁部外面に 2 条，内面に 1 条の沈線を

持ち，屈曲する肩の部分にも 1条の沈線を持つ。色調は外面黒色，内面褐色を呈す。 20は口縁

部外面に 2条の沈線を持ち，大きく屈曲する肩の部分にも 1条の沈線を持つ。色調内外面とも

に赤褐色を呈し，かなり入念な研磨が行われている。 21は磨耗のためはっきりしないが，ゆる

やかな波状口縁部に 1条の沈線を持つ。色調は乳褐色を呈し，部分的に研磨の跡がみられる。

22は口縁部上面に 1条の沈線を持つ。色調は明褐色を呈す。

23は晩期の警の底部で大きめで若干の上げ底になる。調整はナデにより，色調は明褐色で胎

土に細砂粒を含む。底部外面には木の葉の葉脈の跡が残る。
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Fig. 126 縄文土器実測図(2)

石器 (Fig. 127~ 129， PL. 85) 

浦田遺跡より出土した石器は47点で，そのうち35点を図示した。時期については，遺構に伴

うものがなく 時期決定に欠けるが，ここでは，石槍 ・石鍬・石匙 ・スクレパー ・剥片 ・石錐 ・

石錘の各々遺物を，特徴 ・形態などにより縄文時代の遺物と考え説明を行っていきたい。また

この他にも縄文時代の石器と考えられるものがあるが，それらについては，195頁の石器の箇所

で説明を行っている。

石槍 (Fig.127-24， PL. 85) 

安山岩(サヌカイ ト)製の石槍である。パティナが新しく縄文時代の遺物と考える。表裏とも

に一次調整の剥離を残し，周辺部に二次調整の組雑な剥離を残す。また片面には，一次剥離面

を大きく残している。 SB018住居跡埋土中出土。

石鎌 (Fig.1 27-25~32， PL. 85) 

25は平基の安山岩(サヌカイト)製で基部の扶りがなく五角形の大型のもので剥離が粗雑で

厚味がある。長さ4.6cm，幅2.3cmo B区表採。 26は安山岩(サヌカイト)製で，二等辺三角形

になり側辺はやや弓なりになる。脚部の挟りはわずかに内湾する。 B区SB009住居跡埋土中出

土。 27は乳白色の黒曜石製で二等辺三角形をなし，基部は大きく挟りが入り長脚で先端は尖る。

S B020住居跡出土。28は安山岩(サヌカイト)製で正三角形をなし，基部の扶りが体長の~近く
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遺物

まで入り脚部がはっきりする。また両側辺部には鋸歯状の扶りが入る。 C区表採。 29は黒曜石

製で，基部の扶りが深く入り脚部ははっきりし，主要剥離面を多く残す。 B区南側表土下層出

土。 30は黒曜石製で，正三角形で脚部は欠損するが，扶りの深いものであろう。また脚部の一

部に主要剥離面を残す。 B区南側表土下層出土。 31は黒曜石製で三角形をし，基部の扶りは小

さいが，脚部欠損のためはっきりしなし、一部主要剥離面を残す。 C区北側出土。 32は黒曜石

製で，体部から脚部へ移る所に段を持ち，全体として五角形である。基部の扶りは小さく，片

脚を欠損する。 C区表採。

Cここユ
24 25 

くご>

A-A禽《
i くここ〉

く〉
26 27 28 

識換
1 

A-A 
，ヘ

A 
〈こ〉

てこ〉 29 30 31 

。 5cm 

換金一

Fig.127 石器実測図(1)

155 



浦田遺跡
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Fig.128 石器実測図(2)
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石匙

(Fig. 128-33~36， PL. 85) 

33は安山岩(サヌカイト)の

横長剥片を素材として，ほぽ全

周に入念な剥離を行い背部と刃

部を作っており，つまみを持つ。
33 
表裏ともに大きく主要剥離面を

残す。 34は安山岩(サヌカイト)

の横長剥片を素材とする。ほぽ

全周に剥離を行い背部・刃部を

作り，特に刃部は，剥離が丁寧

に行われている。つまみを持ち，

表裏ともに主要剥離面を残して

いる。 A区表土採集。 35は安山

岩(サヌカイト)の横長剥片を

素材とする。ほぼ全周に粗雑な

剥離を行い背部と刃部を作って

おり，大きく主要剥離面を残す。

36は安山岩(サヌカイト)の縦

長剥片を素材とする。背部両側

縁に凹状の加工を加えつまみを

作り出しており，刃部は大剥離

面の両側縁部に細かな二次加工

が加えられている。また表裏と

も素材となる剥片の形を多く残

している。 B区南側表土採集。

38 

10cm 
~ 

石錐(Fig.128-38， PL. 85) 

安山岩(サヌカイト)の横長

剥片を素材としている。両面か

らの小さな剥離で先端部を作り

出している。主要剥離面を一部

残し，先端部は欠損している。

A区北側出土。



石錘 (Fig.128-37) 

自然の礁を利用して作ったも

ので，縦に一条の浅い沈線を残

す。

スクレイノfー

(Fig. 129-39~41 ， PL. 85) 

39は良質の安山岩(サヌカイ

ト)を素材としたもので，平坦

な瞭面を打点とした不定形の剥

片を利用している。剥片の刃部

は小さな剥離が施され全体に組

雑な作りである。A区北側表採。

40は安山岩(サヌカイト)を素

材としたもので，大型の石核か

ら剥離された剥片の先端に小

さな剥離を施して刃部を作りだ

している。背面に自然面を残す。

B区南側表土下層出土。 41は安

山岩(サヌカイト)の横剥ぎ剥

片を素材としている。背面には

自然面を残し，剥片の一辺に

小さな剥離を施し刃部を作り出

している。 B区南西部表土下層

出土。

剥片(Fig. 129-42， PL. 85) 

鈴桶型石核から剥がされた黒

曜石の縦長剥片である。上下か

らの剥離のあとが残り，刃部に

は歯こぽれがみられる。 A区北

側出土。

遺物
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Fig.129 石器実測図(3)
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浦田遺跡

(2) 古墳時代

古墳時代の遺構は，竪穴住居跡，掘立柱建物跡などを検出した。ここでは，本遺跡出土の古

墳時代の遺物を一括して，須恵器，土師器に分け各々の遺物の特徴を述べていく。なお，土師

器の蓋形土器等については，歴史時代の遺物を含め一括して分類，記述を行っていきたい。

須恵器 (Fig. 130~ 132 PL. 71・72)

須恵器はSB016・018・021・027などの各住居跡，掘立柱建物跡などより出土し，出土量は

少ない。器種としては蓋・杯・高杯・聾・題などがあり，特に葦・杯が大半を占める。時期的

には6世紀初頭から後半の遺物である。個々の土器出土地点については， Tab5:浦田遺跡出

土土器一覧表を参照されたい。ここでは各器種ごとに分類を行い，その特徴について述べる。

董 (Fig. 130-43~57， PL. 71) 

蓋は15個体以上出土しており，図示した15個体を形態により， A. B ・C・Dに大別する。

蓋A (43~48) 

器高が比較的高く，天井部は丸くなる。体部は長くハの字状に外に聞くもので，口縁端部に

段を有す。口縁端部の形状及び体部の聞き方でa，bに細分する。

蓋Aa(43~45) 天井部が丸味を持ち，口径に対して器高がやや高い。口縁端部はシャー

プであり，明瞭な段を持つ。また天井部と体部の境にも段を有し，体部は直線的に外下方へ開

く。天井部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。

蓋 Ab (46~48) 天井部が丸味を持ち口径に対して器高は低くなる。口縁端部にはにぶ

い段を持つ。天井部と体部の境に段を有し，体部は大きく外下方へ開く。体部に比べて天井部

が低い。天井部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。

蓋8 (49~55) 

蓋Aに比べ天井部は平坦になり，口径に対して器高は低い。口縁端部には明瞭な段がなくな

り丸くなる。体部の長さ，体部と天井部の境に段を有するものと有さないものの違いにより，

さらに a，bに細分する。

蓋 Ba(49・50) 大きくハの字状に開く長い体部を持ち，体部に比べ天井部は低い。体部と

天井部の境は段がなく，口縁端部は丸くなる。天井部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を

行う。

蓋Bb(51~55) ノ¥の字状に開く短い体部を持ち，体部に比べ天井部は低い。体部と天井部の

境には段を持ち，口縁端部に段を持つものと持たないものがあり丸くなる。天井部外面はへラ

ケズリ調整，他はナデ調整を行う。
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浦田遺跡

蓋C(56) 

口径15.6cmと比較的大きく，体部と天井部の境がはっきりしない。口縁端部には明瞭な段を

持ち尖る。器高に対し口径が大きい。天井部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。

蓋D(57) 

口径15.0cmと比較的大きく，体部と天井部の境がはっきりせず丸くなる。口縁端部には，か

すかに残る段を持ち丸くなる。天井部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。また天井

部には4.5cmの直線のへラ記号を持つ。

杯 (Fig. 130-58~69， 132-70~78， PL. 71・72)

21個体以上出土しているが，形態により A・B・C・D・E'Fに大別できる。

杯A(58-60) 

立ち上がりを持つもので法量により便宜上1(口径12cm未満)，11 (口径12cm以上)に分ける。

杯A1 (58・59) 立ち上がりが立ち気味に内向しており，杯が深いものである。立ち上が

りが長く，シャープで口縁端部にわずかながら段を持つ。底部外面はへラケズリ調整，他はナ

デ調整を行う。口径11.2~11. 8cm，器高4.8cmを計る。

杯A11 (60) A 1と形態的特徴はほぼ同じで，口径12.8cm，器高約4.3cmを計る。

杯B(61-64) 

立ち上がりを持つもので，立ち上がりの形態により a，bに細分する。

杯 Ba(61) 立ち上がりが立ち気味に内向しており，杯が深いものである。立ち上がりが杯

Aに比べ短く，口縁端部はまるくシャープさを欠くもので，受部は水平に外方へのびる。底部

外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。口径10.2cm，器高4.6cmを計る。また立ち上がり

内面に 2条の沈線を持つ。

杯 Bb(62-64) 立ち上がりが立ち気味に内向しており，杯が深いものである。立ち上がり

が杯Baに比べ丸く厚手になる。受部は，わずかに上外方へのびる。底部外面はへラケズリ調整，

他はナデ調整を行う。口径10.8~11.4cm，器高5.0~5. 6cmを計る。

杯C (65・66)

立ち上がりを持つもので口径の法量により 1(12cm未満)， 11 (12cm以上)に分ける。

杯C1 (65) 立ち上がりが立ち気味に内向しており，杯が浅いものである。立ち上がりは

杯B類とほぽ同じで短く，口縁端部が丸い。受部はわずかに上外方へのびる。底部外面はへ

ラケズリ調整，他はナデ調整を行う。口径10.8cm，器高3.6cmを計る。

杯C11 (66) 立ち上がりが立ち気味に内向しており，口縁端部はさらに内向するもので杯

が浅いものである。立ち上がりは短く口縁部が丸い。受部は水平に外方へのびる。底部はやや

上げ底となる。底部外面はへラケズリ調整，他はナデ調整を行う。口径13.0cm，器高5.0cmを計る。
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杯o(67-75) 

立ち上がりを持ち，口径，器高の法量により 1，II 

に分ける。

杯o1 (67-73) 立ち上がりの内傾度が著しく，く

の字状に折れ，杯も浅いものである。立ち上がりは大

きく内向し短く，口縁端部も丸しユ。受部は水平に外方

へのびる。器形も全体的に小型になる。底部外面はへ

ラケズリ調整，他はナデ調整を行う。口径11.0"-'11. 9cm， 

器高4.6cm"-'5. Ocmを計る。

Fig. 131 須恵器実測図(2)
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Fig. 132 須恵器実測図(3)
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浦田遺跡

杯DII (75) D 1類と器形はほぼ同じであるが，立ち上がりは口縁部がさらに内向し口縁

端部は段を有する。底部外面はへラケズリ調整，その他はナデ調整を行う。口径12.8cm，器高

4.8cmを計る。

杯E (76・77)

小型になる器形で立ち上がりの変化でa，bに細分する。

杯 Ea(76) 立ち上がりが立ち気味に内向し，杯が浅いものである。底部外面はへラケズリ

調整，その他はナデ調整を行う。口径11.8cm，器高約3.2cmを計る。

杯 Eb(77) 立ち上がりが途中より上方へ折れる。口径10.6cm。

杯 F (78) 

極めて小型の杯で，口径8.5cmで、ある。

高杯 (Fig.132-79・82，PL. 72) 

2個体出土した。図示した 2個とも無蓋の高杯である。 79は杯部が深く丸味を持ち脚部が短

く大きく広がり，端部近くで屈曲して内傾し，先端が尖る。この脚部には 1段透しが3方に入

る。口径11.3cm，器高11.2cm，脚部径9.3cmを計る。 82は杯部が浅く丸味を持ち体部に段を持

つ。脚部は長く端部近くで屈曲する。この脚部には 1段透しが3方に入る。口径11.6cm，器高

11.6cm，脚部径7.9cmを計る。

躍 (Fig.132-80) 

S B008住居跡より 1個体出土しただけである。やや扇平で体部の肩が張り頭部が太いもので

ある。口縁部は大きく開くものと考えられる。外面底部はへラケズリ調整，その他はヨコナデ・

ナデ調整を行う。胴部最大径10.4cmを計る。

委 (Fig.131-83， 132-81， P L. 73) 

81は小型の聾で，外反する頚部は端部で肥厚し断面三角形を示す。内外面ともにタタキによ

り調整を行っている。口径13.4cmを計る。 83は大型の短頚の警で口縁部は大きく外方に聞いて

おり，胴部は扇平な球状である。口縁部はナデ調整，胴部外面はタタキ，内面はタタキのあと

ハケメにより再調整を行う。口径18.8cm，器高38.2cmを計る。

土師器 (Fig. 133~ 146， PL. 73~83) 

蓋・杯はすべて須恵器を模倣したもので， 81個体を図示した。出土個体は100個体以上であり，

この種の土器は県内では下中杖遺跡，西前田遺跡などから出土しているが，これだけまとまっ
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遺物

て出土した例はきわめて稀である。

蓋 (Fig. l33 ・ 134-113~126， PL. 73・74)

43個体出土している。形態により A・B・C・D.Eに大別する。

蓋A(84-86) 

口縁部の形状により a・bに細分する。

蓋Aa (84・85) 天井部と体部が大きく屈曲して下方へさがり、稜を持つ。天井部は平坦に

近く箱形になり，口縁部は丸い。 84は口径13.4cm，器高4.0cm。調整は摩耗のため不明。色調は

褐色。 85は口径1l.4cm，器高4.1cm。調整は摩耗のため不明。色調黄褐色である。

蓋 Ab (86) 天井部と体部が大きく屈曲して下外方へさがり，稜を持つ。天井部は平坦に

近く箱形になり，口縁部は下外方へ更に開く。口径16.0cm，器高3.3cm。調整は不明であるが部

分的に黒塗りの跡を残す。色調暗褐色である。

蓋B(87-90) 

球状の天井部に内湾する口縁部がつく。器高の法量により I・IIに分け，体部の形状により

更に a・bに細分する。

蓋B1 a (87・88) 球状の天井部に内湾する体部がつき，口径に対して器高が高く椀形をな

す。口縁部は丸味を持つ。 87は口径13.0cm，器高4.7cm。調整は全体ヨコ方向のへラミガキ調整。

また全体に黒塗りを施す。 88は口径l3.8cm，器高5.4cmo 調整はナデ調整である。色調赤褐色

で黒斑がみられる。

蓋B1 b (89) 球状の天井部に内湾しやや直立する体部がつき，口径に対して器高が低く，

扇平な椀形をなす。体部はふくらみ，口縁部は丸味を持つ。口径13.4cm，器高4.5cm。調整は内

外面ともにへラミガキ調整。色調外面赤褐色，内面黒色で格子文様のへラ記号を残す。

蓋BIIb (90) 器形の特徴はBlb類と同じである。口径14.8cm，器高4.5cm。調整は天井部

外面はヘラケズリ調整，他はへラミガキ調整。色調黒褐色である。

蓋C (91-106) 

天井部が丸く天井部と体部の境に明瞭な段がつくものである。口径，器高の法量の違いによ

りI・IIに分け，体部の形状の違いにより更に a・bに細分する。

蓋C1 a (91-100) 天井部が丸く天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が直立

ぎみに立ち長いものである。口径1l .4~13 .2cm，器高4.4~4.9cmを計り，調整はへラミガ

キを行う。色調は明褐色~黒褐色で， 95・98の土器には内外ともに黒塗りが施しである。

董C1 b (101-104) 天井部が丸く，天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が直

立ぎみに立ち短いものである。口径13.5~13 .8cm，器高4.5~4. 9cmを計り，調整は黒色~黒

褐色で，全ての土器に内外面とも黒塗りが施してある。
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Fig. 133 土師器実測図(1)
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蓋CII (105・106) 天井部が丸く天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が直立

ぎみに立ち長いものである O 口径に対して器高が低く扇平な形である。口径14.0~14 .2cm， 

残存器高3.3~3.8cmを計り，調整は， 105はへラミガキ調整のあと内外面ともに丹塗りを施

し， 106はへラミガキ調整を行う。色調は黄褐色~黒褐色である。

蓋D (107~125) 

天井部が丸く，天井部と体部の境に明瞭な段がつくものである O 体部は外反する。口径，器

高の法量の違いにより I・IIに分け，体部の形状の違いにより更にa・bに細分する。

蓋D1 a (107~ 118) 天井部が丸く，天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が直

立ぎみに外反し，長いものである。口径13.0~14.8cm，器高4.15~4.8cmを計り，調整はて

いねいなへラミガキ調整がほとんどであるが， 108・109は内面へラケズリのあとナデ調整であ

る。 107~110 ・ 113 ・ 116 は内外面ともに黒塗りが施され， 117は内面丹塗り，外面褐色。 118は

内面褐色，外面丹塗りが施されている。色調は淡赤褐色である。

董D1 b (119~122) 天井部が丸心天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が直

立ぎみに外反し短いものである。口径12.4~13.4cm，器高3.1~4.0cmを計る。調整はへラ

ミガキを行う。色調は， 119・120は内外面ともに淡褐色， 121は赤褐色で部分的に黒斑を残す。

122は褐色で部分的に煤状のものが付着する。

蓋DII (123~ 125) 天井部が丸く，天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部が大

きく外反し長いものである。 123はやや属平で，口径に対して器高が低くなるものである。口径

14~16.3cm，残存器高2.8~3.5cmを計り，調整は全てへラミガキを行う。 123 ・ 124は内外

面ともに黒塗りが施され， 125の色調は黄褐色である。

蓋E (126) 

天井部が丸く，天井部と体部の境に明瞭な段がつくもので，体部は屈曲しさらに大きく外反

し，口径に対して器高の低いものである。口径15.3cm，残存器高4.5cmを計り，内外面ともにへ

ラミガキ調整を行っており，色調は淡褐色である。

杯 (Fig. 134-127~ 138， 135， 136-166~ 170， PL. 7 4~76) 

38個体以上出土している。形態により A・B・C・D.E.Fに大別する。

杯A(127・128)

立ち上がりが長く，直立気味にやや内向する。立ち上がりと体部の境に127は明瞭な段を持

ち， 128は不明瞭で、ある。 127は口径1l.6cm，器高4.8cmを計り，色調は赤褐色で内外面ともにへ

ラケズリ調整を行う。 128は口径13cmを計り，色調は褐色，内外面ともにへラミガキ調整を行う。

杯B (129~135) 

立ち上がりが直立するもので，立ち上がりと体部の境には明瞭な段を有するものである。口
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浦田遺跡

縁部の形状により a・bに細分する。

杯Ba(129-132・134・136) 立ち上がりが直立するもので，立ち上がりと体部の境に明瞭

な段を有する。立ち上がりはまっすぐ上にのび，口縁部は丸くなる。口径11.6"'13.9cm，残

存器高3.9"'4. 5cmを計る。 129は色調は外面赤褐色，内面褐色で調整は不明。 130は色調が内

外面とも褐色で調整不明。 131・132・136は黒塗りのあとへラミガキを行う。

杯 Bb(133・135) 立ち上がりが直立するもので，立ち上がりと体部の境には明瞭な段を有

する。立ち上がりは，まっすぐのび，口縁部で外反する。 133は口径13.6cm，残存器高4.0cmを

計る。内外面ともに摩耗しているが，黒塗りのあとが残る。 135は口径13.6cm，器高5.2cmを計

る。立ち上がりはナデ調整，外面は黒塗りのあとへラミガキを行う。

杯C(137-161) 

立ち上がりが内傾するもので，立ち上がりの形状の違いにより a• bに細分する。

杯 Ca(137・138・140-161)

立ち上がりが内傾するもので，立ち上がりと体部の境に明瞭な段を有するものである。立ち

上がりは内湾しながら内向するものと，外湾ぎみに内向するものがある。口径10.8"'13. 6cm， 

器高4.8"'5.3cmを計る。ここでは黒塗りの土器(138・141・143-146・148-152・154・156-158・

161)が多く，調整は底部外面はへラケズリ調整，他は全て丁寧なへラミガキ調整を行う。 130

は色調は内外面とも褐色で調整不明。 137は色調は内外面ともに褐色，調整は外面は不明だが内

面はへラミガキ調整を行う。 140は色調は内面褐色，外面黒褐色，へラミガキ調整を行う。 147

は色調は淡褐色で調整不明。 153は色調は淡黄色で調整は内面へラミガキ，外面は不明であ

る。 155は色調は明褐色で内外面ともへラミガキ調整， 159は色調は褐色で調整は底部外面がへ

ラケズリ，他はへラミガキ調整を行う。 160は色調が淡褐色で黒斑があり，全面ナデ調整を行っ

ている。

杯 Cb(139・142) 立ち上がりが内傾ぎみに直立するもので，立ち上がりと体部の境に明瞭

な段を有するものである。 Ca類に比べ立ち上がりは明瞭に上方へ向く。 139は口径1l.Ocmを計

る。色調黒褐色で，内外面ともにへラミガキ調整。 142は口径1l.3cmを計る。色調赤褐色で，調

整は摩耗のため不明である。

杯D (162-164) 

器高の法量の違いにより I・IIに分ける。

杯D1 (162) 立ち上がりが鋭角に内傾し，外反しながら上方へ向く。立ち上がりと体部の

境には明瞭な段がつき，底部は属平な球状の丸味を持つ。口径に対し器高が低い。口径10.8cm，

残存器高4.5cmを計る。全面黒塗りの後へラミガキ調整を行う。

杯D11 (，163・164) D 1類に比べ立ち上がりが上方に向き端部はわずかに外反する。立ち

上がりと体部の境には明瞭な段がつき底部は球状の丸味をもっ。 163は164に比べ，器壁も薄く，
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浦田遺跡

口縁端部は尖り気味になる。 163は口径10.4cm，器高6.1cmを計り，調整は黒塗りで，底部外面

はヘラケズリ，他はへラミガキ調整を行う。 164は口径10.35cm，器高6.1cmを計り，調整は摩耗

のため不明瞭であるが，ヘラケズリの後へラミガキ調整を行っているようである。色調は内面

褐色，外面は黒褐色である。

杯E(165) 

やや上外方にのびる短い立ち上がりに丸味のある底部がつく。立ち上がりと体部の境には明

瞭な段がつく。器壁は薄手で口縁端部は尖り気味になる。口径16.7cm，残存器高4.85cmを計る。

調整は黒塗りのあとヨコ方向のへラミガキを行う。

杯 F (166-170) 

口径，器高の法量の違いにより I・IIに分け，細部の変化でa・bに細分する。

杯F1 a (166・167) 丸底に内湾気味に大きく外に聞く体部を持つもので，器壁は薄く，口

縁端部は丸し )0 166は口径15cm，残存器高4.3cmを計る。調整は摩耗のため不明である。色調は褐

色である。 167は口径14.35cm，残存器高4.1cmを計り，調整はヨコナデ，色調は燈色である。

杯F1 b (169) 丸底に内湾気味に大きく外に聞く体部を持つもので，器壁が厚く，ロ縁端

部は上方を向き丸味をもっ。口径15.4cm，残存器高3.4cmを計る。口縁部は指おさえの後ナデ，

他はヨコナデ調整，色調は褐色である。

杯F11 a (168) 丸底に内湾気味に大きく外に開く体部を持つもので，器壁が薄く，口縁部

はさらに大きく外方へ聞き，口縁端部は尖り気味になる。口径17.8cm，残存器高4.3cmを計る。

調整は内外面ともへラミガキの後内面丹塗りと思われる。色調は外面は褐色である。

杯FIIb (170) 丸底に内湾気味に外に聞く体部を持つもので，器壁が厚く，口縁端部は丸

味を持つ。口径に対し器高も深い。口径17.1cm，残存器高6.8cmを計る。内外面ともにへラ調整，

色調は褐色で一部外面に黒斑が残る。

高杯 (Fig.136-171， PL. 76) 

高杯の杯の部分である。立ち上がりが内傾しながらやや外反するもので，立ち上がりと体部

の境には段を有する。口径11.9cm，杯部器高6.0cmを計る。内外面ともにへラミガキ調整で，色

調は明褐色である。

椀 (Fig.136-172， PL. 76) 

丸底に内湾する口縁部がつくもので，口縁部はさらに内向し，端部は丸い。口径11.9cm，器

高5.0仰を計る。全面へラミガキ調整で，色調は黒褐色である。

鉢 (Fig. 136-173~ 175， PL. 76) 
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浦田遺跡

形態の違いによりA'B.Cに分類する。

鉢A (173) 

丸味を持つ平底に内湾気味に外反する体部を持ち，口縁部はさらに外反する。口径1l.8cm，

残存器高5.7cmを計り，調整は口縁部ナデ，他はへラミガキ調整を行う。色調は明褐色である。

鉢 B (174) 

平底に内湾気味に直立する器壁の厚い体部を持つものである。口径10.5cm，器高5.0cmを計る。

調整は底部内面ナデ，外面はへラケズリ調整，体部は内外面ともにナデ調整で，外面には丹塗

りのあとが残る。

鉢C (175) 

平底に内湾気味に直立する器壁の薄い長い体部を持つものである。口径14.4cm，器高6.7cmを

計り，調整は内外面ともに組いノ¥ケメのあとヨコナデ調整を行い，色調は淡褐色で，煤が内

外面に付着する。

手担土器 (Fig.136-176) 

鉢形のもので平底である。口径5.7cm，器高4.25cniを計り，調整は指おさえの後ナデを施し，

色調は褐色である。
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Fig. 136 土師器実測図(4)
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遺物

Tab.5 浦田遺跡遺物出土地点表(1)

遺物番号 土器分類 挿図番号 出土地点 遺物番号 土器分類 挿図番号 出 土 地点

43 蓋Aa Fig.130 S B021床面 110 蓋Dla Fig.133 S B015床面
44 IIAa 11 S B018埋土中 111 IIDla H S B028埋土中
45 IIAa 11 S B023埋土中 112 IIDI a H S B028遺構検出面
46 IIAb H S B021床面 113 IIDI a Fig.134 S B012壊土中
47 IIAb 11 S B021床面 114 IIDI a H S B028巷I!.:tニ中
48 IIAb 11 S B024埋土 中 115 IIDla H S B017埋土中
49 11 Ba 11 S B021カ7 ド東埋土中 116 IIDI a H S B021埋土中
50 11 Ba 11 A地区遺構検出面 117 IIDI a H S B021埋土中
51 IIBb 11 S B021埋土中 118 IIDla H S B006遺構検出面
52 IIBb H S B008埋土中 119 IIDlb H S B024埋土中
53 IIBb M S B015埋土中 120 IIDlb M S B024埋土中
54 IIBb 11 S B017老I!.:I二中 121 IIDl b H S B009 
55 IIBb 11 S B018床面 122 IIDlb M S B016埋土中
56 IIC H S B035壊土中 123 IIDll か S B015埋土中
57 IID 11 S B002埋土中 124 IIDll H S B001 
58 杯Al 11 表面採集 125 IIDll H S B005床面
59 IIAI 11 S B016床面 126 IIE H S B042 
60 IIAll H S B016床面 127 杯A H S B028埋土中
61 IIBa 11 C地区中央部 128 IIA H S B029カ マド内
62 IIBb 11 S B021床面 129 IIBa H S B008床面
63 IIBb 11 S B021床面 130 IIBa H S B024 
64 IIBb 11 S B021床面 131 11 Ba H S B024埋土中
65 IICI 11 S B021埋土中 132 11 Ba H S B042埋土中
66 IICll 11 S B021床面直上 133 IIBb H S B039埋土中
67 IIDI H S B020埋 土 中 134 IIBa H S B021床面
68 IIDI 11 S B015床面 135 IIBb H S B023埋土中
69 IIDI H S B023床面 136 11 Ba H S B021埋土中
70 IIDI Fig.132 S B018床面 137 IICa M S B012埋土中
71 IIDI H S B027埋土中 138 IICa H S B021床面
72 IIDI H S B020埋土中 139 IICb Fig.135 S B024埋土中
73 IIDI 万 S B027埋土中 140 IICa N S B035埋土中
74 IIDll H S B018床面 141 IICa H S B005埋土中
75 IIDll M S B012埋土中 142 IICb H S B016埋土中
76 11 Ea H S B033ピ ッ ト内 143 IICa H S B023埋土中
77 IIEb H S B008カマド周辺 144 IICa 11 S B021床面
78 IIF H S B019カ マド 内 145 IICa 11 S B027埋土中
79 高杯 H S B016埋土中 146 IICa H S B023埋土中
80 選 H S B021床面 147 IICa 11 S B012埋土中
81 要 H S B008 148 IICa H S B023床面
82 聞: M S B024考量j二中 149 IICa H S B012 
83 要 Fig.131 S B021 150 IICa 11 S B028埋土中
84 蓋Aa Fig.133 S B018床面 151 IICa H S B023床面
85 IIAa H S B016宅I!.:I二中 152 IICa M S B021床面
86 IIAb M S B015埋土中 153 IICa H S B005床面
87 11 B 1 a H S B021床面 154 IICa H S B023埋土中
88 11 B 1 a H S B028埋土中 155 IICa 11 S B008床面
89 IIBlb H S B028遺構検出面 156 IICa 11 S B015床面
90 IIBll 刀 S B012壊土中 157 IICa 11 S B003 
91 IICla H S B024埋土中 158 IICa 11 S B005 
92 IICla H S B024埋土中 159 IICa 11 S B0211末冨1
93 IICla H S B018床面 160 IICa 11 S B021床面
94 IICla H S B008床面 161 IICa H S B009埋土中
95 IIC 1 a' H S B015床面 162 IIDI H S B005埋土中
96 IICla H S B021床面 163 IIDll H S B037遺構検出面
97 IICla H S B011床面 164 IIDll M S B028埋土中
98 IIC 1 a H S B021埋土中 165 IIE 11 S B039埋土中
99 IICla H S B011床面 166 11 Fl a Fig.136 S B003床面
100 IICla M S B017埋土中 167 11 F 1 a 11 S B005床面
101 IIClb N S B021床面 168 IIFlla M S B039埋土中
102 IIClb H S B028埋土中 169 11 F 1 b M S B003床面
103 IIClb N S B012埋土中 170 IIFllb M S B003床面
104 IIClb H S B023床面 171 聞: 11 S B021埋土 中
105 IICll H S B042埋土中 172 椀 H S B011床面
106 IICll H S B028カマド内 173 鉢A M S B022床面
107 IIDI a H S B017:!;l皇j二中 174 IIB H S B005 
108 IIDI a M S B021埋土中 175 IIC H S B022埋土中
109 IIDI a H S B006 176 手担土器 H S B008埋土中
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浦田遺跡

壷 (Fig.137， PL. 77) 

住居跡内より出土した。形態によりA・B・C・D.Eに大別する。

壷A (177) 

球状の胴部に直立する口縁部を持つもので，S B021住居跡床面より出土した。口径10.3cm，器

高16.1cmを計る。調整は内面へラケズリ ，外面胴部~底部にかけてへラケズリのあとナデ調整，

他はヨコナデ調整を行う。色調褐色。

壷 B (178・179)

球状の胴部に大きくくびれる頚部とハの字状に開く口縁部を持つものである。178は内湾ぎみ

に外反する口縁部に，やや肩が張り尖がる感じの胴部を持つもので，調整は内外面ともにへラケズ

リ調整，外面胴部から底部にかけてへラケズ リのあとナデ調整を行う。全面黒塗りの土器であ

る。口径8.4cm，器高12.3cmを計る。 SB021住居跡床面より出土。 179は内湾ぎみに外反する口

縁部を持ち，頚部に明瞭な段を有するもので球状の胴部を持つ。口径11.5cmを計り，調整は内面

胴部は不定方向のへラケズリ，他はナデ調整を行う。色調黄褐色で部分的に赤味を残す。 C区

S T044古墳周溝より出土。

壷C (180) 

短く外反する口縁部に球状の胴部を持つものである。調整は胴部内面へラケズリ，外面はハ

ケのあとナデ調整，口縁部はヨコナデによる調整を行う。口径10.8cmを計る。色調褐色。SB

029住居跡カマド内出土。
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遺物

壷o(181) 

短く，直立ぎみに外反し端部はさらに外反する口縁部に，球状の胴部を持つものである。

口径10.6cm，器高15.7cmを計る。調整は内面底部は不定方向のへラケズリ，胴部はへラケズり

のあとナデ，口縁部はナデ，外面は摩耗のため不明瞭であるが，黒塗りの跡が残る。 SB023住

居跡出土。

壷E(182) 

短く肉厚な外湾ぎみに聞く口縁部に，底部がやや尖り気味な球状の胴部を持つものである。

口径14.8cm，器高14.9cmを計る。調整は内面へラケズリ，外面ハケ調整を行う。色調は灰褐色

で，外面に一部煤が残る。 SB021住居跡出土。

要 (Fig. 138~ 144， PL. 77~79) 

浦田遺跡より出土した土師器警の量は多く全体の約60%に当たる。器種もいろいろ変化に富

み，好資料といえる。

形態によりA'B'Cに大別する。

吏A(183-226) 

口縁部径が胴部最大径よりも小さいもので，丸味のある胴部を持ち口縁部がくの字状に外反す

る一群である。また器高，口径の大小により I・IIに分け，口縁部の特徴及び細部の違いによ

り I を a ~ に ， II を a~ d に細分する。

君主A1 a (183-191) 短く外湾しながら外に開く口縁部に丸味のある胴部を持つもので，口

縁部と胴部に明瞭な段を有さないものである。口径10.5~15.2cm，器高 12 .2~ 18.5cmを計

る。調整は内面へラケズリのあとナデ調整，外面ハケ調整，口縁部はナデ調整を行う。

~A 1 b (192・193) 短く外反する口縁部にややタテ長の丸味のある胴部を持つもので，口

縁部と胴部に明瞭な段を有さないものである。 192は口径12.1cm，器高15.5cmを計る。調整は内

面へラケズリ，へラミガキ，外面へラケズリを行い，口縁部はヨコナデ調整を行う。 193は口

径14.9cm，器高15.0cmを計る。調整は内外面ともにへラケズリとナデ調整を行う。

受A1 c (206-217) 丸味を持ち短く外湾気味に外反する口縁部に丸味のある端部がつき，

大き く広がる胴部を持つ。口縁部と胴部の境内面にへラケズリ調整の時の明瞭な段を持つもの

で，胴部は大きく聞き，球状になる。 口径14.2~18 .6cmを計り，調整は全体的に内面へラケ

ズリ調整，外面ハケ調整，口縁部内面に一部ハケ調整を行っている。他はヨコナデによる調整

を行う。

君主Ald(199) 直立ぎみに外反し，端部が丸い口縁部にやや肩が張る球状の胴部を持つも

ので底部に行くにしたがって器壁は厚くなる。 口径13.4cm，器高17.5cmを計る。調整は内面へ

ラケズリのあとナデ，外面はハケ調整，口縁部はナデ調整を行う。
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浦田遺跡

Fig. 138 土師器実測図(6)
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遺物

斐A1 e (205) 小型の聾で，くの字状に外反する口縁部に丸味のある胴部を持つ。 口径11.0

cmを計る。調整は内面へラケズリ，外面ノ、ヶ調整を行っているが，摩耗のため不明瞭である。

口縁部内面にはへラ状の工具痕が残る。

!Ie A 1 f (201-203) 丸味を持ち短く外湾気味に外反する肉厚の口縁部に大きく広がる胴部

を持つものである。 口縁端部は丸味を持つ。 口径12.8~16 .4cmを計り，調整は，内面へラケ

ズリ調整，外面はハケ調整，口縁部はナデ調整を行う。

護A1 g (218-220) 外上方へ外反しながらのびる口縁部に丸味を持つ端部がつき，丸味のあ

る胴部を持つもので，口径17. 2~22 .Ocmを計る。内面へラケズリ調整，外面ハケ調整、ナデ調

調整等を行う。

聾A1 h (221-225) 外湾ぎみに外反し，直線的に上外方へのびる口縁部に丸味のある球状

の胴部を持つものである。器壁は比較的厚い。口縁部と胴部は比較的くびれがな く直線的であ

る。口径14.0~24 .6cmを計る。調整は，へラケズリ，ナデ調整，外面はハケ調整，口縁部は

221・222は内面にハケ調整を残すが，他はナデ調整を行う。

護A1 i (226) 口縁部が非常に短く大きくくの字に外方へ聞き，口縁部に丸味を持つ端部

がつきやや長めで球状の胴部を持つもので，器壁は比較的厚い。口径16.0cmを計る。調整は内

外面ともにハケ調整を行う。

斐AII a (194-197) 短く外湾しながら外反する口縁部に縦長の丸味のある胴部を持つ

もので，大型の聾形土器である。 194は口径19.8cm，器高32.4cmを計る。調整は内面へラケズ

リ，外面ハケ調整，口縁部はヨコナデ調整を行う。 195は口径18.6cm，器高32.0cmを計る。調整

は内面へラケズリ，外面ハケ調整，口縁部はハケのあとナデ調整を行う。 196は口径20.8cmを計

る。調整は内面指おさえのあとナデ調整にて仕上げており，外面はハケ調整，口縁部はナデ調

整を行う。 197は口径16.0cm，器高29.2cmを計る。調整内面へラケズリ，外面ハケ調整，口縁部

はナデ調整を行い，外面に一部ナデ調整のあとが残る。

墾AII b (198) 鉢に近い形の短く外反する口縁部に浅い球状の胴部を持つものである。口

径23.0cm，器高22.6cmを計る。調整は内面不定方向のへラケズリ，外面ハケ調整，口縁部はナ

デ調整を行う。

君主AIIc (200) 直立ぎみにやや外反し，端部が丸い口縁部にやや肩が張り球状で凹凸のあ

る胴部を持つもので，平底気味になる。 A1 d類に比べ大型となる。口径17.7cm，器高25.1cmを

計る。調整は内面へラケズリのあとへラミガキ調整を行っているが，摩耗のため不明瞭である。

聾AII d (204) 丸味を持ち短く外湾気味に外反する口縁部に大きく広がる胴部を持つもの

で，器壁は薄い。口径19.2cmを計る。調整は内面へラケズリ，外面ハケ調整，口縁部ナデ調整

を行う。 AIf類に比べ大型となる。
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愛B (227) 

内湾ぎみに僅かに外反するが，口縁部がほとんど聞かず、に直線的に胴部へつながる。口縁端

部は丸味を持ち，さらに外反する。口径21.4cmを計る。調整は内面へラケズリ， 口縁部はヨコ

ナデ調整を行う。

聾C (228-241) 

口縁部より胴部最大径が小さしまた胴部は胴長であまり張りのない球状になる一群である。

口縁部の特徴によりさらに a・bに細分する。

墾Ca(228・230-232) 直線的に大きく折れまがり外方へのびるもので口縁部に丸味を持

つ端部がつき，直線的に下方へのび，ややふくらみがある胴部を持つものである。 口径22.6

~24. 4cmを計る。調整は内面へラケズ リ， 232はへラケズリの後ナデ調整，外面はハケ調整を行

う。口縁部は228・231は内面にハケ調整を行っているが，他はヨコナデ調整を行う。

建Cb(229・233-241) 短く軽く外反する口縁部に丸味を持つ端部がつくもので，胴部は

器高の中位に最大径をもつが大きく張らないものである。口径17.4~30 .2cmを計る。調整は233・

236・238-240はへらケズリ， 他はナデ調，外面はハケ調整を行う。口縁部は229・233-

235・238-240は内面にハケ調整を行うが，他はヨコナデによる調整を行っている。

斐o(242-249) 
くの字状に外反し，ややそり気味に上外方へ聞く。口径より胴部径が小さく，丸味を持つ口縁

部に楕円形の胴部を持つもので，底部は平底，あるいは平底に近いものである。口径(Iは20

佃未満，IIは20cm以上)により I・IIに分け，IIを細部の変化によりさらに a• bに細分する。

聾o1 (242-244) くの字状に小さく外反し，ややそり気味に上外方へ開く。口縁部より

直線的に下方にのび，あまり胴の張らない楕円形の胴部に平底に近い底部がつくものと考えられ

る。 口径 13 .0~ 14.9cm を計る。調整は内外面ともにハケ調整で， 口縁部はナデ調整を行う。

要oIIa (245-248) 器形の特徴はD1類に同じもので，器形が大型になるものである。

口径20.4~28 .4cmを計る。調整は内面ヨコ方向のハケ調整で，245はその後ナデにより調整を行

う。外面はハケ調整である。 248はやや上げ底ぎみの平底がつく。

要oIIb (249) 長く外湾ぎみに外方に開く口縁部に，下位の方に最大径を持つ胴部がつく

もので，やや上げ底ぎみの平底がつく。口径21.9cm，器高21.4cmを計る。調整は内面不定方向

のハケ，底部付近はハケのあとナデ調整，外面はハケ調整，口縁部は内面ハケのあとヨコナ

デ，外面ナデ調整を行う。
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鉢 (Fig. 145-250~253， PL. 80) 

4個体を形態によりA.Bに大

別，さらに細部の変化により a・

bに細分する。鉢A(把手のつく

もの)， B (把手のつかないもの)

に大別する。

鉢 Aa(250) 大きく上外方へ

そり気味に開く口縁部に，ややふく

らむ胴部と平底気味の底部がつく。

胴部中位に 1対の把手を持つもの

である。口径lO.8cm，器高10.6cm

を計り，調整は，内面ヨコナデ調

整，外面は摩耗のため不明瞭であ

る。底部はへラケズリ，他はヨコ

ナデ調整を行い，把手は指おさえ

にて貼付け，指頭調整を行う。ま

た底部には煤が付着する。

鉢Ab(251) 短く丸味を持ち

外反する口縁部に半円状の丸味の

ある胴部を持つ。口縁部のすぐ下

には 1対の把手の跡を残す。口径

14.0cm，器高9.0cm，調整は内面ナ

デ調整，外面は不明である。

鉢 B (252・253)

短く丸味を持ち外反する口縁部

に半円状の丸味のある胴部を持つ

もので，器壁は比較的厚手のもの

である。 252は口径19.4cm，内面へ

ラミガキ，外面，口縁部ともにヨ

コナデ調整を行う。253は，口径2l.4 

cm，内面へラミガキ，口縁部ヨコ

ナデ，他は調整不明である。 SB

029住居跡カマド内より出土。
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甑 (Fig. 145-254， 146， PL. 80) 

甑は 6個体出土している。形態により A・B・Cに大別する。

甑A (255・256)

砲弾形の器体に把手のつかない小型の甑でトある。 255は口径14.4cm，器高13.5cm，調整は胴部

外面不定方向のハケメ，内面不定方向のへラケズリ，口縁部ナデ，口縁部内面にハケメ調整を

行う。 SB028住居跡床面出土。 256は口径18.8cm，器高15.7cm，調整は胴部外面タテ方向のへ

ラケズリの後ナデ，内面へラケズリ，口縁部ナデ調整を行う。 SB027住居跡埋土中出土。

甑B (257) 

砲弾形の器体の片方に把手がつく小型の甑である。口径16.5cm，器高16.3cm，調整は，胴部

外面ノ、ヶのあとナデ，内面へラケズリ，口縁部ヨコナデ調整を行い，把手は指頭調整を行う。

S B021住居跡床面出土。

甑C (254・258・259)

砲弾形の器体に 1対の把手がつく大型の甑である。 258は口径24.8cm，器高29.4cm，調整は，

胴部外面不定方向のハケ，内面へラケズリ，口縁部ヨコナデ調整を行い，把手.は指頭調整を行

う。 SB017住居跡出土。 259は口径23.6cm，器高27.6cm，調整は胴部外面ノ¥ケメのあとナデ，

内面へラケズリ，口縁部ヨコナデ調整を行い，把手は指頭調整を行う。 SB023住居跡出土。 254

は口径25.0cm，器高29.2cm，調整は胴部外面ハケメ，内面へラケズリのあとナデ，口縁部ヨコ

ナデ調整を行う。把手は欠損している。 A区表土下層出土。

184 -
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Fig.146 土師器実測図(14)
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Tab.6 浦田遺跡遺物出土地点表(2)

遺物番号 土器分類 挿図番号 出土地点 遺物番号 土器分類 挿図番号 出土地点

177 壷A Fig.137 S B021床面 219 費AIg Fig.141 S B005埋土中

178 1IB 1 H S B021床面 220 1IAIg H S B018埋土中

179 1IBIl H C区周溝内 221 1IAlh Fig.142 S B020埋土中

180 1IC H S B029カマド内 222 11 A 1 h M S B005埋土中

181 1ID 万 S B023 223 11 A I，h M S B006埋土中

182 1IE H S B021床面 224 11 A 1 h H S B036埋土中

183 委A1 a Fig.138 S B027埋土中 225 1IAlh 刀 S B015床面

184 11 A 1 a H S B029床面 226 IIAI i 月 S B004床面

185 11 A 1 a M S B009床面 227 11 B H S B024埋土中

186 11 A 1 a H S B011床面 228 11 C a H S B014床面

187 11 A 1 a H S B021床面 229 11 C b M S B022床面

188 11 A 1 a H 表 採 230 11 C a H S B014床面

189 11 A 1 a H S B021床面 231 1ICa 月 S B011床面

190 11 A 1 a H B区遺構検出面 232 I1Ca H S B014床面

191 I1Ala M S B021床面 233 I1Cb 11 S B028埋土中

192 11 A 1 b N S B011床面 234 11 C b 11 P-27埋土中

193 11 A 1 b H S B023床面 235 I1Cb Fig.143 S B002埋土中

194 I1AIla Fig， 139 表 採 236 11 C b H S B011床面

195 I1AIla H S B004埋土中 237 11 C b H S B009 

196 11 AIl a H 表 採 238 11 C b H S B018埋土中

197 11 AIl a H 表 採 239 11 C b 月 S B022カマド内

198 I1AIlb M S B021床面 240 11 C b M S B022カマド内

199 I1Ald Fig.140 S B008 241 11 C b H S B011床面

200 I1AIlc H S B013埋土中 242 IID 1 Fig， 144 S B022埋土中

201 11 A 1 f M S B020埋土中 243 11 D 1 H S B004埋土中

202 11 A 1 f H S B021カマド付近床面 244 IID 1 H S B021カマド付近床面

203 11 A 1 f M S B024埋土中 245 I1DIla H S B013埋土中

204 11 AIl d M S B016床面 246 11 DIl a H S BOOl 

205 I1Ale H S B016床面 247 11 DIl a H S B004床面

206 11 A 1 c H S B015床面 248 11 D Il a H S B027埋土中

207 11 A 1 c H SB029カマド内 249 1IDIIb H S B022埋土中

208 11 A 1 c 11 S B015埋土中 250 鉢Aa Fig.145 S B011床面

209 11 A 1 c Fig目141 S B020埋土中 251 I1Ab H S B004床面

210 11 A 1 c 11 S B013埋土中 252 11 B 11 S B029カマド内

211 11 A 1 c 11 S B020埋土中 253 I1B H S B029カマド内

212 11 A 1 c 11 S B039埋土中 254 甑C M P-49北側

213 11 A 1 c H S B017埋土中 255 1IA Fig， 146 S B028床面

214 11 A 1 c 11 S B023埋土中 256 1IA M S B027埋土中

215 11 A 1 c H S B004埋土中 257 11 B H S B021床面

216 1IAlc H S B023埋土中 258 I1C H S B017埋土中

217 11 A 1 c M S B023カマド左床面 259 11 C H S B023 

218 11 A 1 g 11 S B004床面
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(3) 歴史時代

土師器 (Fig. 147~149， PL. 81~84) 

土師器は古墳時代，歴史時代を問わず多くの住居跡より出土している。歴史時代の住居跡は

S BOOl・ 002・003・006・022住居跡など8軒にのぼる。出土遺物の量はぽう大であり器種とし

ては，土師器の査・聾・蓋・杯・皿，黒色土器などである。なお聾については，前章の古墳時

代土師器の項で一括して説明しており前項を参照されたい。この章では特に奈良，平安時代の

土師器の蓋・杯・皿，黒色土器について説明する。

蓋 (Fig. 147-260~266， PL. 81) 

土師器の蓋で，つまみの有無により， A. Bに大別する。

蓋A (260-264) 

つまみのつかないもので，口縁端部の形態の違いにより a・bに細分する。

蓋Aa(260・261・264) 天井部は浅く広い平坦面を有するもので，つまみを持たない。大

きく開く体部は口縁部付近でさらに外に聞く。口縁端部は丸くやや直立ぎみになる。外面はヘ

ラケズリ，ナデ調整を，内面はナデ調整を行う。口径16.2~17 .4cm，器高2.2~2.7cmを計る。

蓋 Ab(262・263) 天井部は浅く広い平坦面を有するもので，つまみを持たない。大きく聞

く体部は口縁部付近でさらに外に聞き下方へのびる。口縁端部は丸味を持つがやや尖った様相

を示す。外面はへラケズリ，ナデ調整を，内面はナデ調整を行う。口径15.0~16.2cm，器高

2.3~2.7cmを計る。

蓋B (265・266)

宝珠様つまみが付く。天井部は浅く広い平坦面を有し，大きく聞く体部は口縁部へとゆるや

かにのび，口縁端部は丸くなる。内外面ともナデ調整を行う。口径15.2~15.4cm，器高3.4~3.5

~3.5cmを計る。

皿 (Fig. 147-267~283， PL. 81) 

皿は17個体以上出土しており， 17個体を図示した。形態により A'Bに大別し，口径の法量

により 1(l5.0cm未満)， 11 (15.0cm以上)に分ける。

皿A (267-276) 

平底，あるいはやや丸味を持つ平底，上げ底に短い口縁部がつくもので，底部の形状の違い

によりさらにa・b • cに細分する。

皿A1 a (267-269・275) 平底あるいはやや上げ底気味の底部に短い口縁部がつくもので，

口縁端部は丸い。口径13.6~14.2cm，器高1. 8~2. Ocmを計る。調整は，底部はへラ切り離
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しで板目が残るものがあり，他はナデ調整を行う。

皿A1 b (270・276) やや丸味を持つ平底に短い口縁部がつくもので，口縁端部は丸い。

口径は270が14.2cm，276は14.1cm，器高はともに2.0cmを計る。 270はへラ切り離しで他はナデ

調整，276はナデ調整を行う。

皿A11 a (271・272・274) やや丸味をもっ平底に短い口縁部を持つもので，口縁端部は丸

い。 口径15.3~ 16 . 6cm ， 器高 1. 8~2 .2cmを計る。底部はへラ切り離しの後ナデ調整，他は

ナデ調整を行う。

皿A11 b (273) 底部中央が盛りあがる上げ底に短い口縁部を持つもので，口縁端部は丸い。

口径16.2cm，器高1.7cmを計る。調整は底部はへラ切り離しの後ナデ調整を，他はナデ調整を行う。

血 B (277~283) 

口径に対して器高が低くなるもので，平底の底部に短い口縁部がつく。口径はすべて15cm以

上で，口縁端部の形状の違いにより a・b・C ・d • eに細分する。

皿B11 a (277) 平底あるいはやや上げ底気味の底部に短く外反した口縁部がつくもので，口

縁端部は丸い。口径17.5cmを計る。調整は摩耗のため不明である。

皿BIIb(278・279・281) 平底あるいはやや上げ底気味の底部に短く 外反した口縁部を持つ。

口縁端部はやや外にはり 出し丸くなる。 278は口径16.1cm，器高1.6cmを計る。調整は摩耗のた

め不明である。 279は口径17.2cm，器高1.8cmを計り，ナデ調整を行う。

皿B11 c (280) 口径に対し器高が低くなるもので，平底に短く外反した口縁部を持つ。口縁端

部はややそりぎみに外反し丸くなる。口径15.0cm，器高1.0cmを計る。調整は底部はへラ切り離

しを，他はナデを行う。

皿Bn d (282) 口径に対し器高が低くなるもので，部分的に上げ底になる底部に短く外反し

た口縁部を持つ。口縁端部はさらに外反し丸くなる。口径20.2cm，器高1.15cmを計る。調整は

底部はへラケズリ，他はナデを行う。

皿BIIe(283) 口径に対し器高が低くなり，やや凹凸気味の底部に短く外反する口縁部を持

つ。口縁端部は薄くなりさらに外反し，やや尖り気味に丸くなる。口径16.3cm，器高0.95cm

を計る。調整は全体的にナデを行う。

杯 (Fig.1 47，-284~295， 148， PL. 82・83)

土師器の杯は43個体以上出土した。 形態により高台を持つ杯をA.Bに，持たないものをC・

D ・E.F・G.Hに大別する。

杯A(285・286)

底部と体部の屈曲部に高台を貼り付けたものである。高台はほぼ直線的に聞き，小さく弱い

感じを受ける。底部はへラケズリの後ナデ調整，他はヨコナデ調整を行う。
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杯B (287-295) 

直線的に長く上方へ聞く体部を持ち，底部と体部の屈曲部に高台を貼り付けたものである。高

台はわずかに外側へ聞き，太く短いしっかりしたものが付く。口径12.2~15 .5cm，器高5.3

~5. 7cm，高台径6.6~8. 6cmを計る。調整は底部はへラ切り離しの後へラケズリやナデ調整を，

他はへラケズリの後ナデ調整を行う。

杯C (296-301) 

平底に直線的に開く体部を持つもので，法量によりさらに I・IIに分ける。

杯C1 (296) やや上げ底気味の平底に直線的に大きく外に開く体部を持ち，底部と体部の

境は明瞭である。口径10.0cm，器高2.7cm，底部に糸切り離しの後板目が残る。他はヨコナデ調

整。小型の杯である。

杯C11 (297-301) やや上げ底気味の平底に直線的に大きく外に開く体部を持ち，底部と

体部の境は明瞭である。口径11.9--..... 13. 2cm，器高2.6--.....3. 4cm，底部はへラ切り離しの後ナ

デ調整，他はナデ調整を行う。

杯D (302-319) 

平底に直線的に聞く体部を持つ一群である。器高の違いにより 1(3.5cm未満)， II (3.5cm以

上)に分け口縁端部の形状によりさらに a• bに細分する。

杯D1 a (302-311) 平底あるいは凹凸の多い平底にわずかに内湾しながら大きく外へ開く

体部がつくもので，底部と体部との境には明瞭な段を有さないものである。口縁端部は体部に

続き直線的に終わり，丸味を持つ。口径11.6--""'12.45cm，器高3.05--""'3.6cm，調整は，底部

外面へラ切り離し，ヘラケズリの後ナデ調整，他はナデ調整を行う。

杯D1 b (312-314) 凹凸の多い平底にわずかに内湾しながら大きく外へ開く体部がつくも

ので，底部と体部との境には明瞭な段を有さないものである。口縁部は体部に続き直線的であ

るが，口縁端部はやや外側に聞き丸味をもっ。口径12.4--""'12.8cm，器高3.2--.....3. 4cm，調整

は，底部外面へラ切り離し，ヘラケズリの後ナデ調整，他はナデ調整を行う。

杯DIIa (315-317) 凹凸のある平底の底部に内湾しながら大きく外に聞く体部がつくもの

で，底部と体部との境には明瞭な段を有さないものである。 D1類に比べ器高が高くなり，深

味を持つ杯である。口径12.1--.....13 .4cm，器高3.7--""'4.0cm，調整は，底部外面へラ切り離し，

へラケズリの後ナデ調整，他はナデ調整を行う。

杯D11 b (318) やや凹凸のある平底の底部に内湾しながら大きく外に開く体部がつくもの

で，口縁端部は僅かに外側へ聞く。底部と体部との境には，明瞭な段を有さないものである。

D 1類に比べ深味を持つ杯である。口径13.2cm，器高3.6cm，調整は，底部外面へラケズリ，他

はヨコナデ調整を行う。
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杯E(319) 

凹凸のある底部に体部がさらに外へ開く形態で，器高が低くなり皿状となる。口縁端部はや

や内側へ向く。口径14.0cm，器高2.6cm。底部に板目が残る。

杯F (321・322)

口縁端部の形状の違いにより a・bに細分する。

杯 Fa(321) 平底と直線的に大きく外に聞く体部との境が丸味を持つもので，口縁部は丸く，

わずかに肥厚する。口径14.5cm，器高3.1cm，調整は摩耗のため不明であるが，ナデ調整のあと

が残る。

杯 Fb(322) 平底と直線的に大きく外に聞く体部との境が丸味を持つもので，口縁端部が僅か

に外反する。口径12.8cm，器高3.4cm，調整は，底部外面へラ切り離しの後板目が，他はナデ調

整を行う。

杯G(320・323・324)

底部の形状，器高の違いにより a・bに細分する。

杯 Ga(323) 丸味を持つ底部に内湾ぎみに大きく上外方に聞く体部を持ち，口縁部は肥厚

する。口径12.8cm，器高3.35cm，調整は，底部外面へラケズリ，他はへラミガキ調整を行う。

杯 Gb(320・324) 平底の底部に大きく丸味を持ちながら上外方に聞く体部を持ち，体部は

肥厚する。 324は口径11.4cm，器高4.2cm，口縁部ナデ調整，他はへラミガキ調整を行う。

体部外面は黒塗りのあとが残る。 320は口径13.2cm，器高4.2cm，口縁部ナデ調整，他はへ

ラミガキ調整を行う。体部外面には丹塗りのあとが残る。また底部外面には×印のへラ記号が

残る。

杯H (325・326)

やや丸味を持つ底部に内湾ぎみに上外方へ聞く体部を持ち，口縁端部は丸味を持つ。口径13.2

~13.6cm，器高5.3~5. 5cm，調整は，へラミガキを行う。

黒色土器 (Fig.149， PL. 84) 

黒色土器はすべて内黒の土器で9個体出土した。形態により A・B・C.Dに大別する。

黒色土器A(327) 

平底の底部に直線的に聞く体部で口縁端部はさらに外反する。色調は外面は淡黄褐色，内面

黒色で，調整は口縁部ヨコナデ，他はへラミガキ調整を行う。口径12.5cm，器高4.5cmを計る。底

部外面には×印の浅い沈線のへラ記号を残す。

黒色土器B (328~333) 

平底の底部に内湾しつつ口縁部へ続く体部を持ち，底部と体部の境がはっきりしない。法量

により 1• IIに分け細部の変化でさらにa・bに細分する。
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黒色土器B1 (328-:'331) 平底の底部に内湾しつつ口縁部へ続く体部を持ち，底部と体部

の境がはっ きりせず、口縁端部は丸味を持つ。 328は口径14.0cm，器高4.6cmを計り，色調は外面

褐色で口縁部に黒斑があり，内面は黒色である。調整は口縁端部はナデ、他はへラミガキを行う。

329は口径13.5cm，器高3.9cmを計り，色調は外面褐色で部分的に黒色，内面黒色である。調整

は外面へラケズリの後ナデ調整，内面へラミガキ調整を行う。 330は口径13.2cm，器高6.2cmを

計り，色調は外面明褐色，内面黒色である。 調整は外面へラケズリの後ナデ調整，内面へラミ

ガキの後ナデ調整を行う。 331は口径12.4cm，器高3.6cmを計り，色調は外面赤褐色，内面黒色

である。調整は外面へラケズリの後ナデ調整，内面へラミガキの後ナデ調整を行う。

黒色土器BII a (332) やや上げ底の底部に内湾しつつ口縁部へ続く体部を持ち，底部と体

部の境がはっきりせず，口縁端部は丸味を持つ。器高に対して口径が大きいものである。口径

15.2cm，器高4.lcmを計り，色調は外面明褐色で部分的に黒斑が残り，内面は黒色である。調整

は内外面ともにへラミガキ調整を行う。底部外面には×印の浅い沈線のへラ記号を残す。

黒色土器BII b (333) やや上げ底の底部に内湾しつつ口縁部へ続く体部を持ち，底部と体

部の境がはっきりせず，球状になる。口縁端部は丸味を持つ。器高に対して口径が小さく深い。

口径12.8cm，器高5.lcmを計り，色調は外面明褐色~赤褐色，内面黒色である。調整は外面へラ

ミガキの後ナデ調整，内面へラミガキ調整を行う。

黒色土器C (334) 

底部が欠損しており器形は不明である。平底の底部に内湾しながら口縁部へ続く体部を持つ
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ものと思われる。口縁端部はやや外方へ聞き丸味を持つ。口径は15.3cmを計り，色調は外面褐

色，内面黒色である。調整は外面はへラミガキの後ナデ調整，内面はへラミ ガキ調整を行う。

黒色土器D (335) 

底部が欠損してお り器形は不明である。内湾しながら外方へ聞く 体部で，口縁部はさらにく

の字状に外反する。口縁端部は丸味を持つ。口径22.4cmを計り，色調は外面明褐色~黒色，内

面黒色である。調整は内外面ともにへラミガキ調整を行う。

Tab.7 浦田遺跡遺物出土地点表(3)

遺物番号 土器分類 挿図番号 出土地点 遺物番号 土器分類 挿図番号 出土地点

260 蓋Aa Fig.147 S B011床面 298 杯CII Fig.148 S B002埋土中
261 IIAa H S B002床面 299 IICII 11 S BOOl埋土中
262 IIAb H S B011埋土中 300 IICII H S B002 
263 IIAb 月 S B009埋土中 301 IICII H S B027埋土中
264 IIAa H S B011床面 302 11 D 1 a H S B011床面
265 IIB H S BOOl床面 303 11 D 1 a 11 S B002壊土中
266 IIB H S B026埋土中 304 11 D 1 a H S B026埋土中
267 皿A1 a H S B013埋土中 305 11 D 1 a H S B020埋土中
268 11 A 1 a H S B006埋土中 306 11 D 1 a N S B014床面
269 11 A 1 a H S B006埋土中 307 11 D 1 a H S B022埋土中
270 JI A 1 b H S B006埋土中 308 11 D 1 a 11 S B008埋土中
271 IIAIIa N S B013 309 11 D 1 a H S BOOl 
272 IIAIIa H S B003埋土中 310 11 D 1 a 11 S DOI0 
273 IIAIIb H S B011カマド 311 11 D 1 a 11 S B002 
274 IIAlIa M S B003埋土中 312 IIDlb H S B003埋土中
275 11 A 1 a H S B006埋土中 313 IIDlb H S B003埋土中
276 IIAlb H S B028埋土中 314 11 D 1 b 11 S B002埋土中
277 IIBa H S B002床面 315 IIDlIa 11 S B011床面
278 IIBb H S B026埋土中 316 IIDIIa H S B022カマド付近
279 IIBb H S BOOl埋土中 317 IIDlIa 11 S B009埋土中
280 11 B c H S BOOl埋土中 318 IIDIIb 月 S BOOl床面
281 IIBb H S BOOl埋土中 319 11 E 11 S B004埋土中
282 IIBd H S B026埋土中 320 11Gb 11 S B027埋土中
283 11 B e H S B042埋土中 321 11 F a 11 S B022 
284 杯A H S B019カマド内 322 11 F b 11 S B011 
285 IIA H S B004床面 323 IIGa 11 S B022埋土中
286 IIB M S B002床面 324 11Gb H S B027埋土中
287 IIB H S B006埋土中 325 IIH H S B003埋土中
288 IIB H S B002床面 326 IIH H S B011床面
289 IIB H S B002床面 327 黒色鴎A Fig.149 S B042埋土中
290 IIB H S B006埋土中 328 !I B 1 11 S BOOl床面
291 IIB H S BOOl埋土中 329 !I B 1 11 S B022 
292 IIB H S B009床面 330 !I B 1 H S B026埋土中
293 IIB M S B012埋土中 331 11 B 1 M S B002埋土中
294 IIB H S B003カマド煙道内 332 BIIa 11 S BOOl埋土中
295 IIB N B区遺構検出面 333 11 BIIb H S B015 
296 11 C 1 Fig.148 S DOIO埋土中 334 IIC H S B016埋土中
297 IICII H S B002埋土中 335 IID H S B026埋土中
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石器 (Fig.150・151，PL. 85) 

先に 154~157頁 (Fig. 127~ 129)で縄文時代の石器を説明した。ここでは， 主に弥生時代の

石器を説明するが，先述した資料の他に，後日の整理で新たな縄文時代の石器が出てきたため，

紙数の関係上，それらを一括して説明していきたい。

石斧 (Fig. 150， P L. 85) 

石斧は7点出土している。大別してA(打製石斧)， B (磨製石斧)に分類する。

石斧A (336・337)

336は扇平打製石斧である。石材は流紋岩で，板状の素材の周辺部を粗雑に加工し形を整え，

刃部を作っており，刃部には擦痕が残る。長さ13.9cm，幅6.0cm，A区表土下層出土。 337は安

山岩(サヌカイト)製である。交互剥離により形を整えているが，一部陳面を残しており，全

体粗雑な作りである。長さ17.2cm，幅5.5cm，S D010溝埋土中出土。

石斧B (338-342) 

342の石材は蛇紋岩で薄く短冊形に仕上げており，一部擦痕を残す。長さ8.35cm，幅5.1cm，

B区表土層下層出土。 338は太形蛤刃の磨製石斧である。石材は玄武岩で，基部・刃部に使用時

の欠損の剥離がみられ，また全体的に製作時の打痕が観察される。長さ13.2cm，幅7.9cm，S B 

012住居跡床面出土。340は大型の磨製石斧である。石材は頁岩で敵打により形を整え，部分的

に磨きを行い整形を行っている。 A区小穴内より出土。 341は磨製の挟入石斧である。石材は角

閃石で丁寧に敵打により形を整え，さらに丁寧に刃部を磨き刃を作りだしている。長さ10.9cm，

厚さ3.1cmで、縦に泌を欠損する。表土層出土。339は棒状の磨製石斧である。石材は粘板岩で，

敵打によりあら作りを行い，その後磨いて形を整えている。長さ13.0cm，幅5.7cm，刃部を欠損

する。 SB021住居跡出土。

石核 (Fig. 151-343， PL.85) 

小城郡三日月町岡本産の安山岩(サヌカイト)製の石核である。 角離から大型の剥片を剥離し

た後作られた小型の横長剥片を剥離するための石核で，剥片の両側縁を打面としている。打

面調整のための小さな剥離が施されている。 A区表土下層出土。

磨石 (Fig.151-344・345，PL.85) 

344は花闘岩製で，表裏ともに磨いた痕が残る。長さ11.6cm，幅9.5cm，厚さ5.5cm，B区表採。

345は安山岩製で，片面を丁寧に使用している。長さ9.9cm，幅8.3cm，厚さ4.9cm，C区表採。

砥石 (Fig. 151-346~350， PL.85) 

石材はすべて砂岩である。 346は，両端を欠損しており ，4面を使用する。 幅3.9cm，厚さ3.4

cm， B区SB006住居跡埋土中出土。 347は，一方を欠損しており 3面を使用する。幅4.4cm，
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Fig.150 石器実測図(4)
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長さ3.6cm，B区表採。 348の石材は目の細かい良質のもので，一方を欠損する。 4面使用。幅

2.2cm，厚さ3.3cm，S B006住居跡埋土中出土。 349は351と同様，目の細かい上質の石材を利用

し， 4面をかなり使用している。幅3.7cm，厚さ3.0cm，B区表採。 350は小型のもので3面を使

用。長さ5.1cm，幅3.4cm，厚さ2.9cm，B区表採。

その他の遺物 (Fig.152) 

紡錘車 (351~353)

351は滑石製の紡錘車である。断面台形状をしており，全面を丁寧に磨いている O 直径4.7cm，

厚さ1.4cmで直径0.8cmの穴を穿っている。 SB038住居跡出土。 352は土製の紡錘車である。断

面長方形をしており，手担状に指おさえで整えている。直径3.&m，厚さ1.2cmで直径0.3cmの穴

を穿っている。 SB0l8住居跡出土。 353は須恵質の紡錘車である。断面六角形状をしており，

ナデ調整により形を整えている。直径4.8cm，厚さ2.Ocmで直径0.75cmの穴を穿っている。 SB017 

住居跡出土。

勾玉 (354)

白色と灰白色の縞文様の石灰岩製の勾玉である。全体的に丸味をおび丁寧に磨かれており，

穴は一方から穿っている。SB004住居跡出土。

不明石器 (355)

滑石の石鍋の破片を二次利用しているもので，実測図矢印部分に穿孔のような加工をしてい

るものである。 B区遺構検出面出土。

f廿一¥ CJ[コ 円円
0354 

351 
353 

“ 
。 5 10cm 

355 

Fig. 152 紡錘車・玉類実測図

-198一



遺物

Tab.8 浦田遺跡住居跡出土遺物番号表

遺構番号 | 出土 遺 物番 号

S B 001 I 124，246，263，273，282，296，310，311，312，328，332 
S B002 I 57，235，261，262，264，267，275，278，292，308，317，319，320，331 
S B 003 I 157，166，169，170，276，277， 289， 303， 305， 325 
S B 004 I 195，215，218，226，243，247，251， 283， 316 
S B005 I 125，141，153，158，162，167，174，219，222 
S B 006 I 109， 118， 223， 299， 300， 301， 306， 318， 321 
S K007 I近世陶磁器出土
S B008 I 52，77，81，94，129，155，176，199，272 
S B009 I 121，161，185，237，281，294，323 
S D010 I 260，274 
S B011 197，99，172， 186， 192，231，236，241，250，266，279，286，290，291，293，295，304，322 
S B 012 I 75，90，103，113，137，147，149，324 
S B 013 I 200，210，245，298，302 
S B 014 I 228，230，232，270 
S B 015 I 53，68，86，95， 110， 123， 156， 206， 208， 225， 333 
S B 016 I 59，60，79，85， 122， 142，204，205，334 
S B017 I 54，100，107，115，213，258 
S B 018 I 44，55，70，74，84，93，220，238 
S B019 I 78，315 
S B020 I 67，72，201，209，211，221，269 
S B021 I 43，46，47，49，51，62，63，64，65，66，80，83，87，96，98，101， 108， 116，117，134，136， 138 

144，152，159，160，171，177，178，182，187，189，191，198，202，244，257 
S B 022 I 173， 175， 229， 239， 240， 242， 249， 271， 280， 285， 287， 329 
S B 023 I 45，69，104，135，143，146，148，151，154，181，193，214，216， 217， 259 
S B 024 I 48，82，91，92， 119， 120， 130， 131， 139， 203， 227 
S B025 I土師器片出土
S B 026 I 268， 297， 309， 313， 330， 335 
S B 027 I 71，73， 145， 183， 248， 256， 265， 284， 288 
S B 028 I 88，89，102，106，111， 112， 114， 127， 150， 164， 233， 255， 307 
S B 029 I 128， 180， 184， 207， 252， 253 
S B030 I出土遺物なし
S B031 I /} 

S B032 I /} 

S B033 I 76 

S B034 I出土遺物なし

S B035 I 56，140 
S B036 I 224 

S B037 I 163 

S B038 I土師器片出土
S B 039 I 133， 165， 168， 212 
S B040 I土師器片出土
S B 041 I /} 

S B 042 I 105， 126，132，314，327 
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浦田遺跡

4.小結

今回調査を行った浦田遺跡では，以上の報告のように古墳時代の竪穴住居跡27軒，掘立柱建

物跡6棟，古墳2基，歴史時代の竪穴住居跡8軒，溝2条，近世土墳の各遺構を検出した。時

期は，古墳時代の遺構が6世紀代，歴史時代の遺構は奈良時代後半~平安時代前半(8世紀末

"'9世紀初頭)の大き く2つの時期に分けられる。古墳は 1基は墳丘，主体部が調査区外に

あり，墳丘裾の一部の調査ともうー基は、周溝の一部を検出したにすぎない。またSK007土壌

からは，近世陶磁器が多量に出土した。ここで中心となるのは住居跡で，基本的に方形の平面

形態をなし 4本柱の住居跡で，特に各住居跡より検出されたカマドが注目される。遺物は，

縄文土器 ・須恵器・土師器・黒色土器などの土器類をはじめ，石鉱・石槍 ・石匙 ・スクレイパ

ー・石斧・砥石などの石器類の他，勾玉などの装飾品と多種多様の遺物が出土している。

以上浦田遺跡について概略したが，今回の調査でいくつかの成果を得た。以下それらについ

て若干の考察を行いまとめにしたい。

〈カマドを持つ住居跡について〉

浦田遺跡より検出されたカマドを持つ住居跡は，43軒のうち21軒である。時期的には， 6世

紀の造りつけのカマドを持つ住居跡と，平安時代の煙道付きのたき出し口を持つ住居跡である。

現在九州で確認され最も古いカマドを持つ住居跡は，福岡県浮羽郡吉井町塚堂遺跡で発掘さ
註 l

れた 5世紀代のものである。その他西日本では，兵庫県揖保郡太子町川島遺跡(5世紀中頃)， 
註2

和歌山県吉田遺跡(5世紀末)のカマドを持つ住居跡が報告されており，西日本でも竪穴住居

に造りつけのカマドが盛用されたのは 5世紀であることは疑いのないことである。県内で古墳
註3 註4

時代のカマドを持つ住居跡が発掘された遺跡として，東脊振村西前田，タヶ里遺跡，神埼町切
註5 註6
畑遺跡，小城町天神軒遺跡などいくつかの例が報告されており，報告によると，これらのカマ

ドを持つ住居跡は 6世紀後半に比定されている。浦田遺跡のカマドを持つ住居跡で最も古いも

のは， S B021住居跡で，出土遺物により 6世紀中頃に比定され，またタヶ里遺跡では 6世紀

中頃でも古い段階の時期のカマドを持つ住居跡が検出されており，これらのことより現在のと

ころ，県内で最も古いカマドを持つ住居跡は 6世紀中頃であるといえる。

煙道付きのたき出し口を持つカマドを有する住居跡は，最近の報告で，福岡県筑紫郡那珂川
註7 註8

町今光遺跡が報告されている。県内でも，佐賀市大門西遺跡，小城町天神軒遺跡より 2軒の報

告がされており，これらはいず、れも 8世紀末"'9世紀初頭の所産と報告されている。浦田遺跡

で、は， S B001・002・003・004・009・022の7軒の住居跡より検出された。時期はいずれも 8

世紀末"'9世紀初頭に比定でき，佐賀県内での煙道付のたき出し口を持つカマドの起源は 8世

紀後半，あるいは 8世紀末頃と想定される。
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小結

次にカマドの形態についてみると，カマドの方向は一様ではないが，一般的傾向として北向

きが多い。カマド体は，壁内側の床面上に地山整形を行い粘土を用いて造ったものや，石囲い，

あるいは石と粘土を使ったものなどいろいろな構造があげられる。さらにカマド中央部をレン
註9

ズ状に掘り下げたり，あるいはピット状に掘り下げたりしている。これは福岡県裏ノ田遺跡の

カマドと共通点が多く，カマド構築技術の一般化がみられる。

古墳時代のカマドは11軒あり，そのうち，カマド体焚口裏側にあけられた煙出しを持つもの

にSB008・019・028・042住居跡などがあげられ，住居壁手前に煙が出るようになっている。

その中でも SB019住居跡のように，住居壁手前0.21mまで煙出しを作っている例もある。支脚

の例は少ないが，S B028.029・038住居跡などにみられ，全て自然石を利用している。またその

他の例として， S B013・014住居跡より検出された壁の一部を半円状に掘り込む例がある。

これらは，造り出しの袖を持たないもので，それらの部分にはおびただしい焼土が残っており，

造り出しの袖はないものの，カマドとして取り扱ったが，今後の検討が必要でトあろう。

歴史時代の煙道付きのたき出し口を持つカマドは，カマド中央部の床面からおよそO.lmの壁

面に0.3m程にトンネJレ状の煙道が1.0'" 1. 5m掘りぬかれ，斜めあるいは垂直に上方へ煙突状

にのびる。これらの構造を持つなかで，煙道は 3つのタイプに分けられる。第1に，カマド

体上方の掘りぬき部分から下方へ急傾斜で、煙道がのびるもの (SB003・006住居跡)，第2に，

同じく下方へ緩傾斜で煙道がのびるもの (SB002・006・022住居跡)，第3に，同じく上方へ

向かつて煙道がのびるもの (SB009住居跡)の 3つのタイプがある。これらのうち，第2・第

3の場合，単に煙を外へ出すだけの機能を持つための煙道構造と考えた場合，水平，あるいは

上方へ向く煙道であれば，煙が流れ出て行くためには自然的な形であろう。それに対して，第

lの場合，煙道が下方へ向かつてのびているのは，煙の流れに対して煙道は逆作用を起こすも

のと考えられる。この場合，下方へ向かつて造られている煙道について 2つのことを想定して

みた。第 lは， 煙突部分に何らかの形で傘状の施設を施していればよいが，それらの施設を施

してない場合，雨などの自然現象により水が流れ込んでカマド自体が湿めるために，カマド部

分に水の進入を防ぐために造られたもの。第2に，カマドで火を使った場合，火のいきおいを

加減するために空気の流れを調節するために造られたものの 2つの場合を想定したが，このこ

とについては，今後，実験により確めてみたい。

次にカマド体およびカマド付近についていくつかの特徴を述べてみたい。 SB023住居跡など

にみられるように，カマド体の両袖，あるいは片袖に，土器の混入がみられる。これは，カマ

ド体の粘土等の補強のために，故意に混入させたものと思われる。また，カマドを中心に，両

袖，片袖の外側に不定形の一段下がった掘り込みの部分 (SB001・002・003他)があるが，

これは何のためになされたものであろうか。弥生時代 ・古墳時代にみられる排水のための周溝

があるが，これらと同じような性格を持つもので，カマド部分の湿気をとるための効果を目的
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浦田遺跡

としたものであると考えられる。

〈須恵器模倣の土師器，黒色土器について〉

浦田遺跡より出土した須恵器を模倣した土師器杯は100個体以上出土した。最近この種の土器
註10 註11

は，福岡県野黒坂遺跡，裏ノ田遺跡などより報告されており，県内でも下中杖・西前田・切

畑・天神軒等の各遺跡より出土している。報告によれば6世紀後半に編年されているのが大半

である。浦田遺跡では6世紀前半の須恵器と共伴しているものもあるが，他の一括遺物(土師

器)より 6世紀前半に位置づけするのは難しい。本遺跡の須恵器模倣の土師器の位置づけは今

後の課題として残しておきたいが，現在調査中の切畑遺跡より同じような状況で須恵器模倣の

土師器が須恵、器をともなって出土しており，今後これらの遺跡と照らしあわせて考えてみる必

要がある。一応6世紀中噴から編年できることは可能であろう。また，これらの土器群から黒
註12

塗りのものが多く出土している。黒塗りについては当初漆ではないかと考えていたが、分析の

結果炭化物であろうとのことである。
註13

黒色土器は9点出土しており， Fig.149~こ載せている。県内でも，尾崎利回，下中杖など多く

の遺跡から出土しており，そのほとんどが10世紀以降の遺物である。本遺跡出土の黒色土器はす

べて内黒の土器で住居跡内より出土している。器形は， A. B ・C・D類の 4つに大別でき，

器形の違いがある。ここで問題となるのが時期についてであり，黒色土器Aは， S B042住居跡

より出土しており， 6世紀代の住居跡埋土上層より出土している。黒色土器Bは， S B001・015・

022・026住居跡より出土している。 SB015住居跡を除けば 8 世紀末~9 世紀前半の住居跡であ

る。黒色土器Cは， S B016住居跡埋土中より出土しており， 6世紀の住居跡である。黒色土器

Dは， S B026住居跡より出土しており， 8世紀末の住居跡である。以上のように，数点が古墳

時代の遺構に混入しているが，各遺構の年代と，大宰府・平城京などより出土している土師器・

須恵器などと対比して考えてみるならば， 328~335の黒色土器については 9 世紀前半に編年

できょう。また327の黒色土器については，他の例がなく不明であるが，一応前述の時期に考え

られる。ただ器形が深いことや，底部と体部の特徴などより他の土器に比べ古くなりそうな要

素を持っており，今後の資料の増加を待って結論を出したい。いずれにせよ，浦田遺跡で出土

している黒色土器は，九州、|ではその例が少なく詳細については不明な点が多く，今後資料の増

加により考えてみる必要はあるが，黒色土器の中でも古い段階に存在することはまちがいない

ことである。
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〈集落としての浦田〉

今回の調査で43軒の住居跡を検出したが，遺跡の広がりはまだ南北に続いており， 100軒を越

える一大集落と考えられる。前述したように，住居跡は 6世紀と奈良末~平安時代の 2つの時

期に分けられる。 6世紀の浦田の住居群は， A. B ・C区に広がっており，中でも SB016住居

跡が古く，そのまわりのSB015・017・018住居跡は浦田遺跡の中でも古い時期の住居跡であり，

次第に東方に円を描くように広がっている。一方，平安時代の住居群はB区に集中しており，

A区にやや離れて一軒あるだけである。これらのことより，これ以上北に広がる可能性は少な

し奈良・平安の生活の場はSB001~004住居跡より南へ広がっていくようである。

以上簡単にまとめを行ったが，県内でもこれだけまとまって6世紀以降の集落が調査された

例はなく非常に興味深い。しかしながら，遺構，遺物について不明な点が少なくなく，今後の

資料の増加，研究の成果を待ちたい。

註，}II島，立岡遺跡」 兵庫県太子町教育委員会 1971 

註 2 吉田遺跡第二次調査概報」 和歌山県教育委員会 1971 

註3 岩永政博編 「西前田遺跡」 東脊振村教育委員会 1981 

註4 1981~1982年佐賀県教委・東脊振村教委発掘調査

註5 1982年佐賀県教委発掘調査

註6 中牟田賢治編 「天神軒遺跡」 小城町教育委員会 1982 

註7 佐々木隆彦編 「今光・地余遺跡」 東急不動産株式会社 1980 

註8 高瀬哲郎他 「大門西遺跡」 九州、|横断自動車道関係埋蔵文化財謁査報告(1) 佐賀県教育委員会 1980 

註9 酒井仁夫編 「裏ノ田遺跡」 九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告XVlI福岡県教育委員会

1977 

註10 松岡史他 「野黒坂遺跡」 福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告第 l集福岡県教育委員会

1970 

註11 七回忠昭編 「下中杖遺跡」 佐賀県教育委員会 1980 

註12 東京文化財研究所にて分析をお願いした。

註13 天本洋一，多々良友博編 「尾崎利回遺跡」 佐賀県教育委員会 1980 
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西一本杉 遺 跡

遺跡名:西一本杉遺跡(略号N1 S) 

所在地:神埼郡東脊振村大字活動字西一本杉
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西一本杉遺跡

1.遺跡の概要

遺跡は神埼郡東脊振村大字石動字西一本杉に所在する。

佐賀県の背骨である脊振山地から南へ延びる丘陵には旧石器時代から古墳時代にかけての遺

跡が多く立地している。西一本杉遺跡も脊振山地から派生する山塊の 1つ，標高448mの権現山

から延びる丘陵の末端に位置する。東は脊振山地に源を発し，有明海に注ぐ田手川の扇状地が

一一一一ti

fig. 155 西一本杉 ・上三津栗原 ・山古賀遺跡周辺地形図
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遺跡 の 概要
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西一本杉遺跡

開け，南は佐賀平野が一望できる。西は昭和56年に発掘調査され，縄文時代・弥生時代・古墳

時代の大集落が発見されたタヶ里の低丘陵が南へ延び、ている。

遺構は東丘陵の頂部，標高56mにSTOl1古墳，約10m下った所にST010古墳，さらに約15

m下った所にST007古墳，さらに約30m下った所にST006古墳が， S TOl1古墳の南側裾部に

S J 002査棺墓が分布する。西丘陵の頂部，標高67mにST008古墳が， S T008古墳の南から東

にかけての周辺にSC003・004・005石棺墓・ SJ 001壷棺墓が分布する。 ST008古墳から約30

m下った所にST009古墳が，さらに南へ下った所にST012・013古墳が分布する。 ST012古

墳からさらに南へ下った所から，近年再埋置されたと推定される二重口縁査の十数個体分が一

括で出土した。

遺物はST008古墳・SC004石棺墓から錨が， S T010古墳から万子が出土している。 ST009 

古墳には鉄器・玉類が一括で副葬されていた。 ST008古墳の溝からは二重口縁査が 1点出土し

ている。 ST006・007古墳は破壊が著しし少量の須恵器と耳環が出土しただけである。 ST

012・013古墳からは多量の土師器・須恵器が出土した。

ST013 

ST012 

O 10 20m 

Fig. 157 西一本杉遺跡遺構配置図(2)
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遺構

2.遺構

遺構はすべて墳墓で 4世紀前半から後半にかけての古墳3基・石棺墓3基・壷棺墓2基，

6世紀中頃から 7世紀後半にかけての古墳4基が検出された。

4世紀の古墳3基は 2基が内部主体に箱式石棺をもつもので，東西両丘陵の頂部に位置す

る。他の 1基は墳丘を削平されているが，内部主体に木棺をもつもので，西丘陵の中位に位置

する。

石棺墓3基はST008古墳の裾部の東から南にかけてほぼ等間隔で位置している。

壷棺墓2基はST008古墳の南側と STOI0古墳の北側に位置している。

6世紀から 7世紀にかけての古墳4基のうち 2基は東丘陵に，他の 2基は西丘陵に位置する。

S T006古墳 (Fig.158， PL. 87) 

東丘陵尾根の先端近く，標高49mの所に位置する。削平が著しく調査前は腰石の一部が露出

しているだけであった。

壌丘 北側は腰石の上面まで，南側は石室床面まで削平されており，墳丘，周溝ともに残っ

ておらず，古墳の規模は不明でトある。

内部主体 単室の横穴式石室で，主軸を S47
0

Wにとり西に開口している。玄室は腰石の

ーー部が奥壁と，左側壁に残っているだけであるが，奥行約2063m，横幅約2070mとほぼ正方形

に近いものと推定される。

玄門から羨道部にかけては石材が残ってないが，短い羨道があったと推定される。羨道部か

らは幅約1.4m，深さ約Oo45mの墓道が西斜面へ下っている。

遺物は墓道の床面から須恵器の杯，聾の小片が若干出土した。

S T007古墳 (Fig.159， PL. 88) 

S T006古墳の北方約30m，東丘陵尾根の頂部からやや下った標高53mの所に位置する。削平

が著しく，調査前は左側壁の一部が露出しているだけであった。

墳丘 墳丘は削平され，古墳の規模は不明である。周溝は北側でも検出されず，元来なかっ

たものと推定される。

内部主体 単室の横穴式石室で，主軸をN88
0

Wにとり，西に開口している。玄室は左側壁，

奥壁の腰石の一部しか残っていない。左側壁の腰石は花嗣岩の一枚石が使用され，奥壁の腰石は花

闘岩2個が残っているが，もう 1個あったものと推定される。側壁と奥壁の聞は小石で目貼り

されている。玄室の規模は奥行約200m，幅約200mのほぼ正方形に近いものと推定される。床

面は敷石があったらしく，石室の南側に小醸が散乱していた。玄門は閉塞石は残っていないが

-Eム
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Fig.158 S T006古墳石室実測図
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遺構

裏込め石が多数散乱している。羨道は短いものがあったと推定され，大小の石が散乱している。

遺物は玄室の隅から鉄鍛と耳環が，石室の東側表土から須恵器が少量出土したO

S T008古墳 (Fig. 160~ 162， PL. 89~92) 

西丘陵尾根の頂部，標高67mの所に位置する。丘陵頂部の高まりを利用した古墳で，東側に

張り出し部をもっ。

墳丘 径約15mの不整円形の円墳部と底辺幅10m，奥行9mの張り出し部からなる。円墳部

は基本的に自然地形を利用していると考えられるが，地山を整える為の若干の整形はしている

ようである。地山整形をした後に，厚さ0.35mの盛り土をし，その上から墓墳を掘り込み，埋

L二 54.60m
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Fig. 159 S T 007古墳石室実測図
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西一本杉遺跡
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遺構

葬をして，さらに厚さ0.5mの盛り土を施して墳丘を整えている。

張り出し部は西丘陵から下りつつ東へ延び、る丘陵鞍部の自然地形を利用して作られている。

地山整形は上面と東側斜面が著しく，特に東側斜面は急傾斜に整形されている。円墳部との境

のくびれは明瞭でなく，ゆるやかな曲線でくびれがわかる程度であるo 円墳部と平坦面の境は

幅0.9m，深さ0.4m，長さ10.8mの溝が弧状に回り，溝底から二重口縁の査形土器がほぼ完形

で出土した。

内部主体 主体は箱式石棺で、墓壊のやや南に寄って造られている。蓋石は片麻岩の板石が6

枚用いられ，蓋石と蓋石の聞は小形の板石で補強され，さらに白色粘土で目貼りがしである。

棺は東西小口各々一枚，南北側石各々 4枚の片麻岩の板石が用いられている。東小口幅0.3m，

L=67.30m 
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Fig. 161 S T 008古墳石棺実測図
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西一本杉遺跡
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Fig.162 S T008古墳墳丘土層図

西小口幅O.44m，長さ1.8m。西小口部に頭蓋骨が，中央よりやや東側小口部に近い西側に大腿

骨が残っている。

遺物は棺底から錨が1点出土した。

S T009古墳 (Fig.163， PL. 93・94)

西丘陵尾根の ST008古墳から南へ約30mの所に位置する。

墳丘地山まで削平されており，墳丘は全く残っていない。このST009古墳は，地山が花闘岩

の白色ノfイラン土壌のために，尾根の表土を剥いで遺構の検出をした際に，表面からの掘形

を確認することができなかった。地山面からの遺構検出が困難なために，試掘棒によづて遺構

の有無を確認することにした。その結果，地山のやわらかい部分に幅30cmの試掘溝を掘ってみ

たところ確認されたものである。この試掘溝を掘る際に玉類と鉄鉱を掘り上げてしましh 原位

置を確認できなかった。誠届溝の断面を見るとU字形の赤色顔料の帯が入っており，これは土墳

墓，あるいは木棺墓だと判断した。表面に水をまき再度掘形を確認しようと精査したが，つ

いに確認することができなかった。そこで，遺構の中心と推定されるところから周囲に向けて

約20cm程掘り下げてみると，花闘岩の半分風化しかけた岩盤にぶつかり掘形を確認すること

が出来た。

内部主体墓墳は方位をS65
0

Eにとる隅丸長方形で足部がやや狭くなる。墓墳上面で，

co 
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遺構

頭位幅1.55m，足位幅1.43m，長さ3.36mで断面U字形である。墓壊が掘られた後に割竹形の

木棺が埋置されたようである。それは棺内に撒布された赤色顔料が棺底や墓墳壁から浮いた状

態であることと，出土した鉄器類が棺底や墓壌壁から浮き，赤色顔料の厚さの中や土面で検出

されたことから推定された。木棺内に撒布された赤色顔料は棺底で約0.07cm，棺の上部へいく

につれて薄くなる。赤色顔料の残存状況から木棺の形状を推定すると，高さは不明で、あるが，

頭位幅0.85m，足位幅0.55m，長さ2.65mで，頭部と足部が上がり気味になっている。

遺物は試掘溝を掘る際に鉄鉱数点，勾玉 l点，管玉14点，ガラス小玉40点，棺内左側の肩部

から鉄剣2点，鉄斧2点，鍬先 1点，鏡片 l点，腰部から鉄鉱33点が出土した。

S TOlO古墳 (Fig.164， PL. 95) 

績丘 東丘陵間艮の頂部からやや下った， S T007古墳の上位15mの所。標高55mに位置する。

尾根のやや盛り上がった部分に構築されているが，盛り土は削平されているのか検出されなか

った。周溝も検出されなかった。

内部主体 主体部は箱式石棺で主軸を S60' Eにとる。墓墳は隅丸長方形で二段掘りとなっ

ている。上面で東辺幅1.53m，深さ0.44m，西辺幅1.32m，深さ0.58m，長さ2.98m，二段目

で東辺幅0.81m，深さ0.22m，西辺幅0.80m，深さ0.25m，長さ2.35mである。石棺の蓋石は

花闘岩の扇平な石を 5個使い，蓋石と蓋石の聞は小石で目貼りをして補強している。棺は小口

g
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Fig.163 S T009古墳内部主体実測図
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西一本杉遺跡

を1枚の板石を，左右両側壁を 3枚の板石を用いて作られている。棺の規模は内法で，東小口

幅O.44m，西小口幅O.38m，深さO.50m，長さ1.78mで、ある。棺の外部は墓壊底部から蓋石上

面にかけて白色粘土でしっかり包んである。棺底もまた厚さO.15mの白色粘土で充填しである。

棺の内底面は赤色顔料が撒布されている。

遺物は棺底から万子が1点出土している。

L=56.60m 

w09.9S=1 

。 1 2m 

Fig. 164 S T010古墳石棺実測図
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遺構

S T 012古墳 (Fig.165・166・168，PL. 96・97)

西丘陵尾根を南に下った緩斜面の標高52mの所に位置する。横穴式石室を内部主体とする円

墳で，閉塞石は取り去られ盗掘を受けているが，墳丘の残りは良好で、ある。

墳丘 高さ約1.5m，墳丘径約13mだ、が裾部が若干削平されているようである。周溝は確認さ

れなかった。盛り土は旧表土から開始され，黄褐色土が厚さ0.2~0.3mの単位で整然と積み上げ

られている。

内部主体 複室の横穴式石室で主軸を S26
0

Wにとり南に開口している。石室の掘形は

幅2.4m，奥行4.8m，深さ1.1mで長方形である。玄室は奥壁で幅1.4m，奥行1.4m，高さ1.4

mで平面形はほぼ方形である。奥壁と左側壁には各々 l個，右側壁には2個の腰石が配置され，

腰石から上は頭大の塊石を持ち送り式に 7~8 段積み上げて天井に至る。羨室は幅0.9m，奥行

1.1mでほぼ方形である。両側壁の腰石は各々 1個で，腰石から上は頭大の塊石を持ち送り式に

積み上げている。掘形と石室の聞は大小の石で裏込めがなされている。玄門部は左右から0.37

m程袖石が張り出し，袖石の聞は幅0.56mの仕切り石がある。玄室は敷石が存在していたが，

盗掘の為に隅々にわずかに残っているだけであった。閉塞部は仕切り石と閉塞石の裏込め石が

一部残ってるだけであった。羨道は幅約0.8m，高さ約0.6m，長さ0.9mが残っており，左右2

個の腰石が用いられたと推定されるが，右の 1個が抜かれている。羨道から幅約3.0mの墓道が

南へ約 8m延び、る。

遺物は墓道の黒色土から多量の土師器，須恵器が出土している。

S T013古墳 (Fig.167・168，PL. 98・99)

S T012古墳から南東へ約30m離れた緩斜面の標高46mの所に位置する。駒て式石室を内部主体

とする円墳であるが，腰石から上の大部分が削平されている。墳丘は残存しない。

内部主体 複室の横穴式石室で主軸を S5
0

Eにとり南に開口している。石室の掘形は

最大幅2.5m，奥行3.5m，深さ0.8mで，前部がやや狭くなった羽子板状になる。玄室は幅0.95

m，奥行1.4mで長方形である。奥壁に 1個，両側壁に 2個ずつの方形の大型石を腰石として配

置している。両側壁はやや内傾し，小型の塊石を持ち送り式に積み上げている。玄室と羨室の

境は明確でなく，やや内側に張り出した袖石的な石はあるが仕切り石はない。羨室は幅0.66m，

奥行0.9mのほぼ方形で，両側壁は各々 2個の腰石が残っているだけである。羨道部は破壊され

ており，羨道が存在したかどうかは不明で、ある。羨道部あるいは前庭部には小離が散乱してお

り，石室内には敷石が存在していたと考えられる。羨道部からは幅1.4m，深さ0.3m，長さ 4

mの墓道が南へ延び、ている。

遺物は前庭部の黒色土から多量の土師器，須恵器が出土した。
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Fig.165 S T012古墳石室実測図(1)
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Fig. 166 S T 012古墳石室実測図(2)
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Fig.167 S T013古墳石室実測図(3)
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西

[ST012古墳〕

商

[ST013古績〕

II 

111 

I 暗褐色土層・…ー暗褐色土を主体に黒色土(腐植土)

黄褐色土等が混じる

II 褐色土層…・…・粘性あり

III 黄白色土層……砂層、褐色粘土を若干含むが、サラ

サラしている

W 褐色土層・……・粘土を主体に砂が均一に少量入る。

粘性あり

V 黄白色土層・一砂層が主体であるが、Wより褐色粘
土が多い

Fig.168 S T012・ST013古墳境丘土層図

VI 明褐色土層……砂を含んだ褐色粘土層
vn 暗褐色土層……粘性がない
咽褐色土層………砂を多く含む褐色土層

粘性はあまりない

医 黒褐色土層…・・旧地表面、砂層上面は

黒色土が点々と見られる
X 褐色土層………砂層を主体に粘土をわ

ずかに含む層

V 黒褐色土層…一粘性なし、
褐色土と黒色土の混ざ

った土

VI 灰縄色土!喜一…硬くしまった層
白色鉱物の粒子を多く含む

刊 褐色土層…-・しまりがな く軟らかい

。

東
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遺構

S C003石棺墓 (Fig.169， PL. 100) 

S T008古墳の南15mに位置する。墓墳は S78
0 

Eで，東小口幅0.53m，西小口幅0.38m，

長さ2.06m，深さ0.25m，東小口幅がやや広い長方形で、ある。頭位はやや小口幅の広い東向き

であろう。蓋石は基本的に花闘岩の板石が5枚で，蓋石と蓋石の聞と蓋石の上はやや小ぶりの

花闘岩と片麻岩で補強しである。粘土による目貼りはなかった。棺は小口には板石がなく，側

壁も足部に二枚ずつの花闘岩の板石があるだけで，石蓋土壌墓と箱式石棺の折衷である。棺内

から遺物の出土はなかった。

S C004石棺墓 (Fig.170， PL. 101) 

S T008古墳の南東17mの西丘陵尾根からやや東斜面に下った所に位置する。墓墳は棺一杯

に掘つである。棺内法は北小口幅0.3m，南小口幅0.23m，長さ1.67m，深さ0.28m，北小口がや

や広い長方形である。長軸はN54
0

Eで頭位は小口幅の広い北向きであろう 。蓋石は花崩岩

の板石が5枚で，蓋石と蓋石の聞は小型の離で補強しである。粘土による目貼りはみられなかっ

た。棺は南北小口に各々 1枚東西側壁に各々 4枚の板石を用いである。板石はいずれも棺底に

小溝を掘って埋め込んである。頭位置と考えられる北小口部には棺底から厚さ 8cm程度の白色

粘土が盛り上げられている。

遺物は白色粘土の上面から錨が1点出土した。
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Fig. 169 S C 003石棺墓実測図
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Fig.170 S C 004石棺墓実測図

S C005石棺墓 (Fig.171， PL. 102) 

S T008古墳の東側張り出し部の東7m，西丘陵尾根の東側に下った所に位置する。墓墳は東

小口幅0.57m，西小口幅0.5m，長さ2.13m，深さ0.38m，西小口幅が広い長方形である。長軸

はN54'Eで，頭位はやや小口幅が狭いものの，側壁に板石を部分的に使用していることから

西向きであろう。蓋石は不整形の花闘岩の板石が 5~6 枚用いられ，蓋石と蓋石の聞は小型の

板石で補強しである。さらに，蓋石は白色粘土で目貼りをしてある。棺は西側小口に 1枚，側

壁に各々 2枚の板石が用いられているだ砂で，石蓋土墳と箱式石棺の折衷である。

遺物の出土はなかった。

S J 001査棺墓 (Fig.172， PL. 103) 

S T008古墳の南17m，西丘陵尾根上にある。墓壌は掘り込まれた地山が花崩岩の風化土壌の

ためにはっきりしないが，平面円形と推定される。棺は査形土器の胴部上半を打欠き，底部を

上にした状態で埋置している。
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S J 002壷棺墓 (Fig.173， PL. 103) 

S T010古墳の北東13m，東丘陵尾根上にある。墓墳は1.4mxO.96mの平面楕円形で、深さ

0.4mで、ある。棺は二重口縁の壷をほぼ水平に埋置し，胴部上半を打欠いた査を蓋としている。

主軸方位N55
0

Wである。
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西一本杉遺跡

3.遺物

土器

4世紀の土師器がST008古墳溝から 1点と，西丘陵尾根の表土層からかなり多量に出土した。

6~7 世紀の須恵器，土師器が S T012古墳， S T013古墳から多量に出土した。他にST006古

墳， S T007古墳からも若干の須恵器が出土した。

S T006古墳出土土器 (Fig.174) 

須恵器

杯(1) 短く内傾する立ち上がりをもっ。口径10.2cm，器高3.8cm，底部はへラケズリ，他

はヨコナデ，ナデ。

S T007古墳出土土器 (Fig.174， PL. 105) 

須恵器

蓋(2， 3) 天井部が扇平な同タイプのものであるが，口縁端部が 2は丸く， 3は内側に

段がつく。体部外面に細い沈線がめ ぐ る。口径14.5cm，器高4.0~4.2cm。天井部はへラケ ズ

リ，他はヨコナデ，ナデ。

聾(4 ) 卵形の体部に長いくの字に外反する口縁がつく。口縁端部は上方に鋭くつまみ上

げられ，下方に細く鋭ω凸帯がめぐる。口縁部は 2条の櫛描波状文がめぐる。波状文は 2条と

もかなり粗雑である。口径30.6cm，器高59.2cm，最大径48.4cm。体部外面は平行のタタキが，

内面は同心円状のタタキが施される。

S T012古墳出土土器 (Fig. 175~178， PL. 106・107・110)

須恵器

董 (Fig.175-5 ~ 18， PL. 106) 

形態的にほとんど差がないが法量でI・II，口縁部の形態でa・bに分類した。

蓋 1a (12， 17) 口径12佃以上のもので丸味をもった天井からゆるやかに内湾して口縁部

へと連続するもの。内外面ヨコナデ，天井部へラケズリ。

蓋 1b (5-8) 口径12cm以上のもので，体部から口縁へ移る所でほぽ垂直に屈曲するも

の。内外面ヨコナデ，天井部はへラケズリをそのまま残すもの 5-8と，後でナデ調整を施

すものがある。

董IIa (13-16， 18) 口径10~ l1 cm内外のもの。丸味をも った天井からゆるやかに内湾

して口縁部へ連続するもの。内外面ヨコナデ，天井部はへラケズリをそのまま残すもの13・18
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西一本杉遺跡

と，後でナデ調整を施すもの14-16がある。

蓋IIb(9-11) 口径10-l1cm内外のもの。体部から口縁へ移る所でほぼ垂直に屈曲す

るもの。内外面ヨコナデ，天井部はへラケズリをそのまま残すもの9・10，後にナデ調整を施

すもの11がある。

杯 (Fig. 175-19~38， PL. 106) 

形態的にA・Bに大別し， Bは底部の調整によって a• bに細分した。

杯A (19) 口径12.2cm，器高3.&m。器高に対して口径が大きく平べったい形をしている。

立ち上がりが高い。内外面ともにヨコナデ，ナデ，底部はへラケズリ。

杯Ba (20， 21， 23， 24， 26， 29-31， 33， 37) 口径は10cm内外であるが10cm未満のもの

が多い。立ち上がりは低く，底部はへラ切り離しのまま。内外面ともにヨコナデ，ナデ。

杯Bb (22， 25， 27， 28， 32， 34-36， 38) 形態はBaと同じであるが，底部はへラ切り離

しの後にへラケズリを施している。

壷 (Fig.176-40・42，PL. 107) 

形態的にA・Bに大別される。

壷A (40) 口径9.0cm。体部は胴が張り，頚部は内湾気味に立ち上がり口縁部でやや外反す

る。体部と頚部の境に 1条の沈線がめぐる。内外面ともにヨコナデ，ナデ。

壷B(42) 長頚壷で体部を欠く。口径10.3cm。頚部から口縁部にかけてやや外湾気味に立

ち上がる。内外面ともにヨコナデ。

聾 (Fig.176-39) 

体部を欠く。口径8.4cm。口縁はくの字に外反し，端部が突帯状に肥厚する。提瓶の可能性が

ある。

聴 (Fig.176-41・43・44，PL. 107) 

41は体部上半を欠く。体部最大径20cmで大型の部類に入る。体部中位よりやや上に2条の沈

線が入る。体部内外面ともにヨコナデ，底部はへラケズリ。 44は口縁端部を欠く。楕円形の体

部から長い頚部が外反し，口縁部が内傾気味に外反する。体部中位よりやや上，頚部の中位，

頚部と口縁部の境に沈線がめぐる。内外面ヨコナデ，ナデ。体部外面下半はへラケズリ。頭部

内面にシボリ痕が残る。 43は頚部から上を欠く。体部最大径8.1cm。体部よりやや上に沈線がめ

ぐり，その上に櫛状工具による刻文が入る。内外面はヨコナデ，ナデ。体部外面下半はへラ

ケズリ。

高杯 (Fig. 176-45~48， PL. 107) 

形態からA・Bに分類される。

高杯A(45・46) やや深い朽部にハの字に広がる短い脚がつく。45は口径9.2cm，裾部径7.8cm，
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西一本杉遺跡

器高9.0cm，杯部の底部外面はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ。46は推定口径10cm，裾部径8.4

cm，推定器高10.6cm。杯の底部外面はカキメ調整，他はヨコナデ，ナデ調整。脚部内面にしぼ

り痕を残す。

高杯B(47・48) 長脚の高杯である。 47・48ともに4破片で全体は不明である。48は脚部に 2条

の沈線とカキメ調整が入る。

提瓶 (Fig.176-49， PL. 107) 

把手が退化し，癒状の突起を残すのみになっている。口径5.4cm，器高15cm。体部にへラ記号

カまある。

土師器

蓋 (Fig.177-50・51，PL. 110) 

51は天井部のつまみが剥脱している。口径12.9cm，内外面ともにへラ ミガキ。50は丸い天井
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遺物

部をもっ。口径13.0cm，器高3.5cm。内外面ともにへラミガキ。

杯 (Fig. 177 -52~56， PL. 110) 

口縁の立ち上がりの有無によってA・Bに大別する。

杯A (52・53) 丸底の底部にやや内傾する立ち上がりをもっ。 52は口径11.5cm，53は10.7cm。

体部内外面はへラミガキ，立ち上がりはヨコナデ。

杯B(54-56) 芦L味をもった体部から口縁が直:立気味に立ち上がるもの54・55，体部からゆる
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西一本杉遺跡

やかに外反し端部が外側につまみ出されるもの56がある。 54・55は内外面ともにへラミガキで

一部ナデが入る。 54は黒褐色の顔料を内外面ともに塗つである。

PL. 110) (Fig. 177-57・58，壷

形態からA・Bに分類される。

口縁はやや外反しつつ直線的にやや上げ底気味の底部と，肩の張った体部をもち，(57) 壷A

口径9.8cm，器高20.2cm，肩部，体部中位に沈線がめぐる。立ち上がる。頭部と口縁部との境，

ナデ。体部下半はへラケズリ，他はヨコナデ，

丹塗り磨研の査。円形の体部に外反する口縁をもっ。 58-1と58-2は同一個体で(58) 壷B

ナデで丹塗りはない。あろう 0・外面は丹塗り磨研，内面はヨコナデ，

(Fig. 177-65・66，PL. 110) 小型台付壷

円形の体部にハの字に広がった脚部とくの字に外反する口縁がつく。全体に指による調整が
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遺物

著しく，指押さえ痕が残る。脚部内面はタテ方向のへラケズリ。

高杯 (Fig.177-59~64， PL. 110) 

杯部の形態でA・Bに分類される。

高杯A(61) 杯の体部と底部の境に稜をもたないもの。体部内外面ともにヨコナデ，ナデ。

脚部内外面ともにタテ方向のへラケズリ。

高杯B (59・60) 杯の体部と底部の境に稜をもち，脚部は短くハの字に開く。脚の裾はさ

らに聞き59のようにほぼ水平になるものもある。杯部内外面はヨコナデ，ナデ。底部はへラケ

ズリ。脚部内外面はタテ方向のへラケズリ，裾部はヨコナデ。

その他， 62-64は脚のみである。 62は比較的長い脚をもっ。 63・64は短脚でハの字形に開く。

内外面ともにタテ方向のへラケズリ。

S T013古墳出土土器 (Fig. 179~ 182， PL. 108~ 110) 

羨室と墓道から須恵器，土師器が多量に出土している。

須恵器

蓋 (Fig. 179-67~82， PL. 108) 

かえりの有無，つまみの有無によってA・B・C・Dに大別し，かえりの形状によってBを

Ba. Bbに、 CをCa・Cbに細分した。

蓋A(67・68) かえりをもたないものである。口径12叩，器高3.0cmを越えるものが多い。

天井部はへラケズリ，後で一部ナデ。他はヨコナデ，ナデ。

蓋 Ba(69-72) かえりがあり，つまみをもたないもので，かえりが受部より高くなるも

の。最大径10~ l1 cmのものが多い。天井部はへラ切り離しのまま。他はヨコナデ，ナデ。

蓋Bb(73-78) かえりがあり，つまみをもたないもので，かえりが受部より低くなるも

の。最大径10~l1cm。天井部はへラ切り離し。他はヨコナデ，ナデ。

蓋Ca(79・80) かえりがあり，つまみをもつもので，かえりは Bbより低くなるもの。口

径13~15cm。天井部はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ。

蓋Cb(81) かえりがあり，つまみをもつもので，かえりの痕跡を残すだけのもの。口径13

~15cm。天井部はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ。

蓋o(82) かえりが消失し，口縁が曝状になったもの。口径16cmを越える。天井部はへラ

ケズリ，他はヨコナデ，ナデ。

杯 (Fig. 179-83~97， PL. 108) 

立ち上がりをもつもの，もたないもの，高台が付くもの付かないものでA・B・C・Dに大

別し， B. Cを法量でI・IIに細別した。

杯A (83) 低く短い立ち上がりをもつもの。口径11cm。底部はへラケズリの後にナデ，他

q
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西一本杉遺跡
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遺物

はヨコナデ，ナデ。

杯B1 (94) 立ち上がりと高台がないものでm口径12cm前後のもの，器高も4cm前後と深い。

底部はへラ切り離しの後にナデ，他はヨコナデ，ナデ。

杯B11 (84-93) 立ち上がりと高台をもたないもので，口径10cm前後， 器高3.0cm前後のも
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西一本杉遺跡

の。底部はへラ切り離しをそのまま残すもの，後にへラケズリをするもの，最後にナデを施す

ものがある。

杯C1 (97) 高台が付くもので，口径15cm前後，器高6αn前後のもの。高台は高く，体部

から口縁へは直線的に立ち上がる。

杯CII (95・96) 高台が付くもので，口径14.0~15.0cmのもの。高台はC 1に比べて低

く外へ聞く。

壷 (Fig. 180-98~ 101， PL. 109) 

脚部の有無によってA.Bに分類し，法量によってAをAI・AIIに細分した。

壷A1 (98) 底部は平底で，口縁部は胴張りの体部から直線的に外反する。口径6.7cm，器

高15.7cm。体部下半はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ。

壷AII (99) A 1と同タイプであるが，口径4.7cm，器高10.4cmと小型のものである。

壷B(100・101) 台付査である。ハの字に開いた脚部に円形の体部がつく。頚部は直線的

に広がり，口縁部でやや内傾する。 100は口径8.5cm，器高25.2cm，101は口径8.2cm，器高19.4

cmo 100は肩部に櫛描列点文と沈線，口縁部に沈線が， 101は櫛描列点文とカキメが施される。

体部外面下半はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ。頚部内面にしぽり痕を残す。

高杯 (Fig. 180-106~108， PL. 109) 

ノ、の字に開く短い脚部に無段の杯部がつく小型の高杯である。口径7.8~8.6cm，器高6.7

~8.8cm。杯部外面下半はへラケズリかカキメ調整。 107は体部外面全体にカキメ，他はヨコナ

デ，ナデ。脚部内面はしぼり痕を残す。
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Fig.181 S T013古墳出土土師器実測図
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西一本杉遺跡

平瓶 (Fig. 180-102~ 105， PL. 109) 

肩の張った体部から口縁部にかけてやや内湾気味に開く。底部はやや上底気味の平底である。

体部外面下半はへラケズリ，他はヨコナデ，ナデ， 103・104・105は肩部にカキメ調整。

土師器 (Fig.181， PL. 110) 

杯 (109) 口径13.8cm。底部はへラケズリ。他はヨコナデ，ナデ。

皿 (110) 口径21.9叩，器高4.2cm。底部から体部にかけてゆるやかに内湾し，口縁部は短

く直立する。内外面ともへラミガキ。

高杯 (111-114)

杯部の形態からA.Bに分類される。

高杯A(111) 杯部は皿状で口縁部がゆるやかに内傾する。脚部は直線的に広がり，裾部が

上方にはね上がる。口径24.8cm。内外面ともにヨコナデ，ナデ。

高杯B (112-114) 短い脚部と椀形の杯部をもつもの。

S J 001壷棺 (Fig.183-116， PL. 111) 

口縁部を欠くが，くの字口縁の査であろう。円形の体部に小さい底部がつく。底径4.2cm，体

部最大径25.8cm，残存器高22.7cm。体部外面はハケメ，内面はナデ。

S J 002壷棺 (Fig.183-115， PL. 111) 

底部を欠く。球形の体部で，最大径は体部中位にある。頚部は短く，くの字に外反し，口縁

部は直立する。頭部と口縁部の境はわずかに張り出す。口縁端部は凹状になる。口径25.2cm，

残存器高46.4cm，胴部最大径43叩。体部内外面はタテ方向のハケメ，体部と頭部の境の内面は

ヨコ方向のハケメ，口縁部はヨコナデ。

S T008古墳溝出土壷 Wig.185-123， PL. 111) 

口径20.2切1，体部最大径31.0cm，器高32.2cm。体部はややつぶれた球形で最大径は中位にあ

る。底部は丸底に粘土を貼りつけることによって小さい平底となっている。頚部は体部からや

や内湾気味に直立し，さらに，ほぽ90。外折して外反気味に立ちあがる口縁へ続く。装飾として

へラ状工具による刻目が入った三角凸帯が肩部に 4個一対の円形浮文が頭部と口縁の境につ

いている。口縁内外面には櫛状工具による波状文が施文される。体部内外面はへラミガキ，

内面はヨコ方向のハケメ調整。頚部から口縁にかけては内外面ともにヨコナデ調整。
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遺物

西丘陵南斜面一括出土土器 (Fig. 183--117~120， 184--121・122，PL. 111) 

西丘陵調査区の南側斜面の表土剥ぎ作業中に土師器の大型童形土器の破片が多量に出土した。

遺物は表土層の黒褐色土層中にばらばらの状態で入っており，ミカン園造成中に出土した土器

を集めて一括で棄てた状態であった。

口縁部を中心とした形態からA・B.C・Dに分類した。

壷A(118・121) 口径40cm前後の大型二重口縁査である。肩部が張り，最大径は体部上半

にある。頭部は短く，口縁はほぼ直立する。頭部と口縁の境は外に張り出し，特に118は断面台

形の突帯状にめぐる。 121は体部内外面ともにタテ方向のハケメ調整であるが，肩部は 1条の横

方向のハケメが入る。口縁部はヨコナデ， 118は肩部に数条の沈線が入札沈線聞は綾杉文で充填

されている。口縁部外面には円形刺突文が入る。

壷B(122) Aに比べてやや小型の二重口縁査である。 Aほど肩が張らず，最大径が体部中

位にある卵形の体部をもっ。頭部は短く，口縁は直立する。頭部と口縁の境は外へつまみ出さ

れ，突帯状になる。底部は平底気味の丸底である。口径26.7cm，器高61.4cm，最大径47cm。体

部外面はハケメ，内面はへラケズリ，口縁内外面はヨコナデ。

壷C(119) 最大径45cmに対して口径20cmと口径が小さい。口縁は他に比して高く，頭部と

口縁部の境に張り出しがない。体部外面ハケメ，内面へラケズリ，口縁部，頭部内外面はヨコ

ナデ。

壷D (117) 口縁部を欠くが小型の査で、ある。小さい平底で，内外面ハケメ。

西丘陵表土層出土土器 (Fig. 185--124~ 138， PL. 111) 

壷 (Fig. 185-- 124~ 130， PL. 111) 

いずれも ST008古墳溝から出土した査と同形態の土器である。ややつぶ、れた球形の体部に直

立した頚部と外反する口縁がつく土器である。 124-126は口縁部である。 124は頚部と口縁部の

境の角度がゆるやかで櫛描波状をもたない点など新しい要素をもっ。 125・126は口縁外面の

みに櫛描波状文をもっ。 127・128・129は体部上半から頭部にかけてのものである。 ST008 

古墳の査と異なって肩部に櫛描沈線，波状文をもっ。

斐 (Fig. 185--131~133) 

131・132はくの字に外反する口縁をもっ。口縁外面と体部内外面はハケメ調整。 133は小さな

平底をもつものである。体部外面下半はタタキを後にナデで消している。体部内面はナデ調整。

鉄器

S T007古墳出土鉄錬 (Fig.186--139・140，PL. 112) 

2点出土した。140は鋒部を欠くが139と同様に尖根式の両丸造柳葉式に属するものであろう。

nHυ 。Jワ臼



西一本杉遺跡
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Fig.183 西丘陵南斜面出土一括土師器(1)・ STOOl・002査棺実測図
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西一本杉遺跡

123 

130 

\~--~ 、、\~~.二づ"

¥¥ーよー/ 、沿斗~Lコク

、¥ーとプン

」 J グ

Y言ヰマJ

/ ， 

。

128 

重ー 言寄 ¥、、
129 

/-1 ~ 
131 

下訓-ーイ

10 20仰

Fig. 185 S T 008古墳溝・西丘陵表土層出土土師器実測図

242 -



遺物

S T007古墳出土耳環 (Fig. 186-143・144，PL. 112) 

2点出土した。143は金箔が剥離しているが144は残りが良好である。143は環部径1.7cmx 1.6cm， 

断面径0.3cmo 144は環部径1.4cm，断面径0.2cm。

S T008古墳出土錨 (Fig. 186-148， PL. 112) 

中程からU字形に折れ曲がっている。先端刃部は凹状に形成され，身部よりやや幅が広くなっ

ている。全長27.6cm，身幅0.5~0.9cm，断面は矩形である。

S T009古墳出土鉄器 (Fig. 187-149~153 ・ 188-155~187， PL. 112・113)

鉄剣 (152・153)棺の左側に鋒先を頭位方向に向けて 2点出土した。 152は全長30.1cm，身長

23.3cm，茎長6.8cm，身幅2.5~3.0cmで、やや先細りとなる。身部の断面はレンズ状で厚さ 0.5

cmである。茎部の断面は矩形で厚さ0.3cm，目釘穴が1個ある。 153は鋒部先端と茎基部を欠
1 1 
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西一本杉遺跡、

いている。残存全長33.2cm，最大身幅3.6cm，身部の断面はレンズ状で厚さ0.6cmで、ある。茎部

の断面は矩形で厚さ0.3cm，布片が一部付着しているo

鉄斧(149・150) 150は両側を折り曲げてつくった着装部をもっ袋状鉄斧である。全長10.6cm，

最大幅4.75cmである。 149は両刃の板状鉄斧で基部を若干欠いている。残存長20.4cm，最大幅5.0

cm，最大厚さ0.9cmである。

鍬先(151)長方形の鉄板の左右を折り曲げて着装部をつ くったものである。全長5.2cm，最

大幅9.2cm，厚さ0.3cmである。

鉄鎖(155-187)

形態からA・B・C.Dに分類される。

A (155・156)茎を欠くが透し入りの広葉形大型鍬である。鋒部先端から基部，茎部にかけ

てゆるやかな曲線で連続している。身長は11~13cm程度，身幅は4.1cm と 4.55cm，断面はレン

ズ状になる。窓孔は舟形で4.05cm x 1. 55cm， 3. 25cm x 1. 15cmである。

B (160-168)柳葉式に属するもので9点出土している。鋒部先端は山形で基部は直線かや

や凹状になる。身長は3.1~3.7cm，最大幅1.3~1.6cm，厚さ 0.35~0.4cm。鋒部断面はレンズ状

になる。茎部は木質と樹皮が付着している。

C (157-159)ノミ先式に属するもので3点出土している。鋒部先端は水平で身部両側縁は

直線となる。身長は3.2~3.7cm，最大幅1. 1~1.2cm。茎部に木質と樹皮が付着している。

D (169-187)定角式に属するもので19点出土している。鋒部先端は断面菱形で山形に尖が

り，基部は断面円形で筒状になる。身長2. 2，~2 . 95cm，最大幅0.75~0.9cm。基部は木質と樹皮

が付着している。

鏡

S T009古墳出土鏡 (Fig.187-154， PL. 112) 

鏡片の一端に穿孔されているもので，約3分の l程度が残っている。破砕面は研磨の痕跡が

認められない。復元径10.9cm，外縁の厚さ0.34cm，内区の厚さ0.15cm。外縁は平縁で，外区の

外側は櫛歯文帯，内側は珠文を配しである。内区はわずかしか残っておらず，鋳崩れが著しく

明瞭でない。鏡式は不明であるが舶載鏡であろう。

装身具

S T009古墳出土勾玉 (Fig.188-188， PL. 113) 

緑白色のヒスイ製。長さ1.5cm，厚さ0.7cm。

S T009古墳出土管玉 (Fig. 188-189~202， PL. 113) 

淡緑灰白色の碧玉製。 1点は大型で長さ2.78cm，径0.75cm，孔径0.45cmで， 13点は長さ0.7
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小結

Tab.9 西一本杉遺跡ST009古墳出土玉類計測表

No 種類 径 (叩) 高さ(cm) 孔径(cm) 
色調 備考 No. 種類 も) 高 さ(cm)子L径(cm) 色調 備考

188 勾玉 0.3~0 .7 1.5 0.3 緑白 216 小玉 0.5 0.4 0.19 青白

l関 管玉 0.75 2.78 0.45 淡灰緑 217 H 0.49 。ー4 0.2 )} 

I~ H 0.3 1.35 0.11 H 218 H 0.45 0.45 0.19 H 

191 H 0.3 1.1 0.15 H 219 H 0.49 0.3~0.39 0.2 H 

192 H 0.35 1.1 0.13 淡緑 220 }} 0.45 0.4 0.15 M 

193 H 0.3 1.2 0.13 緑 221 H 0.5 0.3 0.18 IJ 

194 H 0.3 1.2 0.15 淡灰緑 222 H 0.5 0 .35~0 . 41 0.2 H 

195 H 0.3 1.2 0.12 淡緑 泣3 H 0.4 0.32 0.2 H 

196 H 0.25 1.3 0.1 H 224 H 0.45 0.4 0.19 H 

197 H 0.29 1.2 0.15 }) 225 H 0.5 0 . 25~0.4 0.19 IJ 

198 H 0.3 1.2 0.15 緑 226 }) 0.5 0.3 0.2 H 

199 H 0.35 1.0 0.1 淡緑 227 H 0.45 0 .2~0.25 0.12 H 

測 M 0.38 1.0 0.1 H 228 H 0.4 0.3 0.12 H 

201 H 0.35~0.4 0.8 わ .15~0.1! H 229 H 0.5 0.35 0.19 H 

加2 H 0.35 . 0.7 0.15 淡灰緑 230 H 0.41 0.38 0.19 H 

加3小玉 0.5 0.4 0.16 青白 231 M 0.5 0.4 0.19 H 

加4 H 0.49 0.4 0.15 青緑 232 H 0.5 0 . 22~0 . 28 0.2 H 

加5 H 0.46 0.31 0.15 青白 m H 0.4 0.3 0.2 H 

加6 H 0.5 0 . 15~0 . 2 0.2 淡青白 234 H 0.45 0.4 0.15 H 

加7 H 0.5 0 . 25~0 . 3 0.2 青白 235 H 0.5 0.45 。.19 M 

加8 H 0.45 0.4 0.2 }} 236 }} 0.5 0.4 0.19 H 

加9 H 0.4 0.4 0.19 H 237 H 0.5 0.4 0.15 H 

210 M 0.42 0.32 0.12 H 238 H 0.4 0.35 0.11 H 

2ll H 0.45 0.39~0 . 4 0.2 H 239 H 0.51 0.39 0.19 H 

212 H 0.55 0.4 0.2 H 240 H 0.5 0.39 。.21 H 

213 H 0.4 0.44 0.15 M 241 H 0.51 0.35 0.2 }} 

214 H 0.45 0.4 0.1 H 242 H 0.49 0.31~0.35 0.18 H 

215 H 0.45 0.4 0.1 H 

~1 . 3cm， 径0.3~0.35cmである。

S T009古墳出土ガラス小玉 (Fig. 188-203~242， PL. 113) 

青白色や青緑色のもので，径0.5cm前後のものである。 40点出土している。

4.小結

西一本杉遺跡は大き く4世紀の墳墓群と 6世紀から7世紀の墳墓群の2つに分けて考えられ

る。ここでは 4世紀の墳墓群について 1…立地 2…遺構 3…遺物 4・・・年代についてまと

めてみたい。

l…立地 遺跡は脊振山地から南へ派生する山塊の最先端の 2つの小丘陵から成り立ってい

る。この小丘陵は東側の田手川が形成する谷，西側の山古賀の丘陵に挟まれ，南に佐賀平野

を一望することができる。佐賀平野を一望すると，近年の調査によって明らかにされた 4世紀
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西一本杉遺跡

の集落遺跡であるタヶ里遺跡，馬郡遺跡，松の森遺跡が手に取るように近くに見ることが出来

る。特に，タヶ里遺跡までは直線で150m程で，西一本杉遺跡の墳墓群とタヶ里遺跡は密接な関

係があったと考えられる。

2…遺構遺構は時代，立地，形態等から大きく 2群に分類される。一群は丘陵先端から丘

陵頂部に立地し，若干の盛り土を持つものである。内部主体はST008古墳， S T010古墳と最も

西側の丘陵頂部の 1基は石棺で， ST009古墳は木棺となっている。ST008古墳は両側面と前面

を地山整形することによって張り出し部を造り出していることで注目される。張り出し部の盛

り土は明瞭でなかったが，本来は若干の盛り土が存在したと考えられる。ST008古墳の南側か

ら東側には3基の石棺墓と 1基の査棺墓が存在する。このような，古墳時代前期における小墳

丘の古墳と石棺墓の組み合わせは，福岡県福岡市宮の前遺跡，那珂川町炭焼遺跡などにみられ

る。他の一群は真中の丘陵の先端に位置する大型二重口縁の査棺群である。これはミカン園造

成のため破壊されて，その際に出土した物を一括で埋めであったが，本来は20基前後の壷棺墓

群であったと推定される。

3…遺物 土器はST008古墳の溝から出土した二重口縁査と ST008， S T009古墳の周囲の

表土層から出土した土器がある。これらはくの字口縁の査と聾の数点、の他はいずれも外来系(庄

内式類似)の要素の強い土器でST008古墳に関係の強いものであると考えられる。宮の前遺跡

や炭焼遺跡においては弥生土器の伝統を強く残した在地の土器のみが出土しているのに対して，

西一本杉遺跡においては外来系(庄内式類似)の要素が強い土器が多く出土している。大型二

重口縁の査棺群の土器は形態，土器文様から山陰地方の要素が強いものである。 ST009古墳か

ら鉄器，鏡片，玉類が一括で出土している。これらの遺物から年代を決めることは困難である

が，窓孔のある大型鉄鉱やBタイプの鉄鉱は類例をほとんど見ないものとして注目される。

4・・・年代 最も古く位置づけられる ST008古墳は出土土器から 4世紀前半に位置づけられ

よう。ST010古墳と SC003~S C005石棺墓はST008古墳よりやや新しし 4世紀前半~中頃

に位置づけられょうか。ST009古墳は遺物から時期の判断が困難であるが， ST008古墳より新

しくなると考えられる。査棺墓群は4世紀後半頃か。
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上 -・・・・・圃--津栗原遺跡

遺跡、名:上三津栗原(略号KMK)

所在地:神埼郡東脊振村大字三津字栗原
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上三津栗原遺跡

1.遺跡の概要

上三津栗原遺跡は，神埼郡東脊振村大字三津字栗原に所在する (Fig.79)。

遺跡は，権現山(標高448m)南麓斜面から南西に向かつて突出した舌状丘陵上(標高約46m

~53m) に位置し，丘陵先端部 (ST001古墳)と中腹部の東側斜面 (ST002古墳)に，横穴

式石室を内部主体とする古墳2基を確認する事ができた。

この山麓一帯には，西石動古墳群をはじめ，西一本杉遺跡・山古賀遺跡・石動二本松遺跡な

どの古墳群が多数見られる (Fig.155， PL. 124)。しかし，本遺跡のある丘陵は蜜柑園造成に

より大きく削平され，古墳2基の他に遺構を確認する事はできなかった。

2.遺構

発掘調査は，丘陵先端部に位置する ST001古墳周辺と，中腹部に位置する ST002古墳周辺

の2ヵ所にわけで実施した。

S T001古墳は，標高約50~53mの位置にある横穴式石室を内部主体とした古墳で，南々西

に開口している。墳丘や天井石などが削平された状況で露出していた。羨道部や墓道は，比較

的残りが良く，多数の遺物を検出する事ができた。

S T002古墳は，標高47~52mの位置にあり，南に向かつ て開口した横穴式石室を内部主体

とする。墳丘は削平されていたが，石室は一部天井石まで残存しており，全体としての残りは

良好であった。ただ，羨道の一部から墓道にかけては，以前に破壊をうけているよ うである。

遺物は，石室内や墓道より出土したが，極めて少ない。

両古墳周辺についてもトレンチでの調査を実施したが，周溝を含めて，その他の遺構は検出

されなかった。

S T001古墳 (Fig.190， PL. 114) 

丘陵先端部東側斜面(標高約50~53m) に位置する S T001古墳は，横穴式石室を内部主体

とする古墳で南々西に開口している。天井石はすべて破壊され，石室もかなり撹乱を受け，一

部敷石が残るだけである。羨室から墓道にかけての残存状況は比較的良好である。

墳丘 墳丘は，全体的に大きく削平され，周溝も確認できなかった。古墳の形態や構造・規

模などは不明であるが，石室の形態から円墳と推定される。

内部主体 複室の横穴式石室で，主軸を S30.Wの方向にとる。長さ8.90m，中央幅3.72m，
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遺構

深さ2.10mのやや南に狭まる隅丸長方形の掘形に，左側壁長3.06m，右側壁長2.66m，中央

幅2.10m，残存高2.08mの平面長方形の玄室を造る。各壁はほとんど腰石しか残っていないが，

奥壁は長さ約2.30m，高さ1.40mの花嗣岩の 1枚石を腰石とし，壁石は大型(1 m xO.50m) 

の扇平な石を使用し，順次持送りによって形成している。側壁の腰石には，右側壁1個，左側

壁2個の花闘岩を用いている。腰石間の隙聞には，人頭大の石をつめている。敷石は，玄室左

側に一部みられるだけで，旧状をとどめていない。

羨室部は，袖石と敷居石により玄室と仕切られ，中央長1.42m，幅1.60m，残存高1.50mの

平面略方形をしている。羨室には通有のような羨門を意識した袖石は見られないが，羨道部と

の境に仕切石を置き， 羨室の幅が1.60mと羨道部より僅かに広いことから区別できる。両側壁

は1mX1mの一枚石を腰石とし扇平な石を順次持送って造っている。両側に一部敷石がみら

れるが，撹乱がはげしいため不明瞭である。

羨道は，幅約1.40mで羨室より2.80mまで残存し，両側壁とも 3枚の花闘岩を腰石としてい

る。閉塞石は，石室末端部が大きく破壊されているため確認することができなかった。

墓道は，長さ約6.8mを確認している。羨道末端部でO.lm程段落ちするが，それからは緩やか

に下り，両側に大きく ふく らみ，再び収縮する。墓道末端部と玄室床面との比高は末端部が5

cm程低い。羨道末端部から約4.0mの部分で最大幅を有し，約3.6mを測る (Fig.189)。

遺物は羨室右側壁周辺部から剣 ・万子 ・三累環式柄頭などが出土した。羨道部からは鉄鍬・

耳環・馬具・玉類が出土した。また，墓道の黒色土中からは，須恵器の蓋・杯・高杯・躍・査

と，土師器の高杯・杯・壷など，多数の遺物が出土した。

S T002古墳 (Fig.191・192，PL. 115・116)

丘陵中腹部東側斜面(標高約50m)に位置する ST002古墳は，横穴式石室を内部主体とする。

墳丘は，後世大きく削平されているため旧状を留めていない。石室は天井石を一部残して良好

に残存しているが，羨道から墓道にかけては不明な部分が多い。

墳丘 墳丘は全体をほとんど削平されているため，墳形や規模・盛土の状況など不明である。

石室の形態から円墳の可能性が強い。周溝も確認されていない。

内部主体 内部主体は複室の横穴式石室で，主軸を S21・W方向にとる。玄室および袖石に

2枚の天井石が残存する。掘形は平面が長さ8.0m，幅4.5mの不整楕円形をなす。奥壁から

羨門までの全長は5.5mである。玄室は長さが左側壁沿いで1.6m，右側壁沿いで1.8m，幅が約

1.9mと，平面不整長方形をなす。いずれの腰石も 1枚石の花闘岩を使用している。奥壁で 1段，

左右両側壁で2段の壁石を腰石の上に積み上げて天井石を支えている。天井石は奥壁側のもの

で長さ2.3m，幅1.8m，厚さO.8mの花闘岩を使用している。 2枚の天井石と壁石の相互の間隙

は，拳大から人頭大の石で被覆し，さらに粘土で固めている。玄室の床面には敷石はみられな

今
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上三津栗原遺跡

。
Fig.191 S T002古墳石室実測図(1)
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かった。玄室の中央部分で高さ1.9mである。

玄門は幅1.0~ 1. 2m ， 高さ1.6mの大石を袖石として用いている。幅1.6mを測る。敷居石

はみられなかった。

羨室は，左側壁で長さ2.1m，右側壁で2.3m，幅1.9mと，平面長方形をなす。 ST001古墳

と異なり，羨門として意識した両袖式の袖石を有す。羨門には仕切石が置かれ，それから内側

にかけては部分的に敷石が残存する。両側壁の腰石には，それぞれ2個の花闘岩が使用される。

羨室には，玄門に近い部分を除いて天井石は残存していなかった。
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上三津栗原遺跡

羨道から墓道にかけては，後世の破壊が大きく不明な部分が多いが，羨道部分は佐賀市大門

西遺跡や金立開拓遺跡の古墳でみられるように，築造当初から造られなかった可能性もある。

墓道は次第に西へ緩くカーブするが，羨門から約5mの付近で不明になる。

遺物は， 石室内や墓道から，須恵器の蓋 ・杯・土師器の高杯・台付杯などが出土している。

S T001古墳に比べると量的には少ない。

3.遺物

上三津栗原遺跡は，遺構の削平がひどく大きな破壊を受けていたにもかかわらず多数の遺物

が出土した。遺物は全て古墳時代のものである。

S TOOl古境 (Fig.193""'-'197， PL. 117""'-'122) 

玄室内では，遺物は見られなかったが羨室右側壁周辺部から鉄剣 ・万子・三累環式柄頭 ・須

恵器杯などが出土した。その他，羨室全体に散らばる様に，馬具・万子・耳環などが出土した。

また，羨道部や墓道埋土中から須恵器の蓋・杯・高杯・平瓶・提瓶・査・聾，土師器の高杯・

査などが出土した。

須恵器 (Fig.193""'-'195，PL. 117""'-'121) 

蓋 (Fig.193-1 ""'-'21， PL. 117・118)

21+α個体出土した。形態によりA・B・Cに大別し，法量により I・11に区分し，さらに

口縁部の形態により a・b• cに細分する。

葦A (1-5) 

口縁部内面にかえりがなく，天井部につまみがないものである。蓋Aは，さらに法量により

I・11に細分する。

蓋A1 (1・ 2) 天井部が平坦で，口縁部がやや聞くもの。口径12.1""'-'12. 3cm，器高4.1

cm。天井部と体部の境は不明瞭だが僅かに認められる。天井部はへラケズリ，他は内外ともヨ

コナデ・ナデ。 1• 2とも天井部外面にへラ記号が見られる。

董AII(3-5) 天井部がAIよりやや丸く ，口縁部がさらに少し聞くもので，口径12.9

""'-'13.8cm，器高3.5""'-'4.0cmと法量がAIより大きい。口縁部は，やや丸くなる。天井部と体

部の境は，不明瞭だが認められる。天井部はへラケズリだが，一部へラケズリの後ナデたもの

もある。 他は内外面ともナデ ・ヨコナデ。 3・4は天井部外面にへラ記号が見られる。

董B(6-11) 

口縁部内面にかえりがあり，つまみの無いタイプである。法量により I・11に細分する。

蓋B1 (6-8) かえりは口縁端部より下方に大きく 出ており，しかも内傾する。口径7.6
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上三津栗原遺跡

~8.5cm，器高2.2~2.6cm。天井部と体部の境は不明瞭だ、が僅かに認められ，稜を持つ。天

井部はへラケズリだが， 6. 7はへラ切り離し痕を残す。他は，内外面ともナデ・ヨコナデ。

7は，天井部外面にへラ記号を持つ。

蓋BII(9-11) かえりが口縁端部とほぼ閉じもの。口径 9cm，器高1.9"-' 3 cmと法量は

B 1より大きい。かえりは短く，断面三角形に突出し，端部は尖る。天井部はへラ切り離し痕

を残す。他は内外面ともナデ・ヨコナデ。 9・11の天井部外面にへラ記号が見られる。 11のそ

れは，竹管状のへラ記号である。

蓋C (12-21) 

かえり，つまみともに有するタイプで，法量により I・11，細部の違いでa• bに細分する。

蓋CI.a (12-15) かえりが口縁部より下方に出るもので，やや内傾しながら垂直にのび

る。口径7.5~9.5cm，器高2.5"-'3. 5cm。天井部と体部の境は不明瞭だが，明らかな稜を持

つもの (14)もある。 12は扇平で中央が凹状になったつまみを持ち， 15は円筒形のつまみを持

つ。

蓋C1 b (16・19-21) かえりが口縁端部より上方にあるもので，口径8.5cm，器高3.3cm。

天井部から体部にかけて丸味を持つ。天井部に宝珠様つまみを持つ。天井部はへラケズリ，他

は，内外面ともヨコナデ，ナデである。

蓋C11 (17・18) 口径11.5"-' 12cm，器高2.8cmで，扇平な宝珠様つまみを持つ。 C1に比

較して，口径が大きしかっ器高が低いタイプである。天井部はへラケズリ，他の部分は内外

ともヨコナデである。

杯 (Fig.193-22"-'31， PL. 118) 

立ち上がりの有無によりA.Bに大別，法量により I・11に区分した。

杯A (22-25) 

立ち上がりをもつものである。法量により I・11に区分する。

杯A1 (22・23) 口径11.0cm，器高4.0"-'4.3cmである。内面は不定方向のナデ，外面

は底部周辺へラケズリ，他はヨコナデである。 23は 'XJのへラ記号をもっ。

杯A11 (24・25) 口径12.0"-'13.0cm，器高3.6"-'3.7cmで，調整技法はA1と同様で、ある。

杯B(26-31) 

立ち上がりが無いものである。法量により 1・11に区分する。

杯B1 (26・27) 口径8.5cm，器高4.0"-'4.5cmで，口径に比し器高が高い。底部は丸味を

おびて，体部との境が不明確である。体部から口縁部にかけて直線的に上方へのび、る。内面ナ

デ・ヨコナデ，体部外面ヨコナデ，底部へラケズリ，一部へラ切り離し痕を残す。

杯B11 (28-31) 口径9.0"-'10.2cm，器高3.3"-'3. 5cmである。底部は平坦で、，口径に比
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遺物

高杯蓋 (Fig. 194-32， PL. 119) 

口径15.1cm，器高4.9cmと大型で，上部に扇平な宝珠様つまみが付く。外面に l条の沈線がめ

ぐる。外面ヨコナデ，天井部へラケズリ，内面不定方向ナデ。

有蓋高杯 (Fig. 194-33・34)

33は三方2段長方形透しを有す。脚部中央部に 2条の沈線がめぐる。脚部基部内面にしぼり

痕をのこす。杯部内面不定方向のナデ ・ヨコナデ，杯底部へラケズリの後ナデ。脚部ヨコナ

デ。 口径13.2cmで、ある。 34は透しを持たない。脚部に 2条の沈線がめぐる。口径14.9cm，器高

13.5cmである。

無蓋高杯 (Fig. 194-35----37， PL. 119) 

3個体あるがいずれも透しを持たない。形態により A.Bに分類する。

無蓋高杯A(35・36) 脚部基部が細く，中央に沈線が2条めぐる。脚部内面にしぼり痕を

のこす。 35は杯底部に櫛描列点文を付す。 35で1条， 36で2条の沈線が杯部にめぐる。 36で口

径12.2cm，器高14.9cmである。

無蓋高杯B(37) 口径8.4cm，器高8.4cmと小型である。杯部内面ナデ・ヨコナデ。杯底部

はへラケズリの後ナデ。脚部ヨコナデ，内面にしぼり痕を残す。

o (Fig. 194-38・39，PL. 119) 
2個体出土したが， 口縁部がいずれも欠損している。 38は球状の体部に 2条の沈線がめぐり，

沈線聞には櫛描列点文を施す。 39は頚部・体部に数条の沈線がある。 38・39ともに底部外面へ

ラケズリ，f也はヨコナデ。

提瓶 (Fig. 194-40) 

器高12.6cm，口径4.8cm，体部最大径9.7cmと小型である。 口縁部は直線的に外反し，端部は丸

くおさめられる。両肩部に退化したつまみが付く。丸い膨らみをもっ背面はカキメによる調整。

平瓶 (Fig. 194-41----43， PL. 119) 

3+α個体出土した。口頭部形態により A.Bに大別する。

平瓶A(41・42) 小型である。口頚部はやや内湾気味にのびる。体部は比較的扇平である。

42は口縁部が自然柚となっている。 41は，底部にかけてへラケズリ，その他はナデ調整。 42は

体部全面カキメ。 41で器高11.8cmである。

平瓶B (43) Aよりやや大型で，口頭部が短い。体部は，全体に丸みをもっ。口頭部から
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上三津栗原遺跡

体部にかけてはカキメ調整である。「め」のへラ記号を有する。

董 (Fig.194-44・45，PL. 121) 

口径12.4~12.5cm，器高4.6~5.8cm と口径に比べて器高が高く ，天井部が丸 くなってい

る。口縁部は，やや聞き気味に下方に伸び，端部は丸い。 44は内面ナデ・ヨコナデ，外面ヨコ

ナデ調整である。 45は，天井部にへラ切り離し痕を残す。査，士甘等の蓋と考えられる。

短頚壷 (Fig.194-46， PL. 121) 

口径5.0cm，器高5.7cmと小型である。胴部は扇平で，最大径を胴部上位に持つ。口頭部ヨコナ

デ，胴部ヨコナデ，底部周辺は不定方向のへラケズリ調整である。

建 (Fig.195， PL. 120) 

6+α 個体出土した 。 口径21~25cm，器高47~50cmの大型の聾 (47-51)と，それより

小型のもの (52)とがある。大型の聾の口縁部はいずれも緩く外反するが，端部のおさまりは

バラエティーに富む。 50は体部が全体的に丸味をおびるが，他は肩部が張る特徴を有す。調整

は口縁部内外面ヨコナデ，体部外面平行叩き，内面には同心円文がみられる。

二三
¥」ノ 58

55 

59 

。 10α1 ピロ
Fig. 196 S T 001古墳出土土師器実測図
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土師器 (Fig.196， PL. 121・122)

土師器は表土中から出土しただけで石室内，墓道などからは出土しなかった。

高杯 (Fig. 196-53~56， PL. 121) 

6+α 個体出土した。口径14~14.8cm，器高9. 7~10cm である。 54 ・ 55は杯底部と体部

との境に稜をもつが， 53・56は内湾気味に口縁部へ続く。いずれも脚部と脚裾部の境は明瞭で

ない。杯部内外面ナデ， 54-56は底部へラケズリ，脚部へラミガキ調整である。

杯 (Fig.196-57・58，PL. 122) 

底部は丸く，口縁部へ内湾しながら続く。 57で口径12.8cm，器高4.0cmである。内外面とも丹

塗り研磨を施す。

壷 (Fig.196-59・60，PL. 122) 

59は口頭部が直立気味に外反する。体部は球形である。口径10.0cmを測る。60は椀の一種に入

れるべきかもしれないが，無頚で、口径6.0cm，器高4.4cmの小型のもので，器壁も全体にうすい。

口縁部下に稜を持つ。 59・60とも調整不明。

鉄器・青銅製品 (Fig.197-61 ~67， PL. 122) 

S T001古墳から出土した鉄器は，鉄剣・万子・馬具(鋲留金具)などである。また，青銅製

品として柄頭や鞘口金具なども出土している。

鉄剣 (Fig.197-61) 

先端や柄部などを大きく欠損している。両面全体に綾杉状の凹凸が見られる。

柄頭 (Fig.197-63， PL. 122) 

三累環式柄頭と呼ばれる柄頭で，環身の断面が，厚肉造りで隅丸三角形状を呈す。 'CJ字状

環の形状は扇円で，繋り方は正三角形状である。柄尻被せ金具とともに鋳造し，茎をもたない。

柄尻にかぶせる方式のもので，柄縁金具とともに使用する。青銅製で，全長6.2cm，'C J字状

環長3.3cm，柄尻被せ金具幅2.25cm。

柄縁金具・鞘口金具 (Fig.197-64， PL. 122) 

青銅製で，鞘口金具が一部欠損している。柄縁金具は，柄縁に付き、はばき、の役をするも

のと考える。全長3.6cm，最大幅2.5cm。鞘口金具は，鞘口の外面に付き鞘を接合するためのも

ので，凸部は，慶州金鈴塚の例から万子などをはさむ用途と考える。

。Jρ0
 
つμ
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上三津栗原遺跡
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Fig.197 S T001古墳出土鉄器、青銅製品、装身具類実測図

万子 (Fig.197-62) 

先端と茎部を欠損している。現存長8.0cmで，万部中央幅1.lcmで、ある。

鋲留金具 (Fig. 197-65~67， PL. 122) 

鉄地金銅張りの鋲留金具である。 67は長方形で，長さ3.6cm，幅2.4cm，厚さO.25cmを測り，

鋲穴を 3個持つ。 65・66は一端が丸味を有し， 65で長さ3.7cm，幅2.3cm，厚さO.2cmでおる。 65・

66は2個の鋲穴を持つ。

装身具 (Fig. 197-68~73， PL. 122) 

S T001古墳からは，耳環・勾玉・小玉などが出土した。

耳環 (Fig.197-68， PL. 122) 

環部径2.25cm x 2 .4cm，断面径o. 4cm x 0 . 5cm，金箔はわずかに残存する。
勾玉 (Fig.197-69， PL. 122) 

長さ3.7cm，最大幅1.2cmで璃瑠製である。孔は一方から穿っている。

小玉 (Fig. 197←70~73， PL. 122) 

4 個出土した。径O.4~O. 6cm，厚さ O.3~O. 5cm，孔径o .15~O . 18cmである。70は土製である。

その他はガラス製。

S T002古墳 (Fig.198， PL. 123) 

石室内や墓道から須恵器の蓋・杯と，土師器の蓋・杯・高杯などが出土しているが， S T001 

古墳に比べると数量的には少ない。なお，分類はST001古墳に準じる。

264 
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遺物

須恵器 (Fig.198一74........83，PL. 123) 

蓋 (Fig. 198-74~79， PL. 123) 

74-77は，口縁部内面にかえりを有し，つまみが無いもので， 74.-76まで蓋B1に分類され，

77は蓋BIIである。 78はかえりがあり，天井部に扇平な宝珠様つまみを有するもので，蓋CII

に分類される。 79はC1 aに分類される。 74-76・79は天井部にへラ記号を有す。

杯 (Fig. 198-80~83， PL. 123) 

80・81は杯BIIに分類される。 82は口径15.4cm，器高7.2cmと大型で身の深いタイプである。

ょ 士三NL羽田
戸手ヘ 79

¥に長-;J80 ¥」年J田
Ll ~:J 81 

て斗7，

ミムノ 86
。 10cm 

Fig.198 S T002古墳出土須恵器、土師器実測図
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底部は平底にちかい。内面不定方向のナデとヨコナデ，外面は底部周辺へラケズリ，口縁部に

かけてはヨコナデ調整である。 83は，底部に高台をもっ。口径約14.4cm，器高5.4cmでトある。内

外面ともヨコナデ調整である。

土師器 (Fig. 198-84~89， PL. 123) 

董 (Fig.198-84， PL. 123) 

口径16.0αs，器高4.1cmで，天井部中央に扇平な宝珠様つまみを有する。口縁部にはかえりが

ない。外面ヨコナデ調整である。赤焼の須恵器の可能性もある。

杯 (Fig. 198-85~87， PL. 123) 

85・86は高台をもっ。 85の高台は外方への踏み出しが強く高い。 86の高台は底部と体部の境

に付き短い。 85で口径15.2cm，器高6.6cm，高台径1l.lcmで、ある。 87は高台の無いタイプで底部

は平底である。体部は直線的に外反し口縁部へ続く。口径12.6cmである。底部には板目痕が残

る。全体的に器壁が薄い。

高杯 (Fig.198-88・89，PL. 123) 

88は口径15.1cm，器高7.0cmと杯部が大きく，器高が低い。脚部は短く，裾部は外方へ大きく

広がり，端部を丸くおさめる。杯部口縁下に 1条の沈線がめぐる。内面ナデ，その他ヨコナデ

で，一部へラケズリが見られる。 89は，口径8.8cm，器高7.7cmと小型である。脚部は比較的長

いが，裾部の広がりは小さい。杯部内面へラケズリの後ナデ，外面ヨコナデ，脚部外面タテ方

向のへラミガキ調整である。
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4.小結

上三津栗原遺跡のST001古墳は，石室の形状及び出土遺物により 6世紀後半に築造され，そ
註I

の後7世紀前半に追葬され 7世紀後半に最終埋葬されたと考える。

このST001古墳の特色として，羨室より出土した三累環式柄頭をあげる事ができる。三累環
註2 註3

式柄頭は，これまで県内では唐津市鏡区の半田・宮の上古墳や，東松浦郡浜玉町の玉島古墳・
註4

佐賀市久保泉町川久保の小清兵衛山古墳など3例発見されている。全国では， 10数例発見され

ているが，他の環頭柄頭に比べ出土例は少ない。

県内資料をみると，玉島古墳の三累環は，環身が厚肉造りで柄尻被せ金具と接合しており，

本遺跡出土の三累環と同形式と考えられる。半田・宮の上古墳や小清兵衛山古墳の三累環は，

環身が厚肉造りであるが，柄尻被せ金具と三累環が別々に造られており，本遺跡出土の三累環
註5

と異なる。
註6

三累環式柄頭は，南鮮の慶州、|の金冠塚・金鈴塚・飾履塚・梁山の夫婦塚など，古新羅時代の

墳墓に見られる。特に，金冠塚の三累環は半田・宮の上古墳や小清兵衛山古墳のものと類似し，

また，玉島古墳や本遺跡出土の三累環は，梁山の夫婦塚のものと類似している。

この事は，すでに小田富士雄氏により，古新羅時代に発達したものが， 5~6 世紀以後わが
註7

国に伝わったものと指摘されている。 したがって， S T001古墳出土の三累環式柄頭も朝鮮半

島からの将来品と考えたい。また，本遺跡出土の三累環式柄頭の時期については， S T001古墳

が大きく破壊されているため，出土時期が不明瞭であるが，出土状態や他の出土遺物からみて，

6 世紀後半~7 世紀前半の時期に副葬されたものと考えられる。

S T002古墳の築造時期については，出土した須恵器から考えると 7世紀前半という時期があ
註8 註9

たえられる。このタイプの石室は佐賀市大門西遺跡・金立開拓遺跡などでみられ，築造当初か

ら羨道部を構築しなかった可能性をもつものである。

註 1 各古墳の時期決定にあたっては，須恵器杯蓋，杯身を中心に北部九州の編年や陶邑の編年を参考に行っ

た。

註2 吉村茂三郎「名勝鏡山とその付近の古墳に就てJ r佐賀県史蹟名勝天然記念物調査報告』第5輯 1936 

註3 古代九州の遺宝鏡・玉・剣」佐賀県立博物館 1979 

註4 帯隈山神龍石とその周辺J r佐賀県文化財調査報告書」第16集佐賀県教育委員会 1967 

註5 新谷武夫「環状柄頭研究序説J r考古学論集ー松崎寿和先生退官記念J 1977 

新谷氏の分類では半田・宮の上タイプを，三累環式①形式とし朝鮮からの将来品としている。本遺跡の

タイプは三累環式②形式とし日本化したっくりのものとしている。

註6 朝鮮考古資料集成，古蹟調査特別報告」第3冊、第5冊朝鮮総督府1924，1927 

註7 小田富士雄「九州発見の三累環頭柄頭Jr九州考古学29・3D.! 1971 
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註8 大門西遺跡」九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(1)，佐賀県文化財調査報告書第51集 佐

賀県教育委員会 1980 

註 9 九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報」第3集 佐賀県教育委員会 1981 
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山古賀遺跡
(1区)

1.遺跡の概要

山古賀遺跡は，神埼郡東脊振村大字石動字西一本杉

に所在している (Fig.79)。

佐賀平野北部には東西に脊振山地が定り，この山地

から南側に派生している丘陵が数多くみられる。当遺

跡は，これらの丘陵の 1つである権現山(標高448m)

から南へ派出した舌状丘陵上に位置する。

当遺跡の周辺には三津丸山遺跡，西石動遺跡等，数

多くの縄文時代から歴史時代の遺跡が存在する。詳細

は西一本杉遺跡の概要に稿を譲るが，西一本杉遺跡が

当遺跡の東側，上三津栗原遺跡が当遺跡の西側にある

という位置関係である (Fig.155， PL. 124)。

遺構が確認されたのは丘陵の中央部付近で，標高約

65m上にあり， S J 001・002査棺墓， S C003石棺墓，

S T004古墳を検出した。その他，遺構に伴うものでは

ないが，縄文土器(早期，中期末，晩期)，弥生土器(中

期前~中葉)，須恵器(6 世紀~7 世紀)，土師器，白

磁等が出土した。 2区については別途報告予定である。

2.遺構

遺構としては，弥生時代の査棺墓2基，時期不明の

石棺墓 1基と古墳1基が検出された。

S J 001壷棺墓 (Fig.201， PL. 125) 

この査棺はSC003石棺墓の西側にあり，標高65.7m

上に位置する。

墓墳は長軸0.42m，短軸0.38mで深さo.18mである。
査棺の主軸はN60'Eで，東側に蓋としての鉢，西側

に査を配置しており，鉢の口縁部が壷の肩部を覆って

いた。査，鉢の接合部に粘土貼り等はなく，棺内から

の出土遺物もなかった。傾斜角は不明である。
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Fig. 199 山古賀遺跡地形測量図
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山古賀遺跡
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L=65.90m L =65. 70m 

S J 002査棺墓

S J 001壷棺墓
O 

Fig.201 SJ 001・002査棺墓実測図

地山は淡黄褐色土で，墓壌埋土は暗黄褐色土である。

S J 002壷棺墓 (Fig.201) 

この査棺墓はSC003石棺墓の東側にあり，標高65.5m上に位置する。

査棺の上部はかなり削平されており，主軸及び埋葬傾斜角は不明である。残存する墓墳は東

西が約0.5m，南北が約0.55mで，深さ0.25mである。蓋と考えられるものは削平のためか出土

していない。地山は淡黄褐色土で，墓墳埋土は暗黄褐色土である。

S J 001・002壷棺墓ともに，その法量等から小児用棺と考えられる。

S C003石棺墓 (Fig.202) 

S C003石棺墓は調査区の西側で地形がやや高まった，標高約65.5m上に位置する。主軸はN

41.5" Eである。

墓壌は石棺の中央部及び西側を撹乱されていたため不明瞭でトあるが，長さ約2.3m，幅0.7m，

深さ0.25mの隅丸長方形である。石棺は蓋石，南北の側壁の一部および、西側小口の石材が既に

抜き取られており，内法は長さ約1.8m，幅は東小口で0.25m，西小口が約0.4m，頭位は西側

だと推定される。石材はすべて安山岩の板石が利用されており，東西の小口に各々一枚，南北

の側壁に各々 5枚が用いられていたと推定される。

石材の継目および墓壊と側壁の聞は、淡褐色の粘土で充填されていて板石が倒れないよう配
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山古賀遺跡

慮されている。床面はほぼ平坦にされていた。棺内外からの出土遺物はなかった。

PL. 125) S T004古墳 (Fig.203. 

S T004古墳は調査区の最も西側に位置し，標高64.5m上にある。古墳の上部はかなり削平さ

れており，墳形および周溝の有無は不明である。

内部主体は横穴式石室で，主軸をN28
0

Eにとり南向きに開口している。掘形は不明瞭で，

玄室は現存長1.0m，幅0.8mの長方形プランである。奥壁は腰石のみが2個残存し，東西の側

壁は各々 5個の腰石が残り，数カ所腰石上に一段石が積まれている。玄室内はかなり敷石が動

いており，中央部に1O~20cm大の石が残っていた。

羨道部の構造は不明であり，袖石や閉塞石もみられなかった。

まなお，当古墳は黄褐色土上に造営されており，使用されている石材はすべて花樹岩である。

た，古墳内外からの出土遺物はなかった。

物遺3. 

S J 001・002査棺墓の査・鉢のほか縄文時代から中世に至る各時代の土器が若干出土した。

PL. 126) 縄文土器 (Fig.204. 

内面，外面にヨコ方向の平行沈線が走り，内面口唇部からタテ方向に1は早期の口縁部で，

1~3mmの砂粒を含む。沈線が入る。淡黄褐色を呈し，

回線が縦，横に入る。外面は赤褐色，内部は褐色を呈し，多量の滑石2は中期末の胴部で，

を含む。

3は晩期の口縁部で，三角形に近い凸帯の上に長方形の刺突が施されている。淡褐色を呈し，

わずかに外反した口縁端下に凸帯があ

容S7?3?¥1拐))2 

4は晩期末の口縁部で，1 ~ 3皿の砂粒を多く含む。
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縄文土器実測図
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り，、シャープな刻目が斜めに入る。内面，外面にヨコ方向の条痕が走る。褐色を呈し微砂粒を

含む。 5.6は晩期の口縁部で，内面，外面ともに条痕の上をヨコ方向にへラミガキしている。

5・6ともに内面黒色，外面褐色で 1-4 mmの砂粒を含む。 6は外面に煤が付着している。

7 は底部で， 内外面ともに風化がはげじく調整は不明。褐色を呈し 1 ~3 阻の砂粒を含む。

弥生土器 (Fig.205・206，PL. 126・127)

登棺墓 8・9はsJ 001査棺墓の鉢および査である。 8は蓋として用いられた鉢で口縁下に
凸帯をもっ。凸帯は細長い粘土紐を貼りつけた後，上下をつよくナデつけている。器面はハケメ

調整の後， ヨコ方向のへラミガキを施している。淡褐色を呈し 1 ~2 mm程度の砂粒を多く

含む。また白，金雲母を含んで、いる。器高12.7cm，復元口径33.6cmである。 9は査で口縁部は

打ち欠かれたものと考えられる。肩部には4本の浅い沈線がめぐる。 胴部は球形に近く，底部

はわずかに上げ底となっている。内外面ともに器壁の剥落がはげしく調整は不明。胴部には直

径1O~15cm程度の黒斑が 2 ヵ所に残っている。淡褐色を呈し ， 1 ~3 mmの砂粒を多く含ん

でいる。残存する器高は33.5cmである。 10はsJ 002壷棺墓の査で，破片から全体を復元した図
である。残存する口縁端部には粗い研磨痕がみられ 9と同様に口縁部が打ち欠かれていたと

考えられる。頚部には 2~3 本の浅い沈線がめぐり，頭部から胴部にかけてヨコ方向のへラミ

ガキが施されている。底部は円板状のもので，これに胴部が接合している。淡褐色を呈し 1

~3 mmの砂粒を多く含んでいる。復元器高は43 . 3cmである。
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図版

西原遺跡



西原遺跡(航空写真)く上方は東〉



1 西原B区全景〈南から〉
2 同 D区全景く南から〉



1 西原D区東部 く北から〉
2 同 西部 〈南から〉



1 西原STOOl古墳石室 〈南から〉
2 同 ST002古墳石室 く西から〉



1 西原ST003古墳石室

〈東から〉

2 同 ST004古墳石室

く西南から〉



1 西原ST005古墳全景〈南から〉 2 同 く北から〉



1 西原ST006古墳全景く南から〉 2 同 S T007古墳全景く南から〉



1 西原ST009古墳石室〈南から〉
2 同 STOll古墳石室 く西から〉
3 同 STOI0古墳石室 〈南から〉



1 西原ST012古墳全景〈南から〉
2 同 石室く南から〉



西原ST009古墳石室 〈南から〉
同 STOll古墳石室 〈西から〉
同 STOIO古墳石室 く南から〉



1 西原ST012古墳全景〈南から〉
2 同 石室く南から〉



西原ST012古墳石室 く南から〉
同 墳丘西側 く南から〉
同 墳丘東側 〈南から〉



1 西原ST013古墳全景 〈南から〉
2 同 石室 く南から〉



1 西原ST014古墳全景 く南から〉
2 同 石室 く南から〉



1 西原ST014古墳盛土下遺物出土状況 2 同 遺物出土状況



1 西原ST016古墳石室〈南から〉
2 同 ST017古墳石室く南から〉



1 西原ST018古墳石室 く南から〉
2 同 ST019古墳石室 く南から〉



1 西原ST020古墳石室 〈南から〉
2 同 ST021古墳石室 〈南から〉



1 西原SC022石棺く西から〉
2 同 く南から〉



1 西原SC023・024石棺墓く蓋石除去前〉 2 同 〈蓋石除去後〉



1 西原SC023石棺墓鉄剣副葬状況
く東から〉

2 同 SC024石棺墓身部く南から〉
3 同 人骨検出状況

〈西から〉



1 西原SB025住居跡く西から〉
2 同 SB026住居跡く南から〉



1 西原SB027住居跡く南から〉
2 同北側張り出し部遺物出土状況 〈北から〉
3 同西側張り出し部遺物出土状況 〈西から〉



1 西原SB028住居跡〈南から〉
2 同 SB029住居跡〈南から〉
3 同 SB030竪穴〈北から〉



l 西原SJ 031聾棺基
2 同 SJ 032聾棺墓
3 同 SJ 034中世基



1 西原SJ 033壷棺基 2 同 壷棺下土器検出状況
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51032聾棺墓

9 西原s1031聾棺
10 同 B区出土聾棺
側・4船・締7
同 S1034中世墓出土土師器
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PL.27 

52 

56 

65 



PL.28 

67 68 

72 78 

73 74 

η 81 

82 白

西原ST004古噴出土須態様

制



PL.29 

91 

93 制

91........94 西原ST006古演出土須恵穏
97・98 同 出土土師総
11ト 123 同 ST009古演出土須恵鶴



102 

107 

1回

109 

116 

西原ST007古演出土須恵器



140 

西原ST012古境出土須恵器(蓋・杯)



PL.32 

153 154 

西原ST012古墳出土須恵器 (高杯 ・腿)



171 

1倒 179 

西原ST012古演出土須恵器(壷.t甘・提瓶)



188 

189 192 

西原ST012古噴出土須恵器(聾)



202 

100・191 西原ST012古墳出土須恵穏(聾)
196.......198・201.......加 同 土師器



PL.3& 

204 205 

206 208 

215 216 

と:京でヌ頚一
...一・

218 

224 

西原ST014古墳出土須恵器(査・杯)



223 

236 238 

223・231・2お・湖西原ST014古噴出土須恵器(高杯・庖・査)
加---243・245・247 同 土師器



253 

257 

259" 

西原ST016・018・020古演出土須恵器
同 ST015・016・017古境出土土師禄



PL.39 

3日

115 • 358・359・3ω ・361・3日・狐 西原SB026住居跡出土土師器
357・m・訓 同 SK030竪穴出土土師器



376 

西原SB027t主居跡出土土師穏(聾・t甘)



西原SB027住居跡出土土師器(柑・高杯・椀)



PL.42 

399 

西原sJ 033壷棺基出土土師器



269 

西原出土鉄器

269 鉄剣
270 -277 鉄鉱
278・279 力子
280 鎌

272 

270 

271 

2即



PL.44 

381 

。
293 

00  
298 299 

O O 

309 

382 

o 
297 

0 0  
3021 1303 

o 0 

西原出土装身具類
281・282 銅釧
283......308 耳環
309・310 勾玉
316......319 管玉
311......314 切子玉
遺物配列は
(Fig.72・73に一致)



浦田遺跡



pし.45

iili問遺跡〈航空写真〉



l 浦田遺跡全景〈真上から〉 2 同 〈南から〉



1 浦田A区近景〈北から〉 2 同 〈北東から〉



1 浦田B区〈東から〉 2 同 〈東南から〉



l 浦田C区 〈北から〉
2 司 〈南から〉



l 浦田SB005住居跡
2 同 SB008住居跡
3 同 カマド部分



l 浦田S8011住居跡
2 同 カマド部分

3 同 S8012住居跡



l 首Ii回SB013住居跡
2 [fiJ S B014住陪跡
3 ltiJ S B 016i:Hli断、



l 浦田S8015住居跡 〈東から〉
2 同 〈北から〉

3 同 S8017住居跡 〈北から〉



l 浦田S8018住居跡 〈東から〉
2 [fiJ S 8019住居跡 〈西から〉
3 同 カマド部分



l 浦田SB020住居跡〈東から〉
2 同 〈北から〉
3 同 カマド部分



l 浦田SB021住居跡〈北から〉
2 同 カマド部分
3 [r.iJ S B024住居跡〈東から〉



I 浦田SB023住居跡〈南から〉
2 同 カマド部分
3 同 SB025住居跡〈南から〉



1 iiliEDS B028住居跡 〈東から〉
2 同 カマ ド部分

3 同 SB026住居跡 〈酋から〉



l 浦田SB029住居跡〈西から〉
2 同 カマド部分
3 同 SB027住居跡 〈南から〉



I iJ1i1E S B 036iHlf跡 〈東から〉
2 同 SB037a肘跡 <Wから〉
3 I6'J S B 038{t}i':.跡 <Jkから〉



1 浦田SB039住居跡 〈東から〉
2 同 SB040fi居跡 〈北から〉
3 同 SB041住居跡 〈策から〉



l 浦田SB042住居跡く南から〉
2 同 カマド部分

3 同 SB031掘立柱建物跡く西から〉



l 浦田SB032~034掘立柱建物跡
2 同近景〈西から〉
3 同近景〈東から〉



1 浦田SBOOl住居跡く南から〉
2 同 カマド部分

3 同 SB002住居跡く南から〉
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1 浦田SB004住居跡 く南から〉
2 同 カマド部分
3 同 SB006住居跡 〈東から〉



1 浦田SB006住居跡カマド部分
2 同 SB009住居跡く南から〉
3 同 カマド部分



1 浦田SB022住居跡く西から〉
2 同 カマド部分
3 同 S DOIO溝く南から〉



l 浦田ST045古墳遠景
2 同近景



p L.70 

勺‘

• 

18 

19 

20 23 

1 ~ 3 . 5 ~ 16 

4 

21 

1 ~3 
5 ~16 

18~23 

4 

浦田出土縄文土器
同
同

同 〈曽畑式土器〉



43・46・47・49・62
53 
54 
55 
58 
61 

43 

47 

53 

55 

61 

浦田SB021住居跡出土須恵器
同 SB015住居跡出土須恵器
同 SB017住居跡出土須恵器
同 SB018住居跡出土須恵器
同表面採集須恵器
同 C区出土須恵器

p L.71 

46 

54 

58 

62 



p L.72 

63 64 

65 66 

，. 

67 ・ 69

70 71 

79 三色 、副掴岨. 80 

63"'66・80 浦田SB021住居跡出土須恵器
67 同 SB020住居跡出土須恵器
69 同 SB023住居跡出土須恵器 70 浦田SB018住居跡出土須恵器
71 同 SB027住居跡出土須恵器 79 同 SB016住居跡出土須恵器



83・87・96
87・96
84・93
89 
90 

浦田SB021住居跡出土須恵器
同 土師器

同 SB018住居跡出土土師器
同 SB028住居跡出土土師器
同 SB012住居跡出土土師器

p L.73 

83 

84 87 

89 90 

、、

93 



p L.74 

99 
10l . 117 
113 
130 

浦田SB011住居跡出土土師器
同 SB021住居跡出土土師器
同 SB012住居跡出土土師器
同 SB024住居跡出土土師器

99 

101 

113 

115 

130 

107 

114 

117 

135 

107・115 浦田SB017住居跡出土土師器
III・114 同 SB020住居跡出土土師器
135 同 SB023住居跡出土土師器



137・149
138・152
143・146・148・151
145 
150 

143 

146 

151 

浦田SB012住居跡出土土師器
同 SB021住居跡出土土師器
同 SB023住居跡出土土師器
同 SB027住居跡出土土師器
同 SB028住居跡出土土師器

電麗島

p L.75 

138 

匹園田

145 

148 

150 

152 



P L.76 

154 
157・166
163 
172 

浦田SB023住居跡出土土師器
同 SB003住居跡出土土師器
同 SB037住居跡出土土師器
同 SB022住居跡出土土師器

154 

157 

160 

166 

172 

156 
159・lω・171
173 

浦田SB015住居跡出土土師器
同 SB021住居跡出土土師器
同 SB022住居跡出土土師器

159 

163 

171 

173 



178 

177 

185 
183 

186 

lη ・178・l位 浦田SB021住居跡出土土師器
183 同 SB027住居跡出土土師器 190 
l筋 同 SB009住居跡出土土師器
l総 同 SBOll住居跡出土土師器

179 浦田C区ST044古墳周溝内出土土師器
l卯 同 B区出土土師器



P L.78 

187 

189 

194 

187 • 189・191 浦田SB021住居跡出土土師器
削・ 194 同出土土師器

192 浦田 SB011住居跡出土土師器
193 同 SB023住居跡出土土師器

188 

191 

192 

193 



197 

199 

l釘浦田出土土師器 198 浦田SB021住居跡出土土師器
199 同 SB008住居跡出土土師器 摘 同 SBOOl住居跡出土土師器
248 同 SB027住居出土土師器 249 同 SB022住居跡出土土師器



P L.80 

250 251 

255 

256 

259 

加浦田SBOll住居跡出土土師器
251 同 SB004住居跡出土土師器
255 同 SB028住居跡出土土師器
摘 同 SB027住居跡出土土師器
257 同 SB021住居跡出土土師器
258 同 SB017住居跡出土土師器
259 同 SB023住居跡出土土師器

257 



2ω・273
266・278・282
272 

浦田SBOll住居跡出土土師器
同 SB026住居跡出土土師器
同 SB003住居跡出土土師器

265 
269・270
276 

浦田SBOOl住居跡出土土師器
同 SB006住居跡出土土師器
同 SB028住居跡出土土師器



PL.82 

292 

297 

303 

305 307 

308 309 

292 浦田SB009住居跡出土土師器 293 浦田SB012住居跡出土土師器
加 同 SB002住居跡出土土師器 犯l 同 SB027住居跡出土土師器
302 同 SB011住居跡出土土師器 削 同 SB002住居跡出土土師器
獅 同 SB020住居跡出土土師器 犯7 同 SB022住居跡出土土師器
湖 同 SB008住居跡出土土師器 削 同 SB001住居跡出土土師器



312 315 

317 

320 322 

323 324 

312・325 浦田SB003住居跡出土土師器 315・322・326 浦田SB011住居跡出土土師器
317 同 SB009住居跡出土土師器 318 同 SB001住居跡出土土師器
羽・ 324 同 SB027住居跡出土土師器 323 同 SB022住居跡出土土師器



P L.84 

327 328 

329 330 

331 332 

333 

327 浦田SB042住居跡出土黒色土器
328・332 同 SBOOl住居跡出土黒色土器
329 同 SB022住居跡出土黒色土器
湖 同 SB026住居跡出土黒色土器
犯l 同 SB002住居跡出土黒色土器
333 同 SB015住居跡出土黒色土器



PL.85 

24 2f 
27 26 38 

34 33 

40 

39 

343 

336 337 341 340 339 

347 346 349 348 

一 ー
浦田出土石器
24 石槍 42 剥片
25~27 石鍛 336 ・ 却 ・ 339~341 石斧
33・34 石匙 343 石核

38 石錐 3必~349 砥石

39・40 スクレイノfー



西一本杉遺跡



PL.86 

西一本杉遺跡全景航空写真



l 西一本杉ST006古墳航空写真 〈南から〉 2 同古墳 〈西から〉



1 西一本杉ST007古墳航空写真く西から〉 2 同古墳く南から〉



l 西一本杉ST008古墳航空写真 〈南から〉 2 同古墳 く西から〉



PL.90 

1 西一本杉ST008古墳張り出し部調査前 〈東から〉 2 同調査後く東から〉



1 西一本杉ST008古墳内部主体 2 同 古墳内部主体



1 西一本杉ST008古墳内部主体 2 同 古墳溝出土査



1 西一本杉ST009古墳内部主体 2 同 古墳遺物出土状況



1・2 西一本杉ST009古墳出土状況



1・2・3
西一本杉STOI0古墳



1 • 2 西一本杉ST012古墳全景



1 • 2 西一本杉ST012古墳石室



I 西一本杉ST013古墳全景 2 同 古墳石室



1 西一本杉ST013古墳石室 2 同 古墳石室内遺物出土状況
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1 • 2 西一本杉SC004石棺墓



1・2 西一本杉SC005石棺墓



l 西一本杉sJ 001査棺墓 2 S J 002査棺墓



西一本杉ST008古墳出土土師器査



PL.l05 

2 

4 

西一本杉ST007古墳出土須恵器



7 

11 

15， 

西一本杉ST012古墳出土須恵器



43 ¥44 

41 i47 

146 

d 

西一本杉ST012古墳出土須恵器

1491 42 



79 81' 

841 

93 

96 

西一本杉ST013古墳出土須恵器



PL.109 

98， 105 

104 102 

106 

西一本杉ST013古墳出土須恵器

101 



50・52・54・56・57・59 西一本杉ST012古墳出土土師器
109-111 同 S T013古墳出土土師器

110' 

109 



115 
116 
118・121・130
123 

西一本杉sJ 002査棺
同 s J 001壷棺
同 西丘陵商斜面出土一括土師器
同 S T008古墳出土土師器査



PL.112 

148 

149 . 152 153 142 

151 

151 141 139 140 

O O 
144 143 

西一本杉出土鉄器・鏡・耳環 139・l却・ 143・144 S T007古墳出土
148 S T008古墳出土
149"-' 154 S T009古墳出土



PL.113 

158 

157 159 

。。。 。 。。。。 。 。 。 。。 。
207 208 209 210 211 219 220 221 222 223 231 232 233 234 235 

。 。。 • 。 。 。。 。。 。。 。 。 。213 214 215 216 217 225 226 227 228 229 237 238 239 240 241 

西一本杉ST009古墳出土鉄器・ 玉類



上三津栗原遺跡



1 上三津栗原STOOl古墳玄室内遺物出土状況
2 同 羨道内遺物出土状況



上三津栗原ST002古墳石室全景(北から)
同 (南から)



1 上三津栗原ST002古墳(羨道から玄室を見る)
2 同 玄室奥壁



PL.117 

9 

6 13 

上三津栗原STOOl古墳出土須恵器



PL.118 
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24 

17 27 

19 28 
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29 

21 30， 

22 31 

上三津栗原STOOl古墳出土須恵器



PL.119 

32 

35 

136 

37 42 

上三津栗原STOOl古墳出土須恵器



上三津栗原STOOl古墳出土須恵器聾



43---46 上三津栗原STOOl古墳出土須恵器
53---56 同 土師器



PL.122 

57・58・60 上三津栗原STOOl古墳出土土師器

65 
。

。

。

• 73 
63-----73 上三津栗原STOOl古墳出土鉄器・青銅製品・装身具類



78・80・82・83 上三津栗原ST002古墳出土須恵器
84~89 同 出土土師器

86 

89 



I 上三津栗原遺跡
2 山古賀遺跡
3 西一本杉遺跡



1 山古賀SJ 001査棺墓く南から〉
2 同 S T004古墳石室 く南から〉



2 

4 5 

3 

2 

6 
4 5 

/ 

1 "-' 6 山古賀出土縄文土器(上左一外面、上石一内面)
8 同 S J 001査棺(鉢)
9 同(査)

PL.1261 

3 

6 

8 

9 



PL.127 

13 

17 

15 

30 28 

16， 29 

13~17 山古賀出土弥生土器
26 同 土師器
28~30 同 白磁
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